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　　　──プロローグ　高たか宮みや仁じんが医者な理由──







　それは、俺おれにそこそこの男心が芽生え始めた小学五年生の頃ころだった。

「高宮仁。お前に大事な話がある！」

　ある日親おや父じに何な故ぜかフルネームで呼ばれて台所に行くと、親父はビール片手に意気揚々と俺に言った。

　──医者にならないか、と。

「いいか、仁。お前も高宮診しん療りよう所じよの一人息子だ。もう立派な小学五年生！　という事で、今日から診療所の手伝いをして人件費削減……じゃない、お前の社会勉強のために頑張ってみないか？　格好良い白衣を着て、可愛かわいい看かん護ご師しさんに囲まれ、うはうは生活！　な？　な？」

　日々ぐうたらな親父にしては妙に熱く語っていたし、俺も医者の仕事には興味があったので正直悩んだ。が、当時小学五年生だった俺には人生最大の悩みがあり、だから、

「ヤダ」

「なんだと？　仁、お前父さんが嫌きらいなのか！」

「嫌いじゃないけど俺、あーちゃんと遊びたい……」

　あーちゃんとは五年生になって初めて同じクラスになった女の子だ。和風美人っぽくお淑しとやかな子で、他ほかの女子がきゃーきゃー雀すずめみたいに騒さわぐなか、一人白鳥のように座る綺き麗れいな女の子。なんだか傍そばにいるとドキドキするし、ちょっと仲良くなりたい、っていうか……

「ははーん。惚ほれたか」

「ち、ちげーよ！　そんなんじゃねーよ！」

　全力で否定したが、親父は気がついてたのかもしれない。

　その口元にニヤリと笑みを浮かべて、囁ささやいた。

「お医者さんは格好良くて、モテるぞ？」

　と。

　その日から俺は、まあ家の手伝いだし？　と渋々高宮診療所の手伝いを始めた。実際に白衣に袖そでを通してみるとマジ格好……良くなく足下まで伸びる、背丈の合わないマントみたいにだぼだぼだった。

　でも診療所のカルテ整理とか印いん鑑かん押しとかやってるのは小学生でも俺だけだ。そう、俺は確かに格好良い！　親父の手伝いしてる医療人の俺すげぇ！

　どう？　なあ、あーちゃん俺、どう？

　結局あーちゃんと遊ぶ時間が無くなり、後に彼女は他の男とくっついてしまった。

「親おや父じぃー！　てめぇ俺おれを騙だましたな！　白衣とか全然格好良くねーじゃんかよ！」

　中学になって猛抗議すると、親父は反省したらしく神妙に答えてくれた。

「すまなかった、仁じん。俺の見立てが甘かった！　というのも、実は白衣は大人の衣装なんだ！」

「大人!?」

「確かに小学生に白衣の魅力は分からんだろう。俺は早まった。だが安心しろ、今のお前の背丈なら白衣もきちんと似合うはずだ。きっと女の子も分かってくれる！　それに仁、今のお前ならもっと沢たく山さんの検査を覚える事だって出来るぞ？　そうすればお前は見た目、技術の両方からさらに格好良くなって女の子からうっはうは！　だから頑張れ！　お前がもっと頑張って、他ほかの職員の有休を回し……いや、とにかく頑張れ。な？」

　そうか、白衣は大人の衣装なのか！　と思って中学時代も頑張って手伝った。おかげで採血から血液検査データの読み方、心電図、ちょっとしたレントゲン撮さつ影えいだって出来るようになった。

　俺すげぇ！　マジ本格的医い療りよう人じん！　なぁ、俺どう？　凄すごくねぇ？

　だが中学三年間、絶賛片かた想おもい中だった三み浦うらさんは俺に見向きもしなかった。

「親父ぃぃぃぃ！」

「あ、安心しろ仁！　高校に入ったら、お前には本格的に医者業務をやらせてやる！　つーか今までは白衣着てても外見だけだったろ？　そう、まだ本格的な医者じゃない。でも中学三年間通して成長したお前の医学知識なら、もう診察も任せて大丈夫だ！　身長も伸びたし、今度は外見も中身もバッチリ、ずばり心身共にという奴やつだな！　はっきり言って同級生なんか目じゃない！　つーか、ここまで長かった……これで俺もようやく楽が出来る……！」

　言われてみればそうだ。中学までは手伝いだけだが、本格的に診察してこその医者だ。これで本当のお医者様！

　そう言われて高校一年生から医者を始め、夏休みを丸々使って診療所を手伝った。

　結果？　ああもちろん、バッチリ仲良くなれたぜ！

　ご近所中のお爺じいさんお婆ばあさんとな！




　……というところで、俺はついに気がついた。

　そう。俺は、親父に騙されていたのだと！







　　　──カルテpage.01　高たか宮みや先生、主治医になる──







「──という訳で、俺おれは二学期から医学ではなく男を磨みがく！　俺は変わる！　汚名、挽ばん回かいっ！」

　周囲には畑と一軒家ばかりが広がる、絵に描かいたようなド田舎いなかこと稲いな子こ村むら。その傍かたわらに佇たたずむ春はる桜ざくら高校、その三階。長い夏休みが終わり、気だるさと怠惰感漂ただよう二学期の教室内にて俺は熱く語っていた。眩まばゆい夏の日差しの射し込む室内で一人、むさくるしい程に気合いを込めて拳こぶしを振り上げ準備万ばん端たん！

　……と意気込む俺の隣となりに座る幼おさな馴な染じみの女子、松まつ野のが半眼のままくすっと笑って。

「前から思ってたけど、仁じんってほんとバカだよね」

「なんだとー!?　いや俺本気なんだけど！」

「本気の出しどころが違うんだって、仁は。あと汚名は挽回じゃなくて返上ね」

　松野文ふみは髪がくるっとカールした野性味溢あふれる女の子で、つり目がちな猫っぽい表情が特徴だ。口元はいつもイタズラっ娘このようにニコニコしてるし、楽しい事が大好き、俺を弄いじるの超楽しい！　って顔に書いてある。

「それで、仁。話は分かったけど、どういう風に汚名返上するの？」

「ふっ……よく聞いてくれたな。ずばり、これ！」

　松野に聞かれて俺は鞄かばんから秘蔵のビデオを取り出した。『野郎たちの生き様─特別版─』と書かれたパッケージには軍服でライフルを構かまえた屈強な筋肉ムキムキ野郎が描かれ、いかにも男臭い雰囲気満まん載さいだ。

「これ今日、来る時に飯いい田ださん家ちで見かけて思わず借りちまった！　ほら、あの診しん療りよう所じよ曲がった所の超ちっちゃいレンタル屋さん。いやぁ、たまたま外から目についてさ」

「分かるけどそれ、おもいっきりＢ級映画じゃん。しかも今時ＶＨＳ……っていうか仁、夏休み前にも『ひと夏のアバンチュールで俺は真の男になる！』とか言ってなかった？」

「言ったよ！　そしたら親おや父じが、じゃあ俺の診療所でバイトをすればもっと格好良い医者になれるから頑張れ、って。それでもし高校の可愛かわいい女の子が診察に来たら、それを機会に仲良くなってうっはうは、って！」

「……んで、女の子は？」

「誰だれも来なかったよ！　つーか高校生って基本みんな健康なんだよ！　くそぅ、他ほかのみんなは揃そろって旅行に行ってるのに俺だけ診療所で仕事とか……騙だまされた。俺の夏が……」

「で、結局夏休み中お医者さんごっこ？」

「ごっこじゃねーよ！　本気で診察したよ！　お陰でご近所さんから大評判だし！」

　格好良くなるためなんて言ったが、夏休みのあれはガチだった。

　いやな？　騙だまされてここまで育ったとはいえ、人生の半分以上、診しん療りよう所じよ業務に携たずさわっている俺おれだ。多少の知識はあるし、高校生でも診察室の椅い子すに座ればお医者様。俺も一介の医療人として粗相は出来ん！

　という訳で全力で頑張った。つーか高校生にそこまでやらせる親おや父じマジ鬼き畜ちく──

「そうなんだ……評判良かったんだ。ってか仁じんって普段バカだし成績も普通なのに、医学知識だけはあるよね本当。やっぱ興味？」

「まあ医学って面おも白しろいしな。人体って勉強すると免疫機構とか凄すごくて、なんで病気するんだろう、とか思い始めるんだよ。それに評判が良かったのは嬉うれしいし」

　お陰で稲いな子こ村むらがド田舎いなかな事も相まって、すれ違う度たびにご近所さんから挨あい拶さつされるようになってしまった。『ああ高たか宮みやさん家ちの息子さんね、本当いい子に育ってねぇ。亡くなったお母さんもきっと喜んでるよ』と俺の手を握って拝おがんでくる。そう言われれば俺も嬉しいし、実際に夏休みの診療は物凄くいい経験になったし……ほんの少し楽しかったのも嘘うそじゃない。が、

「でもそれはそれ、これはこれなんだ……お医者さんになるより可愛かわいい女の子と仲良くなりたい……」

「難むずかしいかもねぇ。仁の評判、もうがっちがちに固まってるし？　うち田舎だから、仁の性格みんなよーく知ってるしなぁ。ノリが良くてアホキャラ、みたいな」

「がふっ」

　松まつ野のの一言が心臓に突き刺さる。

　田舎のコミュニティは狭い。その中で俺の評判が広まれば広まるほど、俺の立場は面白優しいお医者さんで定着してしまうのだ。さらにうちの高校は中学からほぼ繰くり上あがりで入るため、中学の頃ころからアホ、面白い、保健委員としては頼りになる、と言われ続けた俺の評価は完全に固まっている──

　でも違うんだ。本当の俺はな？　もっとこう、癒いやし系じゃなくて格好良くなりたいんだ。

　男なら誰だれだって、女の子にモテたいって思うだろ？

　女の子がドキドキするような、ワイルドでイケてる男になりたいだろ？

「……なぁ松野。俺どうしたらいいと思う？　もっとこう、格好良くなって女の子にモテモテのイケメンになりたいんだけど──」

「ってかさ仁、それ動機が不純じゃない？」

「え？」

「モテモテになりたいって言うけど、仁っていま好きな人とかいるの？」

「え……いや、そういう訳じゃねーけど」

「でしょー？　ならあたし、協力は出来ないなぁ。だってさ？　あの子に好かれたいから格好良くなる！　なら分かるけど、女の子相手なら誰だれでもいいからちやほやされたい、ってのはあたし微妙。なんていうか、ダメだと思う」

「……そ、そう、か？」

「うん。あと一応言っとくけど、仁じんに彼女出来ないのはお医者さんも、田舎いなか町まちの評判もぜんぜん関係ないと思うよ、あたし」

「は？　……え？　関係ない？」

「うん。基本的に仁って本気出すベクトルが違うっていうか、やっぱ……」

　という声に重なるように鈍にぶいチャイムが鳴なり響ひびき、先生が姿を見せると同時に松まつ野のが席から立った。って、ち、ちょっと待て。

「やっぱ、の続き、なんだよ松野！」

「さーねぇ。自分で考えたら？　傍はた目めから見てたらすぐ分かるんだけどなぁ」

　くつくつ笑いながら、松野は自分の席へと戻ってしまう。

　やっぱ？　やっぱり、俺おれに彼女が出来ない？　となると他ほかに理由があるのか？

　まあ考えてみれば心当たりはあるぞ。まず俺の顔が平凡だ。松野が言うには中の中。あと俺の勢い任せな性格もマイナスかもしれん。イケメンとは顔も心も揃そろってイケメン、細かな所作もイケてるものだ。しかし俺は顔も心もアホキャラ扱い。俺ってそんなに抜けてるか？

　あとは……男らしさ、だろうなぁ。

　でも今さら、俺がいきなりちょっとワルでワイルドな奴やつになっても『仁、また変なコト始めたの？』とか言われそうな気がする。

　それに松野に言われた通り、俺がときめくような女の子、とも会ってないし……

　なのに、俺一人で格好付けても、なんか……またアホな事やってる、とか言われて……

「はあぁ……」

　考え始めたらあっという間にやる気が無くなってしまった。

「あー、みんな揃ったな。今日から二学期始まるから、改めて頑張るように。夏休みが終わって中だるみしやすい時期だがぼーっとするなよ！」

　担任の先生が説明してる前でぼーっと肘ひじをついて溜ため息いきまでつく俺。

　ダメか。二学期も、やっぱりダメなのか？

　っていうか俺、もう高校の間ずっとダメなんじゃ……

「そして今日からうちのクラスに転校生が入る。みんな、よろしく」

　先生の声に軽くクラス内がどよめく。春はる桜ざくら高校はド田舎なので、他校からの転校生というのは珍しい。ふーん、と思いつつ人並みの平凡な好奇心で顔を上げると「し、失礼します」とドアの向こうから鈴の音のような声が聞こえ、教室の扉が開いた。直後、

「ぐはぁーっ！」

　俺は死んだ。

「どうした高たか宮みや」

「……い、いえ、なんでも……」

　と答えつつも視線がまったく外せない。

　転校生として現れたのは、神こう々ごうしいほどに可愛かわいい女の子だった。アーモンドのようにくりっとした柔らかみのある瞳ひとみに、川のようにサラサラと流れる黒髪。ミルクのように一点の曇くもりもない白い素肌は見ているだけで俺おれの鼓動を激はげしく高鳴らせる。その小さな鼻も、丸みを帯びた細い可か憐れんな肩のラインも、スカートの前で丁てい寧ねいに合わせた指先も、すらっと伸びた足もそのつま先まで大変可愛い。若干緊きん張ちよう気味なのは転校初日だからだろうが、その不安げな様子にすら尊とうとい花のような気品が漂ただよい、何というかもう全体的に超可愛くて綺き麗れい！

　つまり、物もの凄すごく可愛らしい！

　というか、凄すさまじく俺好み……っ！

「あ、朝あさ岡おかひより、です。二学期から、よろしくお願いします！」
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　緊張気味に頭を下げる朝岡さん。その鈴のような声に俺の心臓がきゅーっと引きしめられる。すげぇ。めっちゃ可愛い和風美人！　本気でテンション上がるんですけどーっ！

　よし決めた。俺、この子と友達になる。絶対なる。そのために格好良くなる！　二学期も駄目とかそんな前言はもちろん撤てつ回かい、なんせ俺は過去に拘こだわらない男だからな！

「という訳で、朝岡さんだ。よろしく頼む。席は……視力が悪い、とかは無いな？　じゃあ一番後ろ。高たか宮みやの隣となりにするか」

「ぐほぁ！」

「さっきからどうした高宮」

「なんでもないです！」

　朝あさ岡おかさんが隣に、隣に来る！　どどどどうしようどうしよう──考えてる間に朝岡さんは静かに歩き、俺おれの横に置かれた席に着いた。この時点でもう緊きん張ちようしまくりな俺……

　……ちらっ！

　と隣を見る。ぱっちりした瞳ひとみと目が合って、会え釈しやくをされた。

　会釈までされてしまった！　うはーっ！　っていうかええと、こういう時は何から話せばいいんだ？　最初は無ぶ難なんに、『お、俺、高宮仁じん。ご近所では評判の医者なんだ、よろしくな』とか？　って待て、評判なのはお爺じいちゃんお婆ばあちゃんの間であってクラスメイトの評判じゃない。つーかとりあえず、普段のアホキャラ担当みたいな所は隠さねば。そう、俺は今日からイケメンでダンディな男！　後はそのキャラを維持しつつ自然に会話を切り出すチャンスを窺うかがい……

「よし、じゃあ次は始業式やるから体育館に集合な。あ、誰だれか朝岡を案内してやれよ」

　──これだ！

　決めた。朝岡さんへの第一声は自己紹介、そして体育館への案内役。そこを足がかりに、まずクラスメイトとしてお近づきになる！

「じゃあホームルーム終わり。委員長、挨あい拶さつ」

　先生が声をかけて朝の挨拶が終わり、一息ついて瞼まぶたを閉じ脳内シミュレート開始。『朝岡さん、体育館の場所なら俺が教えてやるよ。あ、俺は高宮。ま、他ほかにも困った事があったら何でも言ってくれ。隣の席だし、俺は頼りになる男だからな！』よし、ベタにこんな感じだろう。

　準備はいいか？　何事もファーストコンタクトが大事。

　さあ行くぞ？　レディー……ＧＯ！

「あ、あの…………え、ええと、その…………お、俺が、案内……」

　ゆっくりと隣を向く。

　が、朝岡さんの席は既すでに空からだった。

　はたと気づくと朝岡さんは他のクラスメイトに囲まれ教室を出て行く最中であった。他の女子達が早くも彼女を取り巻き、嵐あらしのような質問攻めが始まっている。朝岡さんって東京から来たんだよね？　東京って電車が三分おきに来るって本当？　銀ぎん座ざってどんな所なの？　朝岡さん、その長い髪すごく綺き麗れい！　普段どんなシャンプー使ってるの──

「……どうしたの、高宮君。始業式、行かないの？」

「え？　あ、い、行く。すまん」

　気がつくと、委員長の藤ふじ田たさんに注意されてしまった。




　　　　＊




　翌日早朝、リテイク。改めて考えれば、昨日のチャンスを逃したのは悪い事でもない。

　というのも朝あさ岡おかさんは転校生なので、田舎いなか町まちに広まる俺おれの噂うわさやキャラクターを全く知らない。つまり俺と朝岡さんの最初の会話こそ、第一印象として強くインプリンティングされるのだ。

　ファーストインパクト、大事！

　なので第一声はきちんと計算し尽くしたうえで、俺の格好良さを最大限に引き出し──

「おはようございます、高たか宮みやさん」

「え？　あ、朝岡さん、お、おはよう……って、あれ？　俺、名前言ったっけ？」

「いえ、皆さんからお名前を聞きまして」

　なんと、いつの間に──と思う俺の前で、朝岡さんが遠慮がちに聞いてきた。

「……ところで、高宮さんは医学にお詳しいんですか？」

「え!?」

「皆さんから、高宮さんは診しん療りよう所じよの息子さんで、本当のお医者さんみたいに診察まで出来るよ、と聞きまして……あと、なんだかとても楽しい方だとか……」

　ふおぉ!?　俺のファーストインパクトもう終了!?

　焦あせる俺の前で、くすっと微ほほ笑えむ朝岡さん。

「隣となりの席ですので、困った事があったらよろしくお願いします」

「は、はい……こ、ここ、こちらこそ……！」

　結局ぺこぺこと挨あい拶さつしてしまう俺であった。







　これ以上の失態を重ねてはならぬ、と慎重に石橋を叩たたき続つづけて三日が過ぎた。石橋を叩き続けるとはつまり朝岡さんの観察だ。挨拶もそこそこに、彼女の前で格好をつけるべく外堀を埋め続ける毎日。

　彼女は外見の雰囲気通り大変慎つつましやかで清せい楚そで、そのうえ頭も良く穏おだやかだった。風の噂によると彼女は少々病弱体質で、田舎の春はる桜ざくら高校に来たのは彼女自身の静せい養ようも兼ねている──そんなちょっぴり悲しい噂も相まって彼女の人気は衰え知らずのうなぎ昇り。早くも男子の間で朝岡ファン層が出来てるらしいが最初に惚ほれたのは俺だ！　誰だれにも譲ゆずらん！

　という具合に様子を窺うかがい続つづけて四日目。そろそろ行くか、まだ早いか、外堀を三重から四重に埋めるべきかと窺っていると、ホームルームが終わったところに松まつ野のがひょっこり顔を出した。

「仁じんって分かりやすいよね、色々と……」

「な、何が!?」

「いや何が、って……とゆーか、そろそろ気づいてよ。仁じんに彼女が出来ないホントの理由」

「はい？　な、なんだよ俺おれの理由って。あれだろ？　やっぱ環かん境きようが──」

「ええい、この奥手男！」

　べしん、と背中を叩たたかれた。

「お、奥手!?　俺が!?」

「そ。あんた中学のとき三み浦うらさん好きだったでしょ？　でもあんた、格好良くなるとかお医者さんの勉強ばっかで三浦さんと直接話してないじゃん」

「ぐっ！」

「仁は自分が格好良くなろう、ばっかりで相手に全然アプローチしてないんだよねー」

「なっ……そ、そそ、そうか……！」

　なんてことだ。今まで、まったく気づいていなかった。

　俺は、実は奥手だったのか!?

　……でもそう言われれば、心当たりも沢たく山さんあるぞ。

　そもそもあーちゃんとは遊んだが告ってないし。

　三浦さんも三年間、遠目で眺めてただけで直接の会話は数えるほどしか無いし！　しかも数えるほどの会話の中身はほとんど朝の「おはよう」とかの挨あい拶さつだし！

「ま、その性格をどうにかしないとね？」

「はうあっ」

　そう。実はお医者さんとか、全然関係無かったのだ！

「まあ頑張って仁。もっと直接声をかけるところから、さ」

「う、うぐぐっ……俺から、積極的に……！」

　松まつ野のが悩む俺を置いて去っていく。

　いざ言われると、大変悩ましい事だった。……積極的に？　俺から女の子に声をかける？

　そんな攻めの戦術、俺の辞書には無いんですけど。俺の兵法、お城造りと防御の兵法しか無いんですけど！

　というか元々俺は女の子と話すのが得意じゃない。松野とだけは肩の力を抜いて話せるが、それは十年来の付き合いで、しかも向こうから積極的に話しかけてくれるからだし……

　ううっ、と悩む俺の周囲ではホームルームが終わり、つかの間の休息を楽しんでいる。傍かたわらではお調子者の男子が当たり前のように女子へと声をかけ、楽しげに会話の花を咲かせている。俺達だってもう高校生、男子が女子に声をかけるなんて当たり前だし自然な事。そんな中、ただ一人悶もん々もんと苦悩する俺──

「あの……高たか宮みやさん」

　どうすればいい。松野を除けば話せる相手なんて委員長の藤ふじ田たさん程度で、しかも事務的な用件だけだ。そんな俺おれがあの朝あさ岡おかさんと一言交えるなど、今の兵力ではとても……！

「高たか宮みやさん？　ちょっと、よろしいですか？」

「え……って、ふおぉっ!?」

　考え事をしてる合間に、なんと朝岡さんが目の前に立っていた。さらさら流れる黒髪に真っ白なお肌、その瞳ひとみはちょっと不安そうに俺を覗のぞき込こんでいる。

　気づけば、俺にお声をかけてくださっている！

「あ、あああ、朝岡さん!?　ななな、なんでございましょう！」

　思わず声が上ずってしまう俺、って待て。落ち着け、落ち着くんだ。ただ普通に話すだけ。そう、何も慌てる事はないぞ？　今は俺が攻めてる訳じゃない、彼女の方から来てる。つまり防御側だ。俺は防御の兵法は得意中の得意、むしろチャンス！

「…………お、俺に…………ええと、な、何か？」

　でもなかったけれど、とりあえずお話し出来る！

　という俺の反応と動揺に、朝岡さんは少し困った様子で尋たずねてきた。

「高宮さんはクラスの保健委員だと聞きまして。ちょっと保健室に行きたいのですけど……」

「え？　……あ、体調悪いの？」

「ええ、少し」

　そう語る彼女の顔色は、確かに少々悪い気がする。そうだ、身体からだが弱いんだっけ？

　となれば、俺にも出来る事がある。

「えと……どんな感じ？　吐き気とか、お腹なかが痛い、とか？」

「そういうのは無いんですけど、ちょっとふらつく感じで」

「そ、そう。いきなり激はげしい頭痛、とかじゃないよね？　なら保健室、い、行こうか」

　そう答えながら朝岡さんを連れて席を立ち、教室を出て保健室へと向かう。

　俺が保健委員なのは、ごく自然な流れで毎年決まる。これでも診しん療りよう所じよの一人息子だし、必要があれば学校からタクシーを呼んで高宮診療所に運びつつ、タクシー内でバイタルサイン（血圧や呼吸状態なんかの事）ぐらい取れる。血圧計とかは保健室から借りれば良いし。

　……それより、彼女の病弱体質、という噂うわさはこの事だろうか？

　少し心配だ。見た感じは大丈夫そうだけど、体調の悪さは本人にしか分からない……

　よし。勇気を出して、聞いてみよう！

「あの、朝岡さん」

「へくちっ！」

　朝岡さんが可愛かわいいくしゃみをした。

　……足を止めて振り向くと、廊下の真ん中で足を止めた朝岡さんは恥ずかしそうに顔を赤らめていた。か、可愛い……い、いやいや見み惚とれるな。今は体調不良の彼女を保健室に……

「すいませんでした。ええと、何か？」

「い、いえ、別に何も……風か邪ぜですか？」

「えと。鼻炎持ちでして……」

　確かに鼻炎は辛つらい。くしゃみ止まらないしな、あれ。

　……もしかして、体調悪いってそれも含めて？　それなら、

「あのさ。鼻炎って酷ひどかったら鼻炎薬でもいいけど、軽そうなら風邪薬でも効きくよ？　風邪薬って市販のものでもくしゃみに作用するのあるから、普段は三錠のところを二錠ぐらいに減らして飲んでもいいし」

「え、そうなんですか？　知りませんでした……ありがとうございます」

「いえいえ」

　まあルール外の使い方だから本当は推奨出来ないんだけど……

「あの。私からもお聞きしたいんですけれど……高たか宮みやさんは、お医者様、なんですか？」

「へ？」

「私が体調を崩くずしやすいという話をしたら皆さん、私のクラスには高宮さんが居るから大丈夫、と。お話を聞いていると、保健委員さんではなく本当にお医者さんとして、白衣を着て診しん療りよう所じよのお手伝いをしているとか……」

「いや、ええと……お医者さん、ってのは言い過ぎかな。俺おれの家さ、高宮診療所っていう地元の診療所やってるんだ。それでうちの親おや父じ……院長の手伝いしてるから、まあそこそこ人より知ってる、ってところかな。だから中学の頃ころから保健委員だし、誰だれか怪け我がしたら俺が呼ばれたり、とか……」

　正直、俺はまだまだ素人しろうとだ。でも他ほかの人より知識があるし、曲がりなりにも診察だってした。

　言うなれば唯一、俺が他人に誇れるところだ。だから──

　一介の保健委員だけど。体調が悪い時や、困った時は俺に頼りな、朝あさ岡おかさん！

　と、格好良くここで言う！　よし言うぞ。今度こそ奥手な性格を直して、俺は、俺は！

「だからさ。ま、ななな何かあったら、おお、俺に頼……ま、まあ、声かけて、な」

「はい、分かりました」

　だぁーっ！　なんだ今の俺の返事ーっ！　へたれ、まさに絶望的へたれ！

　マジで穴があったら入りたい。松まつ野のの言う通りじゃんか。そう、本当は医者とか格好良くなるとか関係ない。俺は、ただの、へたれ！

　……駄目だ。ぜんぜん駄目だ。終わってる。

　っていうか今の返事、あんな曖あい昧まいな答えじゃ幻滅されただろうなぁ。

　格好良いには程遠いよな、そうだよな……

　ううっ、と声を押し殺しながら再び歩き出す。もう涙で前が見えねぇ。なんという圧倒的な絶望感。やっぱ駄目だ俺、なんていうか根本的に……

「あの……高宮さん。さ、さっそく……一つだけ、お願いが……」

「うん？」

「あの……」

「……なに？」

「……え、えっと……手を、握って、貰もらっても……いいですか？」

　え、と顔を上げると朝あさ岡おかさんがちょっと恥ずかしそうに、顔を俯うつむけ気味に……

　って、なんですとー!?

　手、ですか!?　もしかして、今の会話で俺おれ達の関係、少し進んだ!?

　……い、いや落ち着け俺。思い上がるな。朝岡さんにとって手を繋つなぐなんて、きっと都会では日にち常じよう茶さ飯はん事じに違いない。つーか大体、手を繋ぐなんて普通だし？　そう、普通、普通！

　そう思いながら小さく頷うなずき手を伸ばす。廊下を終えて古臭い階段に差しかかりつつ、距離を測りながら恐る恐る朝岡さんの中指の先を、ちまっ、と掴つかむ。

　よし繋いだ！　俺偉い！

「あの。高たか宮みやさん？」

「え、な、なに？」

「も、もう少し……繋いでも……？」

「……そ、そう？」

　じゃあ勇気を出して、さらに末節骨から中節骨まで手を伸ばす。ちなみに中節骨とは指の先せん端たんの次にある骨だ。距離にして約二センチ！　人体に約二百個あると言われる骨のうち一つ分！　これは凄すごい──

「あ、あの……」

「え？　あ、ご、ごめん！　ち、ちょっと掴み過ぎた？」

「いえ、そうではなく……その……も、もも、もう少し、その……………………私がドキドキ、するぐらい……」

「……え？　ドキドキ？」

「な、なんでもないです。すいません」

「……そ、そう。うん」

　いかん、なに聞き間違いしてるんだ俺。あの清せい楚その代表みたいな朝岡さんが「ドキドキするくらい」なんて言うはずないし。たぶん彼女と手を繋げたせいで動揺してるのだ。考えてみれば女の子と手を繋ぐなんて初めてだし！

　そう思いながら朝岡さんを見れば、彼女が俺に気づいて恥ずかしそうに頭を下げ、繋いだ指先に小さく力を込めてくれた。こ、これはあれか？　保健委員として「頼りにしてます」という無言の期待!?　だとしたらやべぇ、マジ頑張らないと！

　と思ってる間に保健室に着いてしまった。早い……

　高校の保健室はベッドが二つある簡素な作りで、一つ一つが明るいグリーンカラーのカーテンで仕切られている。カーテンが閉じられていれば使用中で、今は二つとも開いていた。保健の先生は……姿が無い。まあいいか。

「ええと、とりあえず奥のベッド、使っていいと思う。俺おれ、保健室の先生と馴な染じみだし、メモ残しとけば大丈夫だからさ。あ、あと体調がもっと悪くなるようだったらすぐ言ってね？　俺が診しん療りよう所じよまで運んでくし、あとは……」

　まあ、残りは保健室の先生に任せても大丈夫だろう。

　……となれば、後はこの辺で一発、彼女を元気づける！　そう、彼女がリラックス出来そうな話、かつ会話がはずんで思わず『高たか宮みやさん素敵です』って言って貰もらえるような会話を！　ええと、ええと……！

「ひ、暇ひまだったら窓の景色とか、都会と違って綺き麗れいだと思うから、のんびり眺めてもいいかも」

　うおお超ツマンネー話題！　景色ってなんだよ景色って！

　と唸うなる俺の頭上でチャイムが鳴った。いかん、一時間目の授業の合図が……

「あ、高宮さん、本当にありがとうございました。あとは、大丈夫ですので……」

「え、そ、そう？　じゃ、じゃあ俺そろそろ授業に戻るけど……いい、かな？」

「はい。……あ、あのっ」

「うん？」

「高宮さん。これからも、よろしくお願いします！」

　その言葉に、ぶわぁ、と俺の頬ほおが熱を帯びたのは言うまでもない。男らしさは見せられなかったが、それでも朝あさ岡おかさんには好感を持たれたようだった。なんだよ、中々やるじゃん、俺！







　──となればもっと俺の良さをアピールしないとな！

　という事で一時間目が終わった後、普段顔すら出さない図書室に行き「何か凄すごそうな本を貸してくれ！」と司書の先生にお願いした。頼み込む俺に先生は「凄そうな本なんて図書をバカにしてる発言だわ……」とぶつくさ言いながら半眼で俺に『人間失格』とかいう本を貸してくれた。確かにタイトルからして意味深というか、ある意味タイトル的な意味で俺への当てつけかもしれない……でもまあ渡す本としては大丈夫だろう、と保健室に入る。

　が、朝岡さんを案内したベッドは空からで、掛け布団が足下側にまくられていた。

　……お手洗い、かな？

　と思ったところで、枕元に置いてあるものに気づく。

　味気ないブックカバーの付いた、読みかけの本だ。

「って、そうだよな……朝岡さんなら本とか持ってるよな……窓まど際ぎわで文学小説とか超読んでそうだし……」

　というか、俺おれの持ってきた本も既すでに読んでたりしない、よな？

　いやそもそも朝あさ岡おかさんの好きそうな本のジャンルが分からない。小説だって現代物とかファンタジーとか色々あるし、と思いつつ裏を向けられた本をじっと見つめ……

　でも勝手に見るのは良くない、よな？　……いやでも、本が被かぶるぐらいなら確認しても……それに朝岡さんと一緒に本の話なんて出来たら、それはそれで素敵な気が。

　考えると、心の中にむくむくと好奇心が湧わいてくる。……どうしよう。まあ、その。

「ち……ちょっと、だけ……」

　悩んだけど、少し見るくらいなら許してくれるはず。そう思って伏せられた本を手に取り、ちらっ、と中身を覗のぞいてみた。

　難むずかしめな文庫かと思ったら中身は意外にも少女雑誌風の漫画で、ちょうど山場に差しかかったシーンらしく胸元のボタンを外した半裸の黒髪イケメンが横たわる少女の頬ほおに触れていた。線が細く美しい少女の頬は男を前にほんのりと染まり、その子を前に男が、ふふっ、と甘く優しげな笑みを浮かべている。

『……本当にいいのかい？　少し、痛いかもよ？』

『大丈夫です。私、達たつ也やさんになら何されても……んっ』

　言葉を終える前にそっと唇を重ねる二人。そして、男が彼女の胸元に手を伸ばし……

　って、

「こ、ここ、これは……！」

　明らかに……十五禁レベルのアレな本ではないですか!?

　というか、あ、あの、朝岡さんがエロ本？

　って何考えてんだ俺落ち着け。清せい楚そ系の朝岡さんがこんな本読むはずねーし！　冷静に考えて朝岡さんは隣となりのベッド、このベッドは他ほかの男子生徒が隠れて読んでたって方が筋通るし！

　と慌てる俺の背中で保健室のドアが開いた。

「すいません、先生。転校してきてすぐなのに、ご迷惑をかけてしまって……」

「気にするな朝岡。それより、ちゃんと休めよ？」

　背中から先生と朝岡さんの声が聞こえてきた。って、ま、まずい！　何がまずいって、保健室のベッドに俺と読みかけのエロ本とか……！

　こんな事態がばれたら朝岡さんに嫌きらわれる。間違いなく嫌われる。駄目だ。これは駄目だ。

　──逃げなければ。

　何ど処こに？　カーテン一枚挟んで彼女はすぐそこ、窓は遠いしベッドの下は……駄目だ。段ボールみたいな荷物が置かれている。やばい。もう完かん璧ぺきに詰んでやがる！

　……い、いや待て。

　さ、最終的に、こっちのベッドにさえ来なければ！

　……くそぅ、神様頼む！

「ふんっ！」

　置かれていたエロ本を胸に抱え、慌ててベッドの掛け布団の中へと潜もぐった。頼む朝あさ岡おかさん、早く隣となりのベッドでお休みしてカーテンを閉じるんだ！　ここは女人禁制、エロ本男子のベッドなんです……！

　布団に潜りつつ祈る俺おれの耳元に、先生の立ち去る足音が響ひびく。よし、まず先生がいなくなった。あとは朝岡さんが隣のベッドに……そこでゆっくり休んでくれ、と願う俺の傍そばで。

　何な故ぜか、カーテンの開く音。

　……え？　と疑う俺の頭上で僅わずかに布団がめくられ、突然──

　するりと、朝岡さんの生足が滑すべり込こんできた！

「!?」

　半なかば神かみ業わざで横に避よけたが、その目の前にソックスをはいた朝岡さんの足が滑り込む。女の子らしく滑なめらかですべすべしたお肌に愛くるしい膝ひざ頭がしら。視線をほんの少し上げれば彼女の柔らかな太ももと、その内側を隠す紺色のスカートが広がっている……って、こ、ここ、これは一体……？

　絶体絶命の状況に思わず息をつく俺の頭上で──

「……え、あ、あれ？」

　朝岡さんの戸と惑まどう声。そして、パタ、パタ、とベッドの上で手を動かし、身体からだをよじって何かを探す所作をしている。……何をお探しなのだろう、とだくだく汗を流しながら考える俺はふと、自みずからの手に握りしめられたものの存在に気づく。

　俺が布団に潜り込むと同時に、咄とつ嗟さに隠したのは。

　言うまでもなく。例の、エロ本！

　こ、これはまさか──と、俺が気づいた瞬しゆん間かん。

　朝岡さんが、目的のものを探すべく掛け布団をめくり上げた。そして──

　ばっちり、目が合う。

　布団に足を入れて座る朝岡さん。その布団の中から、エロ本片手に見上げる俺。

「……え？」

「……ぅ……」
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　暫しばらく、お互い沈ちん黙もく。

　ぱちぱちと、瞬まばたき。

　それから……

「いや、これは、その……あ、あう……」

　思わず乾いた笑顔が零こぼれる。どうやら人間、進退窮きわまると笑顔が出るらしい。

　もう駄目だ。人生終了だ、と脳内がオーバーヒートする俺の前で朝岡さんが固まっている。どうしよう、もう終わった、完全に詰んだ！

　で、でもそれでも。せめて謝あやまらないと……

「っ……た、たた、高たか宮みやさ……」

「ご、ごめん！　悪気があった訳じゃ……！」

　布団をめくり上げて謝る俺おれの前で朝あさ岡おかさんが混乱し始め、さらに──

「あ、そうだ朝岡」

　突然保健室のドアが開いて先生が戻って来た、ってうおお先生かよ！　まずい、こんな姿見つかったら俺の人生が本気で終わる！　社会的な意味で！

　でも、もう……駄目っ！　既すでに、手遅れ！　今の俺は憧あこがれの朝岡さんの布団の中！

　すまない親おや父じ、俺はおそらく春はる桜ざくら高校一の破は廉れん恥ち野郎として名を残すに違いない──

「……っ！」

　朝岡さんが何かを言った。顔を上げると、

（か、隠れて！）

　固まる俺の前で彼女が突然、両手で掛け布団を全力で押さえつける。

「うぶおっ」

　当然俺の頭も一緒に下がり、鼻から彼女の太ももの間へと突っ込んだ！

「!?」

　突如として絶対領域に突入した感触は、一言で言えば人肌のぬくもりだ。息を吸えば朝岡さんの熱気が鼻び腔こうを刺し激げきし、両りよう頬ほほに彼女の温かい太ももの感触が伝わる。サンドイッチの如ごとく綺き麗れいに挟まれ、柔らかくも弾力ある感触により禁断領域の間ま際ぎわにいる事を再認識させられ、さらに混乱する。一体どうなってんだ、嬉うれしい、けど色々ヤバイんじゃないか、と顔を少しでも上げて様子を見ようとして、

「……っ！」

　スカートの間から僅わずかに白いものが見えた。思わず視線を逸そらし、かあっと顔が熱を帯びる。でも出る訳にはいかないし、朝あさ岡おかさんも俺おれにじっとしてて、という意図を込めて頭に手を乗せている──

「なあ朝岡。いま変な声が……」

「な、なんでもないです先生。私がちょっと発声練習をしてたんです。皆さんと仲良くなれる挨あい拶さつをしようと思って……い、一日も早く学校に慣れたいので！」

「そうか？　ま、あんまり無理しないようにな。あと、家に連絡しておくか？　体調の事」

「い、いえ大丈夫です、もう少し休めばよくなると思いますから……」

　必死に答える朝岡さんに続き、俺の耳元に「そうか」と頷うなずいて立ち去る足音が響ひびく。……とりあえず、先生の方はセーフ。まあ俺の状況は確実にアウトだけど！

　っていうか、これから本当にどうすれば……？

　悩みつつも彼女の太ももの間に突っ込んでいた俺の頭から、ようやく圧迫感が消える。……おそるおそる布団の中から顔を上げると、朝岡さんがじーっと俺の姿を見つめていた。

　助かった。社会的には一応。色々あったが、俺は朝岡さんに助けて貰もらった形になる、のか？

　でも……あ、朝岡さん？　えと、その……

　お互い距離が掴つかめず硬直したまま、ほんの数秒の沈ちん黙もくの後。

「あ、あの……」

　朝岡さんは困ったように、まず俺の手にした本を指さして。

「そ、それ……見ました、よね？」

　うん。見た。ばっちり見た。十五禁なアレを。

　こくこく、と頷く俺。すると、朝岡さんはそんな俺の前で……

　突然、その目に涙を溜ため始はじめてしまった！

　って、泣いた!?　朝岡さんを泣かしてしまった！　いや待って、泣かないでー！

「え、えと、朝岡さん！　いやね、俺見たけどその、な、泣かないで！　大丈夫だから！」

　確かにびっくりしたけど！　朝岡さんが、とは思ったけど変だとは思わないし！　むしろ俺もエロ本大好きだし女の子も大好きだから問題無い、って何考えてんだ俺それは違うだろ！

「見られた……もうお終しまいです。やっぱり学校まで持ってきたのは駄目だったんです……」

「み、見たけど別に俺、そういうの変だとか思わないからさ！」

「へくしっ！　う、ううっ……」

　またくしゃみをする朝あさ岡おかさん。鼻炎が辛つらいのか両手で顔を覆おおってぐしぐし泣き始めてしまう。か、可愛かわいいお顔がぐしゃぐしゃに！　あわわっ、泣かせる気は無いんだごめん！

「朝岡さん、て、ティッシュ、どうぞ！」

　布団から出て傍そばに置いてあったティッシュ箱を渡す。

「すいません、高たか宮みやさん。私、動揺してしまって……」

「きき、気にする事ないよ！　そりゃあ誰だれだって、まあ、そういう本が好きで読んでるところに人が来ると焦あせるし、泣きたくもなるよな？　俺おれだってそういう本読んでるところに親おや父じが入ってくると超焦るし、つーかあれ気まずいよな本当！」

「ううっ……ひっく」

「ななな、泣かないでー！　俺は何も見なかった！　そう、何も見なかった！」

　朝岡さんがそうして欲しいと言うなら俺はそうする！　男に二言は無い！

「絶対秘密にするからさ、朝岡さんも元気出して！　ね？　ね？」

「ぅ……？」

「人の好みってそれぞれあるし、別に朝岡さんがえっちな本好きでも俺、ぜんぜん不思議でもないし？」

　そうだ別に悪い事じゃない。体調が悪い時の気晴らしって難むずかしい。そういう時にエロ本でも何でも読めるのは、俺としても良い判断だと思う！

「……ひ、秘密にして、くれるんですか？」

「秘密秘密！　っていうか朝岡さん、それおかしい事じゃないよ！　普通、普通！　な、なんなら同じ本好きって事で俺も一緒に読んで……って待て、俺は女の子に何言ってんだ。女の子とエロ本読むとか違うし、これは断じてそういう意味じゃねーし！　で、でも、お、俺は……うおおっ」

　駄目だ、どう表現したらいいんだ。俺はエロ本好きだけど朝岡さんと一緒に見るのはまずい気がする！　でも彼女を励ましたいし、本を持ってても問題無い的なところを彼女にきちんと伝えたい。でも、それをどう表現したらいいのか分からない！　ええと──

「あの……高宮さん。実は私……」

「つまり俺はエロ本が大好きで、朝岡さんがそうでも俺はぜんぜん別に気にならないって言うか、お、俺、エロ大好きだから朝岡さんにも元気出して……う、ううっ、お、同じ事ばっかり言ってる俺もうダメだ……」

「高宮さん!?」

「ごめん、ボキャブラリー不足で……朝岡さんに元気になって欲しいだけなのに……」

　膝ひざをついて涙ながらに謝あやまる俺。言葉が上う手まく出てこない……

「だ、大丈夫です高宮さん！　お気持ちは伝わりましたから！　そ、それで、でも、あのっ」

　そんな様子でも熱意は通じたのか、朝岡さんは俺を励ましつつ手をあたふたさせる。何か言いたげな動作に顔を上げると、彼女は唇を結んで俺おれの瞳ひとみをじ～っと見つめ……

「ち、違うんです。高たか宮みやさん。実は、私……そ、そのっ。信じて貰もらえないかもしれませんけれど……本当は私、えっちな本が好き、という訳ではないんです」

「うん分かってる。別に女の子がそういう本好きでも……って。え？」

　違うの!?　っていうか俺、ついエロ本好きですとか言っちゃったけど!?

　疑問に首を傾かしげると、朝あさ岡おかさんは不安げな眼まな差ざしで俺を見つめて……

「……理由、聞いてもばかにしません？」

「し、しないよ！」

「……本当、ですか？」

「ほんとほんと！」

「ち、誓いますか？」

「誓います！　宇宙に誓って！」

　全力で何度も頷うなずく俺。それでも朝岡さんは言いにくそうに唇をもごもごさせ、一度大きく深呼吸をした。大きな決意を固めるような、そんな動作……？

　何な故ぜか、その時は逃げちゃいけない気がして。俺も真正面からじっと見つめ返すと、彼女に信じて貰えたのか。朝岡さんはほんの小さな声で、俺に告げた。

「……実は私、ちょっと変わった体質があるんです……」

「体質？」

「わ、私……実は…………その…………あ、あ、あっ」

　朝岡さんの頬ほおがゆでだこのように真っ赤に染まる。その小さな手元を震わせ、涙を溜ためた眼差しに熱が籠こもり……こくりと唾つばを飲んだ後。

　告げた。

「アレルギー持ちなんです！」

「アレルギー？」

「て、ててて、低血圧ドキドキアレルギー性鼻炎体質、です！」

　と。

　そう。彼女は実は、低血圧ドキドキアレルギー性鼻炎体質という特殊な人だったのだ！

　……って、何？　その体質。







　仮にも医学を囓かじっている身として、聞き慣れない症例には別の意味で興味がある。が、何だろう低血圧ドキドキアレルギー性鼻炎体質って。聞いた事が無い。

「名付けたのは私なんですけど！」

　って、朝岡さん自己流かい！

「簡単に、ドキドキ体質、って私は呼んでます」

　略語まで!?　……というか。どういう事？

「つまり、その……私、緊きん張ちようしたり辛つらい事があると、不思議な事に血圧が下がって……」

「下がって？」

「何な故ぜかくしゃみや鼻水が止まらなくなるんです！」

　マジか。花粉症みたいなものか？

　……うーん。緊張とアレルギー性くしゃみは本来まったく関連性が無い症状だけど……でも朝あさ岡おかさんが嘘うそをつく理由も特に無い。彼女がしょんぼりした様子で続ける。

「それに、酷ひどくなると頭痛とか、目がぐしぐししたり、他ほかにも色々と……」

「そう。それは……辛いね」

「それで私、ずっと長い間、なんで時々くしゃみが止まらないんだろう、って悩んでたんです。でも中学の頃ころ、ようやく気づいたんです。私、緊張すると血圧が下がるみたいで……そうすると、なんか鼻がぐずったり涙が止まらなくなったりするんです」

「なるほど……あ」

　もしかして。

　血圧が下がると、という事は……

　興奮して血圧を上げれば改善する。つまり。

「だから、えっちな本？　ドキドキするために」

　えっちな本を読めばドキドキして興奮する。興奮すれば血圧は上がる。血圧とアレルギーとの因果関係は別としても、興奮すると血圧が上がるのは大体正しい。俺が朝岡さんを前に血圧が上がるのと似たような状態だ。

　でもそれなら、他に方法が幾らかあるような気も……

「今までは映画館でよく映画を見たりして、ドキドキしてました。私、そういうのが好きで……だからこういう本を読んだの、実は初めてなんです」

「え……そう、なの？」

「はい。今までは、他にもドキドキする方法がもっとあったので。でも……」

「でも？」

　朝岡さんを窺うかがうと、物もの凄すごく申し訳なさそうに保健室の窓の向こうを見た。そこに広がるのは、病弱な女の子にはとても良い静せい養ようになるだろう田園風景だ。澄すみ切きった空、囁ささやく風、のどかな畑の広がる蛇だ行こうした道……

「ここ……なんにも、無くて……」

　朝岡さんが申し訳なさそうに呟つぶやいた。

「映画館どころかこの辺、大きなレンタル屋さんも本屋さんも、本当にぜんぜん……遊園地やテーマパーク、とか……」

「あ……そ、そっち方面は、確かに……」

　稲いな子こ村むらは本当にド田舎いなか過ぎて、チェーン店と呼ばれるものはコンビニ含めて皆無だ。あるのは地元民がやってる駄菓子屋とミニスーパー程度、しかも夜十時過ぎで閉まってしまう。

　……あれ？　でも。

「朝あさ岡おかさん、静せい養ようしに転校してきたんじゃなかったっけ？」

「は、母が、私のくしゃみはハウスダストや都会の光化学スモッグが原因と思って、いきなり引っ越しを決めたんです。血圧とかアレルギーとか、話してもあまり信じて貰もらえなくて……」

「そうなんだ……あ、でもレンタルなら近くの飯いい田ださん家ちのレンタル屋さんがあるけど」

「私、ビデオデッキ持ってないんです……ＤＶＤ対応の物しか……」

　確かに今時ビデオはなぁ……俺おれが言うのも何だけど。

「そ、それでどうしようか悩んで……そんな時に私、つい目に付いてしまったんです。どんな所にでも売ってて、簡単に手に入る、この……」

「えっちな本、に？」

「はい。ドキドキするかも、って思って。それで読んでみたら、効果があって……面おも白しろくて」

「面白い？」

「なな、何でもないです！　それで、くしゃみが酷ひどくなりそうだったら、こっそり保健室で読もうかな、って。でも、もう高たか宮みやさんに見つかってしまって……だから私、へくしっ！」

　また小さくくしゃみをする朝岡さん。彼女にティッシュを渡しながら覗のぞいた顔には、うっすらと涙が浮かんでいる。なるほど、ドキドキ体質なんて言こと葉ば尻じりはコミカルで楽しげだが『花粉症が酷い』と言い換えれば笑って済ませられる話ではない。

　その改善に、ドキドキが、必要……

　……うん？　待てよ。

　ドキドキ？

　要は心臓バクバク、ときめくような何かがあればいいんだよな？

　という事は、つまり──

『朝岡さん。俺と清く正しく、お付き合いしてください！　大好きです！』

　とか言えば、実は万事オッケーじゃないのかこれ!?

　しかもこれ、どう見ても俺が真の男になる千せん載ざい一いち遇ぐうの大チャンス。これぞ男の見せどころだ高宮仁じん。今こそ彼女に告白し、新たな恋にドキドキ胸をときめかせ、熱くお互い愛を語らっちゃったりすればマジ完かん璧ぺき。だよな？　だよな？　うはーっ！

　よし、そうと決まれば善は急げ、彼女のために、俺は、俺は！

「なあ朝岡さん。そ、その、ドキドキ、だけどさ」

「は、はい……」

「お、俺……俺……！」

　一目見た時から朝あさ岡おかさんの事が大好きです！　俺おれと付き合って、一緒にドキドキしませんか？

　大丈夫。俺は必ずあなたの味方になります、だから是非その手を俺に──

「き、協力、するよ。例えば面おも白しろい映画探したり、朝岡さんがドキドキする手伝いしたり」

　うおお、思ってる事と口に出してる事ぜんぜん違うし！　何というへたれ万歳！

　違うんだ、俺は男として格好良く朝岡さんをときめかせたいのに！

「え……ほ、本当ですか、高たか宮みやさん」

　当たり前だろ？　俺、困ってる女の子を放っておけないし。なんせ男の中の男だから──

「お、おう、もちろん！　っていうか、ほら、俺さ、これでも高宮診しん療りよう所じよのお医者さんだし？　それにさ、鼻炎みたいに体調が悪くなるならそれ立派な症状だし、俺もまあエセ医者の端はしくれとして心配だしさ！」

　それに、

「あと医者には守秘義務ってのがあって、患者さんの情報は法律的に秘密なんだ。だから秘密は絶対守る。安心してくれ。な？　高宮診療所の医者として約束する……って」

　いや待て。優しいお医者さんキャラ捨てるって誓ったのに何言ってんだ俺はー！

「た……高宮さんって、本当に優しいお医者様なんですね！」

「え!?　あ、そ、そうそう！　俺、そ、そういうの放っておけないタイプだからさ！」

　もちろん心配なのは本当だ。その気持ちに嘘うそは無い。でも俺としては、本当は男を見せたい！

　でも、駄目！

　勇気が、足りない！

　思わず唸うなる俺の前で、朝岡さんがキラキラした目で俺を見ている。それはもう間違いなく優しいお医者さん、ドクター高宮仁じんを見つめる眼まな差ざしに──

「た……高宮先生っ！　こ、これからよろしくお願いします！」

「先生!?」

　いや先生はちょっと、と思う前で朝岡さんがさらに近寄ってくる。

「あの、それで先生！　……さっそく、お願いが、あるんですけれど……」

「え、ええと、なにかな？」

「私……もっとドキドキが、欲しいんです。も、もし何かあれば……」

　焦あせる俺の前で、朝岡さんは期待に満ちた眼差しで俺を見つめてくる。

　……そ、そんな目で見られたら。俺だって協力すると言った手前、どうしても──

「あ……明日までに、考えてくる！」

　そう答えるしか、俺には出来ないのであった。

　彼女がドキドキする事を、明日までに調達せよ！




　　　　＊




　それから少しだけ、朝あさ岡おかさんと話をした。主に彼女の体質に関する医学的な話だ。

　まずドキドキ体質は、もしドキドキ出来ず悪化したらどうなるのか──と尋たずねると、彼女の返事はおおよそこんな感じだった。

『基本的にはくしゃみとか、涙が出たりするだけなんですけど、それで授業中、ずっとぐしぐしして先生に怒られたり、みんなに笑われたり……』

　だから朝岡さんは保健室に隠れているのだと気がついた。ただのくしゃみといえども悪化すれば授業にも影えい響きようでるし、周りから変な子だと思われたりする……意外と深刻な話だ。だから、『分かった。じゃあ、今日一日は保健室でゆっくりして、明日までに俺おれが何とかするから』そう朝岡さんと話をつけて授業へと戻り、学校で一日を過ごしつつ考えてみた。

　授業の合間。お昼の最中。学校が終わり帰宅途中も、夜になってベッドの上でも悶もん々もんと。

　朝岡さんをドキドキさせる。

　朝岡さんをドキドキさせる。

　……駄目だ思いつかない！

　いや確かに恋してドキドキ、も悪くはない、なんて午前中は思ったけどさ。でもこれ、よく考えたら俺がドキドキするだけで朝岡さんがドキドキする訳じゃない。

　かといって映画館はやっぱり遠い──

「くそぅ、閃ひらめかん！　俺、何という凡人！　お医者様失格……！」

　自宅のベッドでゴロゴロ転がる俺。

　と、そこに突然耳みみ障ざわりな電子音で『エリーゼのために』が鳴り始めた。何だよこんな時間に、とベッド脇わきの机に手を伸ばしてボタンを押し消音。布団を飛ばして起き上がり、イライラしながら隣となりの部屋の扉を開くと親おや父じが「おぅ！」と上じよう機き嫌げんにビールを呷あおっている。って「おぅ」じゃねーよ！

「あのな親父、いくら家と診しん療りよう所じよが一緒だからって俺をナースコールで呼ぶなっつーの！」

「おお、すまんすまん。という訳で仁じん、俺の酒のつまみを買ってきてくれ。な？」

「ああもう、ったく……話聞かねーんだから」

　と言いつつ俺も断らない。買い物のお釣りは俺の駄賃になるからな。でもナースコールって患者さんが困った時に押すものだぞ？　酒のつまみを買う時に使うんじゃなくて、本当に必要な時だけ押せよ、そういうのは。

　……必要な時？







「という訳で、朝あさ岡おかさん。困ったらこれを押して欲しいんだ」

　翌日の朝一番に話がある、と朝岡さんを密ひそかに階段の踊り場に呼び出した後、彼女にそれを手渡した。形状は小型の箱みたいなもので、真ん中に丸ボタンがついている。イメージとしては爆ばく弾だんの起動スイッチみたいなもの、と言えば分かるだろうか。

「高たか宮みや先生……これは？」

「うん。無線式ナースコール。これ押すと、俺おれの持ってる受信機が『ブブーッ！』って震えるんだ。設定でバイブレーションにしてあるから、押しても誰だれにもばれない」

「はい」

「そ、それでさ。ピンチになったら押してくれ。ボタン一つだから、携帯より押しやすいしサイズ的にも持ち運びしやすいはずだから」

「……ピンチ、ですか？」

「くしゃみが出そうだったり、なんかまずいなと思った時に押してもらえれば、俺が保健委員として適当に理由付けて朝岡さんを連れ出す。そしたら、みんなに体質がバレたり、授業の迷惑になったりしないからさ」

　俺が提案したのは直接的な治ち療りよう方法ではないが、対処法の一つだった。彼女を常にドキドキさせるのは難むずかしいが、これを利用して朝岡さんを皆から遠ざけつつ、ドキドキするための時間稼かせぎや場所を作る事なら出来る。

「で、そこから後は何とかして朝岡さんをドキドキさせる。こう、常にドキドキは無理だけど対たい症しよう療りよう法ほう的に、ちょっと保健室に行って一時的なドキドキなら……た、たぶん何とか……」

「なんだか、二人だけの秘密のスイッチみたいですね」

　スイッチを見つめる朝岡さんが、にこりと花のように笑った。くああっ、やっぱ可愛かわいいーっ！

　やばい、頼られるって最高。なんか男冥みよう利りに尽きるって感じ。これは頑張らないと……！

「ま、まあ困った時は使ってくれ。な？」

　そう告げて彼女の手のひらに握らせた。……ま、と言っても念のための措そ置ちだ。ナースコールが押される事はそうそう無いだろうけどな。朝岡さんは成績も優秀でお淑しとやかだし、困る事なんてそう無いはず。

　と思いながら踊り場より一年生の教室に戻ると。

「あ、いたいた朝岡さん！　ねえ朝岡さん、今度町まで行って一緒にカラオケしない？」

　朝岡さんを見つけたクラスの女子達が集まって来た。相変わらず人気者の朝岡さんは、まだまだ教室の生徒達から沢たく山さんお誘いがある模様だ。

「……カラオケ、ですか？」

「そう！　一緒に行くのたっきーとよっちゃんなんだけど、朝岡さんもどうかなって！　ほら、朝岡さんって綺き麗れいな声してるからさ！」

「え、ええと……」

「「「聴きたい！　ねーっ！」」」

　みんなに期待される朝あさ岡おかさん。っていうか俺おれも行きたい！　一緒に行ってもいいですか──

『ブブーッ！　ブブーッ！』

　って、何な故ぜそこでナースコール押すの朝岡さん!?

　と彼女を見ると朝岡さんは不安げな面おも持もちで、ちらちら俺に視線を流している。って、もうピンチ!?　例のアレルギー体質もう来たの!?　とはいえコールが鳴るなら対処せねば！

「悪い、朝岡さん、ちょっといいかな？」

　と言って女子の前から朝岡さんを掻かっ攫さらった。声をかけていた女の子達の前から強引に連れ出す感じで教室を飛び出し、階段を降りて再び踊り場に。

「どど、どうしたの朝岡さん！　大丈夫!?」

「う……そ、その。私」

　朝岡さんは顔を赤く染めて、とんでもなく困ったように。

「実は、音おん痴ちなんです！」

「そうなんだ！　それは大ピンチ……って違うよ朝岡さん！　ピンチってのは体質が出た時の話で、そのピンチ使い方違うし！」

「はっ！　そ、そそ、そうでした！　すいません高たか宮みや先生！　困ったらつい反射的に！」

　目元をうるうるさせる朝岡さん。まあ俺に頼ってもらえるのは超嬉うれしいんだけどね？　でも……

「あ、朝岡さん。今ちょっと良いかしら？」

　と話をしてるところに階段の下から女の子がやってきた。俺と朝岡さんに気づいて挨あい拶さつする眼鏡めがねの女子には、俺も朝岡さんも面識がある。うちのクラス委員長である藤ふじ田たさんだ。

　真ま面じ目め一辺倒という感じのフレーム眼鏡を載のせ一見堅物そうな彼女だけれど、実は意外に話しやすいしクラスメイトに凄すごく気を使ってくれる人で、俺からすれば松まつ野のの次に声をかけやすい女子でもある。が、その彼女は今ちょっと困り顔で……何だろう？

　さらに気になるのが、その手元に握られている十枚以上はあるチラシのようなもの……

「朝岡さん、実は部活の事なんだけど……各部から、朝岡さんに入って欲しいって話が来てるの。マネージャーでもいいから、って。でもみんな朝岡さんに直接会いに行くと殺到しそうだったから、代わりに私が昨日パンフレットだけ預かったんだけど……そしたら……」

　そう答えて藤田さんが朝岡さんに十枚以上のパンフレットを手渡した。

「もちろん朝岡さんの希望が一番だから、良かったら考えてみてね？　みんな期待してるみたいだし……」

　と言われた朝岡さんは、各部の期待がたっぷり籠こもったパンフレットを受け取り……

「え、ええと、私、その……あうっ」

『ブブーッ！』

　ですよね!?　っていうか普通困るよねそんなの──

「あ、それと朝あさ岡おかさん。今度一緒に、みんなで郊外のウォーターパークに遊びに行かない？　って話があるんだけど……いきなり過ぎる、かしら？」

「え、ええと……！」

『ブブーッ！』

　ナースコールを渡して十分。三度目のコールが俺おれのポケットから鳴なり響ひびく。







　一応フォローしておくと、朝岡さんが悪い訳ではない。

　例えば俺が『高たか宮みや診しん療りよう所じよの優しいお医者さん』であるのと同様、朝岡さんは『大都会から来た噂うわさの超美人で大和やまと撫なでし子この可愛かわいい女の子』なのだ。噂好きなのは都会も田舎いなかも変わらない。そして誰だれだって彼女と友達になりたいし興味を持つ。朝岡さんは基本的に穏おだやかな性格なので、それにやんわり微ほほ笑えんで対応する。

　となるとみんな喜んでもっと来る。朝岡さん、さらに困る。

　見事な悪あく循じゆん環かんであった……

「ご、ごめんなさい、ご迷惑ばかりかけて……」

「い、いや、大丈夫だよ朝岡さん。たぶん一時的なものだしさ」

　転校直後の朝岡さんブームみたいな現象だ。一過性のものだろう。が、それでも朝岡さんが困ってるには違いない。朝岡さんにもっと、上う手まくみんなと打ち解けるきっかけがあれば良いのだが──

「ほ、本当に高宮先生がいなかったら私……へくしっ！」

「ふおっ!?」

　と思ってる間に、今度は本当にくしゃみが出た。

　見下ろすと、朝岡さんはしゅん、と困ったように俯うつむいていた。

「ぅ……す、すいません、色々あって緊きん張ちようしちゃったら、なんか……」

「え、ええと、そうか。緊張すると血圧が下がってくしゃみが出るって言ってたね」

　でも基本的に、人間はストレスを感じると交感神経が刺激され血圧が上がるはずなんだが……とはいえ、くしゃみが出ているのも事実。結局どうなれば体質が現れるんだろうか？

　そもそもアレルギー性鼻炎ってのは何かしらのアレルゲン、つまり原因物質から引き起こされる。花粉、ハウスダストが分かりやすい例で、鼻の粘膜を刺し激げきする事で発生するため本来血圧とは因果関係がまったく無い。でも理屈はそうでも現実として、朝岡さんは困っている──

「よし、じゃあ何かこう、ドキドキするものを……」

　って、しまった。ドキドキさせる方法なんて閃ひらめいてないぞ？　でも朝岡さんをこのまま教室に帰す訳にもいかん。とりあえず。

「保健室行こう。それから考えよう、ね？」

　まずは彼女をゆっくり休ませつつ、何かドキドキするもの。ドキドキ……！

　うむむ、と唸うなりながら校舎の一階、保健室まで来る。が……ベッドのカーテンが閉じられている。誰だれか寝てるのか。……となると他ほかに、二人きりになれる場所を……でも体育館は一時間目の授業のために三年生が移動中、傍そばにある家庭科室も駄目そう。かといって放っておけば授業が始まってしまう……！

「あ、あそこはどうでしょう！」

　朝あさ岡おかさんが言った。

　さすが朝岡さん、素敵な場所発見！　と思って振り返る。

　女子トイレだった。

「……え、ええと。朝岡さん？　そこ……女子トイレ、だよね……？」

「はい！　でも、トイレなら個室があります！」

　いや、そういう意味じゃなくて。

「俺おれ、男だし……」

「あ……そ、そうですよね」

　しゅん、と朝岡さんが落ち込んでしまった。さすがに女子トイレは……

　とはいえ、他に隠れる場所もない。隣となりには男子トイレがあるが、そちらに朝岡さんを連れ込むなんて論外……

「あの、高たか宮みや先生……ほ、他に、他には」

　涙目で一いつ生しよう懸けん命めい考え込む朝岡さん。でも閃ひらめかない。このまま廊下で棒立ちしてたら教室に連行されて、朝岡さんはくしゃみが止まらないまま授業に……う、うぐぐっ。

「わ、分かった。じゃあ、女子トイレで」

「え……でも」

「俺の事はいいから……とりあえず、見つからないようにこそ～っと！」

　そう意気込んで、朝岡さんの手を繋つないで女子トイレの前に立つ。

　なんというか、トイレの入口はここを通ると人生の道を間違ってしまうような雰囲気を醸かもし出だしていた。一歩踏ふみ出だした瞬しゆん間かん、ああ、俺も道を誤っちまったな……みたいな。

　で、でも朝岡さんのため！　と意を決して入り、個室に誰もいない事を確認したのち一番奥の部屋に籠こもる。トイレが狭いので、どうしても朝岡さんを座らせ俺がトイレの隅すみに立つのが限界だが、人に見られる心配は無い……

　けど根本的な解決にはなっていない。人に見られない、というだけで。

「……あのさ。そのドキドキ体質って、時間が経たてば症状って治まるの？」

「え……あ、はい。治まるときも、あります。でも酷ひどいときはもっと悪くなったり……」

「それは困ったな……」

　どうしよう。彼女をトイレでドキドキさせる方法……トイレ……

　だ、駄目だ。どうしても、二人きりでトイレなんて余計な事を考えかねない。でもダメだ。朝あさ岡おかさんは俺おれを頼りにしてくれてる。そこにやましい気持ちは……持つのは不可抗力かもしれないが、表立って見せる訳には……！

「あの……高たか宮みや先生」

「な、何？」

「その……ドキドキ、の方法なんですけど……き、緊きん急きゆう手段が」

「え、何かあるの!?」

　聞くと朝岡さんが、こくり、と頷うなずいた。な、何だ、それなら大丈夫──

　と思う俺の前で彼女が取り出したのは、ブックカバー付きの本だ。って、

「えっちな漫画かい！」

「違います！　これはえっちな漫画ではなく官能小説です！　一見では分からないよう私も工夫しました！」

　いや本の種類が違うだけで意味同じだよ!?

「だ、だって他ほかに手段が思いつかなくて……ううっ」

　そう言われると辛つらい。それに朝岡さんは真剣だ。

　……こ、この際、仕方ない。方法があるだけマシだ。

「じゃ、じゃあ……俺、黙だまってるから暫しばらく、読んでて」

　と言いつつ俺は何だか恥ずかしくてそっぽを向き、朝岡さんが恐る恐る文庫に目を走らせる。

　が、

「はう……っ！」

　開いてすぐに、バン、と本を閉じた！

　あれ？

「……ど、どうしたの、朝岡さん」

「そ、その……ううっ……」

　涙目になる朝岡さん。

　え、なに？　どうかしたの？

「じ……実は、小説は、買うの初めてでして。とにかく買うの自体が恥ずかしくて、適当に買ったのですが」

「うん。それで？」

「……な、生々し過ぎて、読めません……！」

「そ、そう……？　じゃあ、ええと」

「か、代わりに読んでください高宮先生！　適度にオブラートに包んで！」

　なんですとー!?

　っていうかそれ、かなり状況ヤバイよね!?　この状況で俺おれに官能小説を読ませるとか、なんていうか色々と……！

　……い、いや、朝あさ岡おかさんは極きわめて真ま面じ目めに言ってるんだと思う！　それは分かるけど！

　でもさ。俺、こう見えても本当はワイルドな性格してるし？　やっぱ男だし！　ど、どうしても女の子と一緒にトイレでエロ本なんて読んだら、その、り、理性的な意味で、とっても危ないって言うか──

「くしっ！　ううっ……高たか宮みや先生……！」

「わ、分かった！　読む！　読むよ！」

　息づかい荒くはぁはぁしながら、朝岡さんより本を受け取りページを開く。ええい、煩ぼん悩のうを捨てろ俺！　出来る！　俺なら出来る！　十八禁で大人の官能小説を、超可愛かわいい女の子の前で読んでも耐たえ抜ぬく覚悟、きっとある！　これは彼女の治ち療りようのため……！

「五ページぐらいで、大丈夫だと思います……や、やっぱり恥ずかしくて……」

「その割には随ずい分ぶんチャレンジャーだよね朝岡さん!?」

「刺し激げきが強いほうが効果があるかと思って……で、でも甘かったです……！」

「う……そ、そうか。じゃ、じゃあ分かった。ええと、読むぞ……？」

　よし、と覚悟を決めて一度深呼吸をしながら目を通す。はぁ、はぁ、と一息、二息ついてから、ゆっくりと適当なページを開いて右上から読み始める。

「……香かおりさんの××××が眼前に迫る。僕がそっと右手の指先を伸ばすと、彼女が甘ったるい、耳をくすぐるような声をあげた。その声にもはや我慢することもなく、僕は自分の×××を××××しながら心ここ地ちよく、けれど不思議な気分に襲おそわれる。……あの大好きな香さんと、こんな風に職場のトイレで、しかも秘密裏に××××してるなんて……その背徳感が僕の感度をさらに高めていく。××××を押しつけられる圧迫感が自然と僕を興奮の坩る堝つぼへと導みちびき、ああ、もっと欲しい、香さんがもっと欲しい──」

　って、これトイレの話かよ！　ええい、純情な黒髪女子の前でこの本読んでる俺の方がもっと感度高いに決まってんだろーがっ！

　と心の内で突っ込みながら読み進める。どうやら職場で香さん、というビジネススーツ姿の女性と頑張ってるらしい僕はどんどん盛り上がり、スーツの間からあれを弄いじってこねくり回してハァハァ気持ちを高ぶらせ、最後はトイレで彼女を跨またがらせて艶つやめかしい嬌きよう声せいをあげて跳ね始めた。……お、オブラートに包んでるけどこれ、結構濃こいよ!?　明らかに初心者向けじゃないと思うよ！

　と何回も色々と心の中で突っ込み続ける事で理性を維持しつつ、五分。

　朝岡さんはぎゅーっと瞑つむっていた目をゆっくり開き、耳元まで真っ赤にしながら頷うなずいた。

「も、もう大丈夫です。と、とってもドキドキしました……」

「そ、そう……」

　という朝あさ岡おかさんの顔は何だかゆでだこのように上気しておりこっちまで赤くなる。ついさっきまで似たような状況で僕と香かおりちゃんが跳ねていたのだ。

　そんな状況で、官能小説を読んで……

「ありがとうございます、高たか宮みや先生……」

　なんて可愛かわいくはにかむ彼女の笑顔が、目の前にあって。

　そして今後も、もし俺おれがドキドキする方法を見つけられなければ、俺と朝岡さんはまたこうしてトイレに籠こもってエロ本を読み続ける事に？

　……た、確かに俺は朝岡さんをドキドキさせると誓った。約束を違たがえるつもりは無いし、実際ドキドキさせるのも時間を稼かせげれば何とかなると思っていた。

　が、しかし！

　甘かった！

「高宮先生？」

「う、くっ……」

　トイレに籠もって、女の子の前で官能小説を読むこの状況……もはや俺がワイルドとか、格好良いとかじゃなくても。

　男なら。

　はっきり言って。理性がやばいなんてもんじゃない！

　ああそうさ、認める。この際へたれと言われても反論出来ない。状況は当初の見通しより厳きびしく、正直ナースコール程度の気休めでは歯が立たん。そして実際俺に何が出来たかと言うと、彼女の前で彼女が持ってきたえっちな本を読むだけ！　しかも困ってる朝岡さんを前にしながら煩ぼん悩のうにうなされる始末！

　これでは駄目だ。

　そう、全然駄目……っ！

　それに、流石さすがにこれが続けば俺は、俺は──

　いつか道を踏み外してしまうかもしれない！

　そうならないためにも。朝岡さんにもっと協力するためにも……

　この甘さは、捨てなければならない！

「……あ、あのさ、朝岡さん。あのね？」

「は、はい」

「今日の、このトイレの一件で思ったんだけどさ」

　もっと、根本的に。

　全力で、覚悟を決めてコトに当たらなければいけない。そう思ったからこそ！

「俺、もっときちんと朝岡さんに協力したい、って思うんだ。だから、朝岡さん。一度……」

「はい？」

「一度、きちんと徹てつ底てい的てきに治すために……うちに、来ない？」




　　　　＊




　授業が終わった放課後、こうして可愛かわいい朝あさ岡おかさんを連れてついに自宅に帰ってきた。

　念願の女の子を、しかも超可愛い朝岡さんを、勇気をもって家に連れ込んだのだ。もうここまで来たら遠慮はいらない。トイレなんて狭い場所じゃないし、あとは彼女の望む通りの治ち療りようをするのみ！

　という事で朝岡さんと一緒に高たか宮みや診しん療りよう所じよの自動ドアを開いて右手脇わき、受付横のドアを潜くぐる。あの後もさらに色々あって放課後またもくしゃみが出始めた朝岡さんは、俺おれの家に来てもまだまだ緊きん張ちよう気味なようだ。そりゃあ、初めて来た訳だし……

　未いまだ鼻をぐずらせる彼女にリラックスして貰もらうべく椅い子すに座らせ、一度軽く深呼吸。ゆっくり、落ち着いて……と彼女の肩の力を抜かせて。

　彼女の前の机に、俺はそれを取り出した。

「とりあえず──抗ヒスタミン剤！　アレルギー性鼻炎に効きく代表的な薬だ！」

「え？」

　俺の家、つまり高宮診療所の受付手前にある薬局コーナーにて俺は薬を取り出す。

「まず、アレルギーっていうのは基本的に治らないんだ。まあ成長すると共に出なくなるって事はあるけど……っていうか血圧が下がるとくしゃみが出る、っていうメカニズム自体が謎なぞだよ？　でも対症療法的に、鼻炎を和やわらげる薬ならある。ドキドキさせるのが無理なら薬を使う、っていう手も十分あるかな、って俺は思う！　まずは、試そう！」

「薬、ですか？」

「別に薬を使う事は悪い事じゃないよ？　辛つらいな、と思う症状は薬で和らげる。麻薬指定されてるモルヒネだって癌がんの鎮ちん痛つう剤ざいになるって理由で使われてるし。鬱うつ病びようには抗うつ剤、風か邪ぜには風邪薬、疲れた時に効果的な漢方薬もある。なら、くしゃみの薬だって必要だし」

「な、なるほど……」

「という訳で徹底的に、根本から見直す！　俺マジ本気出す！」

　でないと俺の精神が持たんし、このままえっちな事を続けるのは朝岡さんだって困るはずだ。

「っていうか朝岡さん、医学的アプローチっていうのは初めて？」

「ええと……以前もお医者さんに行って、一いつ生しよう懸けん命めい説明した事はあるんですけど……」

「ですけど？」

「……仮病、って言われて以来、行き辛づらくて……」

「仮病って……」

　いやいや、ちょっと待て。それはどこの医者だ？

　確かにドキドキ体質なんて常識から外れてるし、そう診断したくなる気持ちは分からなくもない。……でも朝あさ岡おかさん本人が困って、わざわざ相談しに来てるのに。その本人の目の前で『仮病』と言う神経が分からない。

　……少し真ま面じ目めな話をすると。本人が困ってる事を治してあげるのが医者なんだ──と、俺おれは親おや父じに言われた事がある。

　その『困ってる』とは病気や体質だけを示す訳ではない。

　例えば──家にいると息苦しい。学校に行くのが辛つらい。人前に出るのが怖い。

　一見医学が関係無さそうなものでも、本人がそれで疲労し、体調を崩くずしているなら病院に来てもいい、って俺は思う。その手の専門家として精神科や、心理カウンセラーという職種もきちんと存在する。それが仮に対人恐怖症だとしても、正式名称がある立派な病気。もし診断したのが内科医で、自分の専門外だと思うなら他科に紹介すればいい。

　患者さんは病気だから病院に来る訳ではない。困っているから病院に来る──

「……うちでは絶対、そんな事は言わないから安心してね。朝岡さん」

　と俺が珍しく親父の名言を思い浮かべながら返事をすると、

「うぉーい、仁じん。お前帰ってたなら挨あい拶さつぐらいしろよ？」

　その親父が顔を出してきた。名言自体は格好良いと思うのだが、そんな親父の正体はよれよれ白衣にぼさぼさ頭、気だるさを前面に出したような無ぶ精しよう髭ひげと眠そうな目つきの持ち主で何という残念賞。そんな親父が俺を見つめ、隣となりの朝岡さんに気づいて「うおっ」と声をあげた。

　朝岡さんがぺこぺこ挨拶した。

「あ、あの、こんにちは！　私、クラスメイトの朝岡ひよりと言います！　きょ、今日は高たか宮みや先生に家に来て欲しいと言われて、その……」

「お……そうか！　家か！　って、仁が？　家に？　つーか仁、お前女の子家に連れ込んでるのに何で薬なんか出してんの？」

「え？　あ、これは、ちょっと訳があって……」

「まさか、避ひ妊にん薬やく！」

「ちげーよ！」

　こんなアホ親父どうするよとは思ったが、一応朝岡さんの許可を受けたうえで事情を話す事にした。親父はこんな見てくれでも正規の医者だ。それにさっきの言葉通り、親父は患者さんに対しては真しん摯しな奴やつだからな。

　と、一通り話を聞いた親父は、珍しく神妙に頷うなずいていた。

「なるほどなぁ。そっかそっか……緊きん張ちようや不安で血圧が下がってくしゃみが出る。ドキドキすると血圧が上がって治る、と……」

「し、信じて貰もらえます？」

「というか、別に嘘うそつく意味も無さそうだし。ああそうだ、せっかくだから診察しようか。ま、軽く問診だな」

　そう言って親おや父じは朝あさ岡おかさんを連れて診察室に入ってしまった。俺おれも一緒についていき、ドキドキ体質について簡単に追加質問を行う。具体的に緊きん張ちようや不安とはどんな時か。症状としてはくしゃみ以外にも目のかゆみや涙、さらに悪くなるとどうなるのか──

「くしっ！」

「あー。まだ続いてるのか」

「はい。こっちに引っ越してきて日が浅くて、まだ学校でも緊張が続いてまして……それに環かん境きように慣れてなくて、ちょっと寝不足も……中々、ドキドキする機会も少なくて……」

「なるほどなぁ」

　聞いた後、よし、と親父は頷うなずいて診察室を出て行った。何だろう、と思う俺の前で受付から透明なファイルを取り出し、紙を挟んで「ほれ」と俺の頭にぽんと載のせる。なんだよ、と受け取ると、それは……

「カルテ？」

　まだ真新しい日付印と氏名住所、ＩＤ番号の記されたカルテだった。新規登録された『朝岡ひより』の文字が初うい々ういしい。

「ま、本人が困ってるならきちんと検査しないとな？」

　言いながら親父が作った診しん療りよう所じよ用のＩＤカードを取り出し、ぱたんぱたんと検査伝票にスタンプを押して俺に手渡す。

「という訳で仁じん、朝岡ちゃんの検査頼むわ」

「俺が!?　つーか検査？」

「当たり前だろ？　お前クラスメイトなんだし、今日はもう小さ枝え子こさん帰っちゃったし。お前出来るならやっとけ」

「で、でも本格的にやるなら専門の、検査の徳とく田ださんとか……小枝子さんだって看かん護ご師しだけど検査なら」

「それともあれか、朝岡さんのために一肌脱ぐのは嫌いやってか？」

「そういう意味じゃ……」

「ほぉう、それとも自信が無いか？　自分の検査の実力に」

「そ、そういう訳じゃねーよ！　ったく、分かった、俺がやるよ。で？　なんの検査だよ」

　カルテをめくり、挟まれていた検査伝票を取り出す。

『心電図（優しくね♪）、腹部エコー（舐なめるように！）』

「お、親父ぃーっ！　なんだこのコメントは！」

「あん？　お前が目的を間違えないようにだな」

「要らねーよ！　つーかこの検査明らかにドキドキも鼻炎も関係ねーし！」

　心電図だって朝あさ岡おかさんの若さなら余程の疾患が無いと出てこないし、腹部エコーに至っては主に腹部臓器を見る検査だぞ？　血圧も鼻もほぼ無関係だし！

「安心しろ仁じん、検査したらきちんと理由も分かる！」

「ホントかよ!?」

「おぅ本当だ！」

「んなアホな事──」

「仁。俺が医者として間違った事を言うと思うか？　こいつはマジだぜ？」

「なっ……ほ、本気で？」

「おぅ。俺本気。マジ」

　そう言われると少々言葉に詰まる。親おや父じは適当な奴やつだが、医者としてはベテランだ。第一、冗談で人の症状を誤ご魔ま化かしたり変な検査を出すなんて事は絶対に無い。

「……分かったよ」

　はぁ、と溜ため息いきをついてカルテを受け取り朝岡さんに向き直る。彼女は検査と聞いて緊きん張ちようしているようだ。……いかん、こっちまで緊張する。

「じゃあ、ええと。親父がそう言うから……一応、検査してみようか？」

「はい！　よ、よろしくお願いします！」

「よし、じゃあ、こっち。まず心電図から取ろうかな」

　そう言って検査室に朝岡さんを案内した。

　高たか宮みや診しん療りよう所じよはあくまで個人の診療所なので広くはなく、検査室は診察室脇わきにある小ぢんまりとした部屋だ。検査用の簡素なベッドが一つあり、室内は若干暗い。

「じゃあ、まずベッドに横になって。あ、リラックスリラックス。緊張しなくていいから。……はい、じゃあ始めるよ？」

　なんだか口調が自然と診察スタイルになりながら、さっとカーテンで仕切りを作る。暗がりになった検査室内で朝岡さんをベッドに寝かせ、お互い制服姿のまま一いつ瞬しゆん視線が交わった。大丈夫、と頷うなずきつつ俺は心電計についたバンドと電極を手に取る。

「まず心電図の検査は簡単なんだ。両手と左足にバンドを巻いて、それから……」

　言いつつ朝岡さんの手足にバンドを巻き終えたところで……

　ぴたっ、と手が止まる。

「……高宮先生？」

「え、ええと……」

　──簡単に説明すると、心電計には全部で六本の電極が付いている。赤、黄、緑、茶、黒、紫と六色あるのだが、それを……その。

　最初は、解剖学的に言えば第四肋ろつ骨こつの左右……

　分かりやすく言うと、大体ブラジャーすれすれの胸元下あたり、に付ける。

　……正規の検査手順だぞ？　別に何もやましいところは無いのだが。

「どうしたんですか？　高たか宮みや先生」

「ぅ……その……」

　横になっていた朝あさ岡おかさんが顔を上げて尋たずねる。その眼まな差ざしは検査前の緊きん張ちようと、ちょっとした不安に揺れている、何とも危うさを伴った……い、いかん。患者さんを前に動揺を見せるなんて失格だ。こ、ここは、自然に！

「ご、ごめんね、朝岡さん。け、検査だからさ、その……」

「はい？」

「ち、ちょっとだけ制服を、上にたくし上げて貰もらえると……」

　そう言うと、彼女はかあっと顔を真っ赤に染めてしまった。って、そ、そうだよね!?　普通は同級生の男の子にそんな事言われたら嫌いやだよな!?　つーかおかしいよねこの状況！

「あ、いや、や、やっぱり検査明日にしよう！　ほら、明日ならうちで仕事してる看かん護ご師しの小さ枝え子こさん居るし！　別に焦あせる事も無いから──」

「……い、いえ」

「え？」

「高宮先生が、いいです……。せっかく診みて貰えるのに、検査が恥ずかしいなんて私の方が失礼です。け、検査ですもんね。検査ですから……！」

　と彼女は力強く言いながら目を瞑つむり……

　仰あお向むけの姿のまま、自みずからそっと上着を掴つかんで、たくし上げた。

「がふっ」

　その神こう々ごうしさに吹いてしまう。

　なんというか。

　生肌は、違う！

　ベッドの上に横たわる、白くすべすべとした柔らかそうなお腹なか。うっすらと制服の下から見える淡いピンク色をしたブラジャーが、ある意味半裸に近いチラリズム的想像を掻かき立たてる。さらには顔を真っ赤に染めつつ瞼まぶたを閉じて横を向くその顔が……

　実に、エロい！

　そして、

「……っ！」

　彼女の、服をまくりながらも恥ずかしそうにする横顔が、俺おれの男心を激はげしく……
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　い、いや落ち着け。これは診しん療りよう行為なのだ。彼女と俺は合意のうえ、これは健全な目的のある医療であって、断じて、そういう、あれでは無い。

　だが考えてしまうのは仕方ないのだ！　だって男だし！

　それに朝岡さんの体質が心配なのも本当だし！

　矛む盾じゆんしてるかもしれないが、医者的な立場で彼女をしっかり診みてあげたい、という気持ちも確かにある。男としての本能と、そして彼女を心配する気持ち、その両面がない交ぜに……ううっ、いかん。考え過ぎるな……迷いを払いつつ最初の電極を手に取る。先せん端たんはタコの吸きゆう盤ばんのようになっており、まず一つ目を彼女の肌にぴたりと吸い付け、

「ひゃん！」

「え!?」

「す、すいません、ちょっと、冷たくて……」

　朝あさ岡おかさんが電極の冷たさに顔を紅こう潮ちようさせている。うおおっ、ここ、これは……！

　いや落ち着け。出来る。俺おれなら、出来る！

　朝岡さんの前で官能小説を読み切った俺なら、大丈夫！

　覚悟を決め、改めて一つ一つの電極を彼女へと吸い付ける。まずお腹なかの上あたりに二つ、残りを朝岡さんの左脇わき側へと肋ろつ骨こつのラインを辿たどりながら一つずつ。計六つ付けた後にスイッチを押し検査を始める。心電図の波形が用紙に写され、さして時間もかからず、ピーンという電子音と共に終了。だがどうしよう、たぶん俺の心電図が全力で乱れ始めているが……し、しかし心電図は無事終了！

「じゃ、じゃあ次は、お腹の超音波もするからね！」

　続いて心電計の奥からキャスター付きの超音波装置を引っ張り出し、先端が扇おうぎ状じようをしている装置の端子（プローブという）を手に取る。こ、今度は別にエロくはなら……

　いや。

　……え、ええと。

　こ、これまた、その……！

「あのね、朝あさ岡おかさん」

「は、はい！」

「あ、き、緊きん張ちようしなくていいからね？　で……勘かん違ちがいされないように一応言うけどさ。この超音波っていうのは、肌とプローブの間に空気が入ると、超音波が減衰して画像が悪くなるんだ。だから、その減衰を防ぐために、その……」

　何をするかと言うと。

「よ、要は、お腹なかにゼリーを塗らなきゃいけないんだけど……いい？」

　これを塗るか否かで雲うん泥でいの差、というか基本的に塗らないと検査として話にならない。

　……断じて！　間違っても『滑すべりを良くするため』的な意味ではないからな！　これは本当に正しい、正規の手順なんだぞ！　だ、だから……

「は、はい！　やってください！」

「ちょっと、べたべたするけど……」

「べ、べたべたでもぬるぬるでも構かまいません！　た、高たか宮みや先生に全すべてお任せします！」

　唇を結び服を両手でたくし上げたままぎゅーっと目を瞑つむる朝岡さん。

　……ゼリーを塗りたくってお任せしますなんて言われたら、お、俺おれは……！　っていかん、雑念を払わなければ。彼女は先生として俺を信頼してくれてるのだ。男の子的な意味で言ってる訳じゃないのは分かってる、彼女は医者として俺を頼ってくれている。そこに付け込むような事は、決して……！

「よ、よし……！」

　意気込んで腕を上げ、恥ずかしがる彼女のためにも手早く進めよう、と考える。

　だが心電図検査と違い、超音波検査には時間がかかる。波形を収集して終わる心電図に対し、腹部超音波はお腹の各種臓器を一つずつ丁てい寧ねいに、自分で目視し写真に収める必要があるのだ。そう、全身くまなく、彼女の身体からだを隙すき無く調べ尽くすように。

　時に大胆に、かつ見逃しがないよう丁寧に、彼女の身体の全てを知る！　彼女のために！

　ぎゅっとプローブの根本を握りつつ、朝岡さんのお腹の上にゼリーを垂たらす。人肌程度に温めたゼリーが朝岡さんの腹部を滑り、その上にそっと先せん端たんを押しつける。軽く力を込めると朝岡さんはどきりとしたのか反射的に腹圧で押し返し、それが俺の指先に触れた。

　……や、やっぱり恥ずかしい、のかな？

　と思いつつ朝岡さんに目を向けると、彼女も俺を見てさらにかあっと頬ほおを赤くした。

　その丸みを帯びた、恥じらいを交えつつも高宮先生を頼ってます、みたいな顔……

　ごくりと唾つばを飲んで手首を捻ひねる。お腹なかの中心から右側へとプローブを移し、滑なめらかな肋ろつ骨こつのラインに合わせて当てる。ぬるぬるゼリーの塗りたくられた肌は艶つややかで、おへその上にある制服の隙すき間まからは、今もピンク色のブラジャーがほんの少しだけ顔を覗のぞかせている。それに間違っても触れないよう慎重に、そっと手元を左右に滑すべらせる。時にプローブを前後に傾かたむけるのは視野範はん囲いを広くするためであって彼女の肌を寸分の隙も無く堪能しようという訳じゃない……が、それでも手首をしならせる間におへそや肌に触れてもう脳内がパンク寸前。分かってる、分かってるけど意識しちゃう……！

　そんな俺おれの横から朝あさ岡おかさんの視線が刺さる。超音波装置の液晶画面に表示される黒かったり白かったりする影かげを不思議そうに眺めたり、真剣な俺の横顔を眺めていたり……って、そ、それはちょっと照れるんですが……

「あの、高たか宮みや先生」

「な、なに？　ごめん、痛かった？」

「いえ……でも、何が映ってるのかな、と気になりまして」

「あ、ああ……」

　そ、そうだな。別に俺は彼女の身体からだに触ってるだけじゃないんだぞ？　ちゃんと説明もしなければ。そう思いつつプローブを傾け、朝岡さんのお腹を押さえて画面を見せる。

　実のところ俺は中学三年間、ほぼ検査業務に従事していた。医師業務を始めたのは高校生になってからなので、俺の本領は実は検査の類たぐいだったりする。よし、とモニターをずらしつつプローブを動かし、エコーで表示される扇おうぎ状じようの画面左側に大きな三角形を映し出す。

「ええと、今見てるのは朝岡さんのお腹の横の画像だよ。この大きな三角形が肝臓で、その中を走ってる黒い線みたいのが門脈。でも見た感じ綺き麗れいだよ？　お年寄りの方なんかで肝硬変とか脂肪肝とかあると肝左葉のエッジ部分が鈍どん化かしたり肝臓全体が粗雑になるんだけど、もちろんそんな事も無いし表面もスムーズで、腎じん臓ぞうも一応スクリーニングでＳＯＬとか結石──」

「？？？？？」

「……え、ええと。と、とにかく大丈夫だよ」

「本当ですか？　悪い所ありません？」

「う、うん。それどころか、凄すごく綺麗だよ朝岡さん」

　見た印象としては本当に綺麗なお腹をしてると思う。各種臓器が生き生きしているというか、辺縁が滑らかでコントラストもはっきりしている。やっぱり若い人は違うな……なんて思いながら振り向くと、朝岡さんは顔をぽーっとさせて俺を見ていた。うん？

「朝岡さん？」

「き、綺麗……ですか？　私」

「え？」

「いえ、それなら良かったな、って……」

「……はっ」

　なんか別の意味に聞こえてしまったんじゃなかろうか。いやでも朝あさ岡おかさんが綺き麗れいなのは事実、と言うかおへそを出している彼女の姿もまた……じゃなくて。

「あの、高たか宮みや先生。そ、それで……その」

「え、ええと、何かな!?」

　心を読まれた気がして焦あせる俺おれの前で、朝岡さんはほんのりと顔を赤らめながら……少し遠慮がちに尋たずねてきた。

「もう少し上は、いつ頃ごろから始められるのでしょうか……？」

「う、上？」

「はい……」

　俺の前では朝岡さんが物もの凄すごく恥ずかしそうにしている。俺と目線が合うなり顔を背そむけ、その頬ほおはリンゴのように真っ赤っか。恥ずかしい、でも高宮先生にならお願いします、みたいな気持ちを同居させるように唇をきゅーっと結んで……

「あ、朝岡さん？」

「頑張ってる先生を見てたら、わ、私、覚悟は出来ましたので……おお、お願い、します！」

　と呟つぶやき、朝岡さんが目を閉じた。

　か、可愛かわいい……なんという可愛さ！

　でも……その。上って。つまり。

　胸？

　……ええと。

「いや、あのね朝岡さん。積極的な気持ちは凄く嬉うれしいんだけど……」

「は、はい！　……まだ恥ずかしさはありますけど、でも検査ですから──」

「いや、えっと……そのぉ……」

　と一拍置いて。

「朝岡さん。胸の辺りは、超音波じゃ見えないんだ……」

　肺には空気があるから超音波は届かない。一応、心臓を見るには心エコー検査という検査があるが、今回の親おや父じのオーダーには含まれていない。なので、その……

「み、見えない……？」

　朝岡さんが呟いた後、はっ、とようやく己おのれの勘違いに気がついたらしく。

「はうぅ……！」

　恥ずかしそうに顔を隠してしまった。そのお姿に俺もまた頬がぽおっと熱くなる。暗い検査室の中、なんとも微妙な沈ちん黙もくが辺りを支配し、どうやって「終わり」と告げれば良いのかタイミングを失ったまま暫しばらく、硬直していたのだった……







　それでも朝あさ岡おかさんに検査終了を伝えつつ伝票に所見を書いていく。が、

「お、終わった事は終わった、けど……」

　検査を受けたのは朝岡さんのはずなのに、何な故ぜか俺おれの方がぜーぜーはぁはぁしていた。

　お、おかしい。俺は理性のタガが外れるのを防ぐべく医い療りように手を出したのに、余計にエロくなっている気が……！

　いやでも今回限りに違いない。それに検査も無事終わった。カルテに撮さつ影えいした写真と自分の所見、さらに心電図の結果を貼はり付つけ親おや父じに渡す。朝岡さんには待合室で待ってもらい、まずは親父と診察前の相談だ。

「おぅ、お疲れさん。で、結果どうだ？」

「……と、とりあえず俺が見た限りは全部正常だよ。つーか十五歳なんだし……」

　正直な話、十五歳でそう悪い所が見つかるはずが無い。なんと言っても健康な高校生だしな。お腹なかが痛い、みたいな主訴があるならまだしも。

「ま、何も無いだろうとは思ったけどな。つーかぶっちゃけこの検査意味無いし」

「だよなぁ」

　そりゃあそうだ、普通は若い人にエコーなんて……

「……って」

　ちょっと待て。

　意味無い？

「親父ぃーっ！」

「あん？　なんだ仁じん、突然大声出して」

「親父、お前検査に意味あるから俺に任せるって言ったよな？　言ったよな！　何か所見疑ってたから出したんじゃねーの!?」

「あーすまん、覚えてないわ」

　こ、このクソ親父……！

「でもその代わり、いい思い出来たろ？　同級生の超可愛かわいい女の子の服をたくし上げてうへへのへ！」

「死ねぇーっ！」

　渾こん身しんのパンチを放つが、親父は床を蹴けってカラカラ～っと椅い子すごと綺き麗れいに逃げやがった。この親父は言動が適当なくせに外科のせいか手先とか器用なのだコンチクショウ！

「というか仁お前馬ば鹿かだろ。超音波と心電図とか、年寄りのスクリーニング検査ならともかく十五歳の子にやっても意味なんか無いし。あとアレルギーも無関係だし」

「俺もそう思ったけど親父がやれって言うからだろ！」

「あっはっは、俺の言う事を素直に信じるようじゃまだまだ二流だな！」

「ふがーっ！」

　二流！　こんな三流クソ親おや父じに二流呼ばわり！　なんという屈くつ辱じよく！

　っていうか、となると……！

「じゃ、じゃあ何か親父！　親父は本気で朝あさ岡おかさん相手に悪戯いたずらでいらない検査出したのか!?　だったら俺おれ、冗談抜きでマジ怒るぞ！」

「あー待て待て。確かに検査の結果には意味無いけどな？　でも検査自体には意味があるぞ？」

「……検査、自体？」

「そ。ま、俺も朝岡ちゃんの身体からだに、今の検査上での問題は無いだろうとは思った。けど」

　と、親父はそこで少し真剣な眼まな差ざしを見せて。

「彼女のくしゃみ、止まったろ？」

「え？」

　言われて、改めて考える。

　そういえば……

　確かに、診しん療りよう所じよに来た時ぐしぐししてたのが、検査の間に治っている……？

「え、マジで？　んなアホな」

　それはおかしい。だって、検査というのは病変を見つけるのが目的であって治療じゃない。いくらなんでも非科学的過ぎる──と思う俺の前で、親父がぐっと親指を立てて言った。

「確かに、検査には意味は無いが……ドキドキしたろ？　朝岡ちゃんも、ついでにお前も」

「は……？」

　ドキドキ？

　ま、まあ確かに……って。

　そっちの意味かい！

「いや確かにドキドキさせた意味では上う手まくいったかもしれないけど、そんなの──」

「でも朝岡ちゃんの体調は良くなった。これは事実だぞ？」

　そう言われると辛つらい。

「いや、さすがの俺もドキドキ体質なんてのは聞いた事無くてなぁ。ま、あれかな～、っていう見当はつけてるけど」

「見当ついてんの!?」

「ついてるけど俺の予想だし。それに今出来るのは、朝岡ちゃんをドキドキさせる事だろ？　だから仁じん、お前に出来る事はこれから定期的に、朝岡ちゃんをドキドキさせる検査……ちょっと先走って言えば、お前が朝岡ちゃんの主治医ってとこか？」

「お、俺が、主治医？」

　朝岡さんの、担当？

「そ。お前なら学校でも朝あさ岡おかさんの面倒見れるし、何かあったら体調不良を理由に診しん療りよう所じよにも来れるから都合がいい。それに学校でピンチになってもお前がドキドキさせてやればいいし、今日みたいにうちに来て検査しても大丈夫だし」

「まま、待てよ！　じゃあ何か親おや父じ、その話をまとめると……つまり俺おれは朝岡さんの主治医になって、朝岡さんをドキドキさせるために……その……」

　ドキドキさせる、とは言い換えると。要は──

「これからも色々とエロい事しろ、ってか!?」

「おぅ！　もちろん時々、うちで検査してもいいぞ？」

「おぅ、じゃねーよ！　つーか親父の言う検査とか主治医って、つまり医者のフリしてドキドキさせろって意味だよな、もしかしなくても！」

「んー、まあ真ま面じ目めに検査してもいいぞ？　でも大体はドキドキ目的の検査ごっこ、になるだろうなぁ」

　親父が楽しそうに笑う。が、それでは大問題だ。

　確かに必要なのは分かる。分かるけど。

　もしドキドキのために、仮に嘘うその医療をする、となると……

「な、なあ親父。それって……その」

「ん？」

　少し真面目に、尋たずねてみた。

「もしやるとしても、検査の意味は……もちろん朝岡さんに秘密で、だよな？」

　本当は、検査に目的なんて無く彼女をドキドキさせるため──その嘘がもしばれたら、朝岡さんの受けるドキドキは半減だ。喩たどえるなら、手品のタネを明かした後に手品を見せるようなものだろう。もしやるなら、の話だけどな？

　……でも親父の言う事にも一理、ある。田舎いなかにドキドキが少ないと悩む朝岡さんへの、一つの解決策ではあるのだ。医学的な検査や治療なんて本人にとっては珍しい事のはずだし、刺し激げきになるのは事実。けど……

　もし、これを進めるとなれば。俺は朝岡さんに対して、検査と称して嘘をつく事になる。

　……それは、やっぱり嫌いやって言うか……ちょっと辛つらいような……うーん。

　俺が困った顔をしてるのに気づいてか、親父が一息つく。

「なあ、仁じん。……これは彼女の体質を楽にするための嘘だからな？　医者が患者を騙だます嘘とは、ぜんぜん意味が違うぞ？」

「わ、分かってるけどさ。いいのか？　それ」

　医者とは患者さんを幸せにするのが仕事だ。……不当な目的で嘘をつく訳ではないし、それが朝岡さんのためになる特殊なケースなら嘘も必要かもしれない、とも思う。けど……

　そもそも俺は個人的に、朝岡さんと仲良くなりたくて。もし主治医として彼女との間に嘘を入れて、しかもドキドキさせるためにエロい事を……なんていうのは。医学の道には正しくとも、仲良くなりたいクラスメイトの立場としては、やっぱその……

「患者さんへの嘘うそは医者として基本的に厳げん禁きんだ。でも、もし本当に彼女のためになるなら必要な場合もある。偽薬って言葉もあるぐらいだしな。……まあ、お前が朝あさ岡おかちゃんに嘘をつくのがどうしても嫌いや、って言うなら素直に言ってもいいけど。その辺も含めてお前に任せるわ」

「お、俺おれ？　俺が全部決めるのか!?」

「当たり前だろ。だってお前が主治医になるんだし。患者さんの全責任を負うのが主治医だからな」

　親おや父じの言葉に、息が詰まる。

　──俺が主治医として、朝岡さんに関する全責任を持つ。

　その一方で、クラスメイトとして仲良くなりたい、という俺の気持ちが……うぐぐっ。

「じゃあ結果説明と今後の方針、あとは任せた。初主治医、頑張れよ」

「うっ……」

　そう言って親父は俺の肩をぽんぽんと叩たたき、診察室を後にしてしまった。残された俺は一人、椅い子すに腰かけたまま机に両りよう肘ひじをついて考え込む。

　……どうしよう。親父は俺に任せると言ったし、朝岡さんと教室で一緒になれる意味でも俺が適任なのは分かる。ベストな選択だ。でも。

　朝岡さんに、嘘をつく？

　それってさ。つまり俺……朝岡さんにずーっと隠し事しながら、仲良くなろうって事だよな？

　それっていいのか!?

　……そもそも俺は、医者ではなく男として朝岡さんの前に立ちたくて……

「つーか朝岡さんクラスメイトだし……仲良くしたいのに隠し事なんて──」

「……あの」

　頭を抱える俺の前で診察室のドアがノックされる。はい！　と慌てて顔を上げると朝岡さんが顔をこっそり覗のぞかせていた。っと、いかん。頭抱えてるところなんて見せられん。不安を与えてしまいかねない。

「高たか宮みや先生？　そろそろ入っても良いでしょうか……？」

「あ、ど、どうぞ！　じゃあ結果の説明もするからね」

　慌ててカルテを開きつつ、まずは結果説明に入る。親父の目的はさておき、検査はきちんと行ったのだ。その解説はしないと。

「ええと、まず心電図は正常。エコーも綺き麗れい。という事で、この検査の範はん囲い内ないでの異常はありません。大丈夫だよ朝岡さん」

「……そう、ですか？」

　自信を持って答えたが、朝あさ岡おかさんは少ししょんぼりしてしまった。あれ？

　普通は正常だって聞かされれば嬉うれしいものだと思うけど──

「あの。高たか宮みや先生。この検査結果が正常だったら私……やっぱり病院の診察を受けても意味が無い、のでしょうか」

「え？」

「だって、異常は無い、んですよね？　だったら病院に来ても仕方がない、って言いますか……これって結局、仮病扱いになるのかな、って……」

　陰りがちな朝岡さんを見て納得する。要は異常所見が無ければ正常であり、単なる思い込みに過ぎない──そう言われるのが怖いのだろう。仮病、と前に断定された嫌いやな思い出が蘇よみがえったのかもしれない。

　でも、それは間違いだと俺は思う。

　……うん。きちんと、これは説明しないと。

「朝岡さん。検査ってのは、そういう意味じゃないよ？」

「え？」

「あのね？　検査の正しい意味は『この検査では異常が見つかりませんでした』なんだよ。例えば、今日やった俺おれの検査はお腹なかのエコーと心電図だけだよね？　だから朝岡さんの体調不良がホルモンバランスの異常とか神経性のものなら、今日の検査じゃ分からない。鼻も検査してないし、頭だって見てない。今日診みた範はん囲いの中に異常はありませんでした、っていうだけなんだ。……だから、まだ試してない他ほかの検査方法もいっぱいあるし、まだまだ道は沢たく山さんある。もともと原因が謎なぞな体質なんだから、どこに理由があるか、なんて簡単には判断出来ないって俺は思う。それに」

　一度言葉を句切り、朝岡さんが聞き取りやすいよう、丁てい寧ねいに続ける。

「もしどの検査でも異常が見つからなかったとしても、朝岡さんが困ってるのは事実だよね？　だから全部の検査結果が正常って出ても、朝岡さんはうちに来てくれて構かまわない。困ってるんだからさ」

　お医者さんが人を助ける仕事だと言うのなら。この辺は、根本的なものだろうと俺は思う。検査結果に異常が無いから大丈夫、というのは患者本人でなく検査結果しか見てないって事だ。

　それに、仮に、もし万に一つ本当に仮病だと言うのなら──

　今度はクラスメイトとして、学校に行きたくない理由の相談に乗るのが次の仕事になるはず。

「ね？　だから、その辺は怖がらなくても良いか……ら……？」

　と最後まで告げようとした俺の言葉が、途中で切れる。

　椅い子すに腰かけていた朝岡さんが。その唇をきゅっと噛かみしめ……

　じんわりと、目に涙を浮かべ始めた！

　って、ななな、何な故ぜにー！

「あああ、朝あさ岡おかさん!?　え、お、俺おれの説明なんかまずかった!?」

　どこか分かりにくかったのか。それとも俺の説明に朝岡さんを傷つけてしまう何かがあったのか。も、もしかして俺の説明が難なん解かい過ぎて不安に？　うおお、俺早くも主治医失格！

「ええと、ご、ごめん！　言い方悪かったなら謝あやまる！」

　悪気は無かったと慰なぐさめるべく朝岡さんに近づきぱたぱたと両手を振る。俺に敵意はありません、ごめんなさい許してください俺まだまだ素人しろうと医師なんです、でも朝岡さんには泣かないで欲しいんです！　と何とか励まそう……とした時。

　彼女が小さく俯うつむき、そっと──

　立ち上がった俺の胸元に、顔を埋めるように。或あるいは隠すように、こつん、と額ひたいを当てた。

「え……あ、朝岡さん……？」

　もちろん慌てたし、ドキりとした。俺の心臓の音を聞かれるんじゃないか、とすら思った。

　でも、その時の朝岡さんの様子が。気配が。

　いつも以上に弱々しく、なんだか力が抜けたかのように……

「……違うんです」

「え？」

「高たか宮みや先生が、私の話を真剣に聞いてくれたのが、嬉うれしくて」

　朝岡さんは、その額を俺の胸元に当てながら、小さな声で。

「私……今まで、こんな話しても、誰だれにも信じて貰もらえませんでしたから……」

　囁ささやくように、そう呟つぶやいた。

　……ぐすっ、と小さく洟はなをすする、彼女の声が診察室に響ひびいていく。

「私だって、変だなって思うんです。緊きん張ちようして、血圧が下がったらくしゃみが出て……ドキドキしたら治まる、なんて。そんなの……どう聞いても、やっぱり変だ、って。私も、自分で思うんです……でも高宮先生は、きちんと話を聞いてくださって……」

　そんな弱々しい朝岡さんの言葉に。

「今まで、そんな風に言ってくださる方が居なかったから……だから、かか、感動してしまって……！」

　──心臓が、激はげしく拍動する。

　その高鳴りの理由に戸と惑まどう俺の前で、朝岡さんが顔を上げた。その瞳ひとみには、小さな涙の跡。

「ありがとう、ございます。そう言って貰えると、嬉しいです」

　ドキリ、と今度こそ。心臓が、鼓動が熱く、燃えるように脈打つ。朝岡さんの言葉に上う手まく返事が出ず、喉のどが渇き、くるくると思考が巡る。

　……それは今までに感じた、仲良しになりたいドキドキ、とはちょっと違う。

　普段はお淑しとやかで。可愛かわいくて。花のように笑う彼女と、是非お近づきになりたい、という気持ちよりも……どう喩たとえればいいのだろう。彼女を包みたい。守りたい。もしくは……上手く言葉に出来ないけれど、大事にしたい。その小さな身体からだを、大切に守りたい、という。

　そんな気持ちの、心の高鳴りだろうか。

　そして……

　今の俺おれには。その力がほんの少しだけ、ある。

　確かに俺は物もの凄すごいへたれで、エロいし、煩ぼん悩のうの固まりだし、松まつ野のが言うにバカで成績も顔も中の中程度だけど。

　真の男には程遠いかもしれないけれど。

　彼女のための、主治医として……頑張れる機会があって。

　そして彼女が困っているのなら……

「……あ、あのさ、朝あさ岡おかさん。俺……」

　その時、俺は何かのフタを開けたのかもしれない。

　未知のものに対する心の反応、とでも言うべきか。

　自分の奥底で微かすかに震えたその正体が何なのか、俺自身もよく分からなかったけれど。それは本能の疼うずきのように。絶対に、逃げてはいけない──或あるいは、守らなければ、と強く心の底から訴えてくるような、熱を帯びた、不思議な感情だ。

　……たとえ彼女に嘘うそをついたせいで、後ろめたさのようなものを引きずる事になっても。

　いつか。その嘘が不発弾のように、俺と朝岡さんの間に隠れる爆ばく弾だんのようになったとしても。

　それでも──

　今は彼女を守りたい。そう、確かに感じた。

　だから。

「朝岡さん。……俺さ、実は親おや父じから、朝岡さんの主治医になれって言われたんだ。それで俺、悩んだんだけど……決めた」

「え？」

「俺、朝岡さんの主治医になる。これからも朝岡さんの事を時々検査して、学校でもドキドキさせる。もちろん治ち療りよう法ほうも探すし、学校で何かあっても相談してくれれば助けるし、今日みたいに診療所に来てくれてもいい。俺じゃあ、頼りないかもしれないけど……」

「主治、医？」

「おぅ！　だから、幾らでも相談してくれていいからな。これからさ」

　それは、俺が初めて医者として、彼女と正式に向き合った瞬しゆん間かんだった。

　朝岡さんは、そう答えた俺の前で、その顔をゆっくりと輝かせて……

「……た、高たか宮みや先生……！」

　涙を溜ためた瞳ひとみが、俺を見つめてくる。

　……今日から俺はお医者さん。朝岡さんの主治医。彼女の治療をし、学校で助け、彼女のために大嘘をついてドキドキさせるお医者さんに、なる！

　……って言葉にすると相当やばげな気はするけど!?

　でも俺おれなりに頑張ると決めたのだ。煩ぼん悩のうにも負ける気は無い。今後はいかなるエロも、彼女のドキドキのために、お医者さんとしてきちんとこなしてみせる！

　誓う俺の手を、朝あさ岡おかさんが両手でそっと包む。またもドキリとする俺の前で朝岡さんが、

「あ、ありがとう、ございます……！」

　ぎゅっと力強く握りしめ、祈るように頭を下げた。

　──きっと、後悔しない！

　今から色々起こるだろう事は、十分予想出来るけど。それでも彼女を助けるためなら！

「俺も、頑張るから！　まだ色々勉強不足だけど、今日から朝岡さんのために頑張るから！」

　一度決断すれば、あとは男の意地。彼女を前に弱気な所を見せる訳にはいかない。朝岡さんの事に関して、全責任を負ってみせる。

　主治医として、人として！

「……わ、私の方こそ……ふ、ふつつか者ですが、よろしくお願いします！」

　朝岡さんが再び丁てい寧ねいに頭を下げた。掴つかんだ俺の手の平をぎゅーっと握りしめる。誓いのようにとても力強く、二度と手放さない、高たか宮みや先生に全すべてを委ゆだねます、とすら思えるほど強固で、温かく、想像以上に彼女の手はほわほわしている。

　そして彼女が傍そばに寄るほど、女の子らしい朝岡さんの香りが、する。

　……近くで見れば見るほど、やっぱり……

「う……あ、あのっ」

　ええと、朝岡さん？

　気持ちは嬉うれしいのだけど、そ、そんなに握りしめられると照れるっていうか……あ、あと普通『ふつつか者』って結婚の時とかに使う言葉じゃ……

　なんて思う俺の視線に朝岡さんがはたと気づき、恥ずかしそうに手を離した。

「す、すいません高宮先生。つい握りしめてしまって。……でも高宮先生の手、なんだか温かくて……」

　朝岡さんが照れたように答えるその顔は、随ずい分ぶんと綻ほころんでいた。落ち着いて、リラックスした、心の底から安心したような穏おだやかな顔つき。今日初めて、長い緊きん張ちようが解けたように。

　……そんな様子を見ていると、これで良かったのかな、と思う。

　彼女の微ほほ笑えみが見られた。それだけで、今は。

　返すように俺も笑い、胸の内でようやく安あん堵どの一息。朝岡さんも釣られて再び笑い、

「あの……高宮先生。えと、もう少しだけ、手を繋つないでもよろしいですか？」

「え？」

「私も、不思議なのですけれど……高宮先生とこうして手を繋いでるだけで私、結構ドキドキ出来る事に気づきまして」

「ドキドキ!?」

　それってどういう意味でございましょうかっ！

　汗を流す俺おれの前で、朝あさ岡おかさんが優しげに笑う。今度こそ真意が分からず落ち着いたはずの心拍数が再び上昇し始める。

　どうやら俺が安あん堵どするのはまだまだ先のようだった。

　暫しばらくは彼女の検査とドキドキと、朝岡さんの笑顔に、俺の心臓の方が高鳴り続ける、そんな日々が続くのかもしれない──

　そんな予感を覚えながら。俺は朝岡ひよりの主治医に、なる。







　　　──カルテpage.02　高たか宮みや先生、一泊二日のドキドキドック──







　俺おれが朝あさ岡おかさんと密ひそかな繋つながりを持ち始めて三日後、金曜の朝。

　まだまだ緊きん張ちようの日々が続く中、主治医と患者という立場になった俺と朝岡さんは事あるごとに連絡を取り、毎日を過ごし始めていた。となれば当然、学校での出来事にも協力して当たる。必然的に、彼女の重要事項にも関与する事になるのだ。例えば、

「ねえ朝岡さん、この前のプールの件、考えてくれた？」

　と、朝の教室で委員長の藤ふじ田たさんが尋たずねてくると。

　質問を受けた朝岡さんが俺にちらっと目め配くばせした後、

「はい。是非ご一緒させてください」

「……良かった。じゃあクラスの何人か、声かけておくからね」

　藤田さんが上じよう機き嫌げんに微ほほ笑えみ他ほかの女子に声をかけるその隣となりで、朝岡さんがもう一度俺に向かって小さく頷うなずく。そう、これも俺と朝岡さんとで相談した結果であり──

　ドキドキ体質への対策その一、なのである。







　つい先日の事。

　プールに遊びに行かないか、という話は以前から朝岡さんに持ちかけられていた。委員長の藤田さんは大変真ま面じ目めな性格で、しかも皆への気配りもよくする人だ。そんな彼女はクラスの皆から『朝岡さんと一緒に遊びたい！』とお願いされてたらしいが、朝岡さん本人の希望も聞いてから、と宥なだめていたらしい。ちなみに彼女は松まつ野のの大の親友だったりする。

　そして当の朝岡さんがプールの件についてどう思っているか聞くと、期待と不安が半々といった様子だ。泳ぎが苦手、という事もなくプールも好き。ただし……

「私、どちらかと言うと緊張しやすいタイプなので、皆さんと長時間一緒にいても大丈夫かな、と……しかも一泊二日、なのですよね？」

　プールと言ってもちっぽけな市民プールではない。流れるプールや波打つプール、スライダーも付いた本格的なウォーターパークに行こう、という話になっている。九月といってもまだまだ夏の残り、眩まぶしい日差しと冷たいプールは一夏の思い出として十分に楽しめる季節であり、俺としても悔いの残る夏休みを挽ばん回かいしたいと思うのだが──

　朝岡さんとしてはドキドキ体質が出て、皆に不思議がられるのが怖い、と。

「なるほど……」

　相談に乗りながら、手元に置いた朝あさ岡おかさんのカルテに書き込んだ。就業時間を終えた診察室にて朝岡さんと二人、患者とお医者さんとして向き合いながら頭をひねる。ドキドキ体質。プール。緊きん張ちようしやすい朝岡さん。頭の中で、一つずつ整理する。

　つい先日、彼女を守ると誓った訳だが……俺はまず、彼女のドキドキ体質について詳しく理解しなければならない。検査ではなく、今分かる範はん囲いで、だ。

「あのさ、朝岡さん。俺おれ、改めて朝岡さんの主治医になった訳だけど……最初に、今分かってる朝岡さんのドキドキ体質について、まとめてみたんだ。でね？　改めて、幾つか相談したい事があるんだけど……」

　と、俺は診察室の椅い子すを回して朝岡さんに向き直った。スカートの裾すそをきゅっと握り「はい！」と頷うなずいて俺を見つめる眼まな差ざしは凄すごくきりっとしている。真剣な視線が実に可愛かわいい……って違う、今は朝岡さんの体質の事！　よし。

「朝岡さんはドキドキ体質って呼んでるけどさ。もっと正確に症状を表すなら……もしかしたら、ストレス性鼻炎、みたいな言葉の方が正しいのかな、って思う。俺が勝手につけた名前だけど」

「……ストレス性、鼻炎？」

「うん。その前に、まずアレルギーって何、っていう話をするんだけど──」

　アレルギーとは、簡単に言えば人間の持つ免疫防御反応の異常だ。体内に侵入した異物に対し、身体からだは抗体を生成して対処する。が、その抗体が異常を起こし、本来不必要な細胞を刺し激げきした末にヒスタミン等のくしゃみ物質を出してしまう……と昨日読んだ本に書いてあった。俺もまだきちんと理解出来た訳ではない。が、いずれにせよ何らかの原因物質に対して起きる不要な防御反応、それが通常のアレルギーの正体になる。

　実は蜂はちに刺されて起きる事で有名なアナフィラキシーショックも同じ理屈だ。あちらは抗体の異常作用で全身の血管が拡張するため、血圧が下がる。ちなみに花粉症の場合は鼻に入った花粉により鼻粘膜の血管だけが拡張して鼻水やかゆみが起きる。

　そして朝岡さんの原因物質は緊張、即すなわちストレスだ。まあ、ストレスが物質として体内に入る訳でもないのに、くしゃみが出るかは不明だけど……それはさておき。

「治ち療りよう方法の一つとして、原因物質を近づけない、っていうのは大事だと思うんだ。花粉症なら、花粉が鼻に入らないようマスクをする。ハウスダストなら家のカーペットを変える。同じ理由で、朝岡さんに対して出来るだけ緊張やストレスがかからないようにする」

「なるほど……」

「で、正しくはドキドキ体質と言うより、ドキドキ対処法、なのかな？　普通は緊張状態だと血圧は上がるんだけど、朝岡さんの場合はアレルギー作用なのか、血圧が下がる。で、下がった血圧を正常に戻すために、興奮して盛り上げる。昇圧剤っていう血圧を上げる薬も一応あるけど、これは主にショックの時に使うものだし……ドキドキして大丈夫なら、その方が良いと思う。そのためにもまあ、えと、えっちな本、も時には必要かなって思うけど……」

　お、女の子の前でえっちな本、とか言うと未いまだに恥ずかしい。が、避さけて通れる話題でもない。

「でもそういう風に考えると、えっちな本みたいな刺し激げきが無くても、体質を克服する方法があると思うんだ」

「え、そ、そうなんですか？」

「うん。それが、プールの話に繋つながるんだけどね」

　この前の俺おれはつい勢いで『えっちなお医者さんになる！』と誓ったけど。要はアレルゲンとなる彼女のストレスを取り除く事さえ出来れば、エロい検査に頼る必要もなくなるのでは？　と思ったのだ。

「で、俺としては……色々悩んだんだけど、プールは行った方がいいのかな、って思う。今の緊きん張ちようやプレッシャーの話と、矛む盾じゆんするのは分かってるんだけど」

「……えと。行った方が良い、ですか？」

「うん。もちろん、行かない方がストレスにならないとは思う。でもさ。今からの高校生活を考えると、ずっと断り続けるのも難むずかしいし、あんまり人を避け続けるのも不自然な感じになっちゃう。これからも文化祭とかイベントは沢たく山さんあるし……それにみんなと仲良く出来た方が、医学的にもいいって言うか……えと、医学的って言うのは、うーん」

　どう話せば伝わるかなぁ……と暫しばし考えたが、思いつかないのでそのまま言う。

「……ＱＯＬ、って分かる？」

　ＱＯＬとは医学で使われる用語の一つ、クオリティ・オブ・ライフの事だ。患者の『生活の質』を示す言葉で、治ち療りようの予後状態なんかを表現する時に使ったりする。生活の質が高くなる、と言えば分かるだろうか？

「で、これって人間関係にも当てはまるんだ。まあ実際そういう使い方は殆ほとんどしないけど……例えばさ。親や友達と良い関係になれれば単純に質の向上、まあ生活の改善って言うのかな？　周囲の理解って言い換えてもいい。それは朝あさ岡おかさんの体質にも同じ事が言えると思う」

「……体質に？」

「そう。簡単に言うと、みんなともっと打ち解けられれば、クラス内でストレスを感じる事も少なくなるかな、って思う。……今の朝岡さんは転校してきたばかりで、みんなも凄すごく注目してるよね？　東京育ちの都会の人で、綺き麗れいで可愛かわいくてお淑しとやかで」

「き、綺麗で、お淑やか……そ、そんな事ありませんけど」

　朝岡さんが照れたように顔をちょっと俯うつむける。可愛い。そんな朝岡さんが大好きです！

　……とは言えませんけど。

「でも朝岡さんは普通の女の子だよ、って分かって貰もらう。平たく言うと、みんなが『慣れて』くれれば騒さわぎも収まると思う。そしたら朝岡さんも楽になるだろうし、あとみんなと仲良く出来たら、体質が出た時でも好意的に見て貰もらえるかな、とも思う」

　上う手まくクラスに溶け込めれば、アレルギーが出た時でも「あの子、変！」ではなく「くしゃみ大丈夫？」と見て貰える。それはドキドキ体質がばれる事を怖がる朝あさ岡おかさんにとって良い方向に働くし、万一ばれた場合でも彼女が受けるダメージはずっと少なくなるはずだ。

　……あ、もちろん体質的な意味だけじゃなくて、転校生の朝岡さんにもっともっと友達が出来て欲しいとも思う。……その中でいずれ、朝岡さんが本当に心許せる相手が出来る、かもしれないし。

「体質がばれるのが怖い気持ちは分かるけど、それを理由にずっと避さけるよりは良いかも、って思うんだ。俺おれはね」

　いざという時に、本人を支える環かん境きようと信頼──非常に重要なファクターだ。

「……私に上手く出来る、でしょうか？」

「うーん。いきなりプール、はハードルが高いかもしれないけど……でも大きなイベントがあった方が、仲良くなるきっかけは作りやすい。……難むずかしい、かな？」

　時期尚しよう早そうの可能性もあるけど──と改めて問うと、朝岡さんは神妙な顔つきで俯うつむいてしまった。この辺は、距離感が難しい。是非やって、とも言えない。

　俺の立場は医者、つまりアドバイザーだ。治ち療りよう法ほうへの最終的な決定権を持つのは朝岡さんだし、その結果責任を本当の意味で受けるのも朝岡さん。

　……俺は結局、彼女の補佐に過ぎない。けれど、主治医としては全力を尽くす！

　と心の中で決意する間に朝岡さんが顔を上げた。くりっとした瞳ひとみが眩まぶしく輝いている。

「……分かりました。頑張って、みます！」

「うん。じゃあ一緒に頑張ろう！」

「はい！　高たか宮みや先生、一緒にプールに行きましょう！」

「おぅ！　行こう！」

　そうお互い決意を重ね、本日の相談を終えて朝岡さんを帰した五分後にふと気がついた。

　……プール？

　という事は……

　朝岡さんの、生々しい水着姿！

　あの綺き麗れいな身体からだのラインにぴっちりと寄り添う、紐ひも付つきビキニの上下姿が俺の脳裏に、
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「ごふぁっ！」

　ちち、違うんだ。これは朝岡さんのため、朝岡さんのため！　別に水着が見たくてやってる訳ではないのだ！　そう、必然的にエロくなってしまっただけで！

　……でも、と改めて思う。真夏の太陽、はじけ飛ぶ水みず飛沫しぶきの中、朝岡さんの。あの美しいお肌に綺麗な水着が重なる姿を想像するだけで……い、いやいや落ち着け、これは朝岡さんの体質改善が一番の目的であって俺の喜びは二の次。カルテにも旅行ではなく治療計画の一案としてきちんと記き載さいし──

「なあ仁じん、なんでカルテに水着って書いてんだ？」

「のああっ、ち、違うんだ親おや父じ！　かか、書き間違えただけなんだ！」







　……といった経けい緯いを経て俺おれ達たちは水面下で結けつ託たくし、藤ふじ田たさんからのお誘いに頷うなずいた。プールの日取りも来週の土日に決まり、あとは準備をするのみ。という訳でプール一週間前になったその日、授業を終えた俺は診しん療りよう所じよに帰るなり親父に言った。

「親父！　来週の土曜、俺休み貰もらうからよろしく！」

「あ、ちょっと待て仁、プールって来週？　お前来週の土曜は勤務だろ？」

「休む！　つーか親父、俺を普通に勤務シフトに組み込むなっつーの！」

「えー。じゃあ代わりにお前、明日働け。でないと今月のお前の週休が合わんし。というか悪い、俺明日さ、医療講こう演えんを頼まれてるんで夕方から何かあったら頼むなー」

　だから俺を勤務シフトに組み込むなって言ってんだよ！

　……と訴えたいが我慢する。あんまり駄々をこねると親父が小さ枝え子こさんにぶつぶつ言い出すし、俺だって診察業務は嫌きらいじゃない。勉強も、もっとしなきゃいけない。そのためには診察をするのが一番経験になる。学校が終わった後の僅わずかな時間でも、だ。

　帰宅して一息ついた後、自分の部屋にあるロッカーを開いて制服の上から白衣に袖そでを通す。ちなみに制服の上から着てるのはスーツ代わりだ。白衣の下がだらしない格好だと患者さんに不安を与えかねん……高校生がやってる時点でアレだが、せめてもの形でな。

　腕うで紐ひもとダブルボタンを締しめ、気合いを入れて診察室の椅い子すに腰かけると看かん護ご師しの小さ枝え子こさんがニコニコ笑顔で控えていた。小枝子さんはうちの診しん療りよう所じよで働く看護師さんで、お嬢じよう様さまのようにふわふわな髪と、ふくよかな胸元をお持ちの穏おだやかな女性だ。歳としは確か二十……ごにょごにょで、さらに一番大事なのは俺おれの監督役という事。まあさすがに俺一人で診察は危ないからな。言わばお目付役にして、俺が診察している時の、本当の先生でもある。

「今日もよろしくお願いします」

「はい、今日もよろしくね、仁じん君」

　そんな小枝子さんに挨あい拶さつしつつ、診察室の机に置かれたカルテを掴つかむ。学校と違って患者さんを相手にする真剣勝負の土俵だ。緊きん張ちようしつつもしっかり意気込み、カルテの表紙に書かれた名前を睨にらむ。さあ、今日の最初の患者さん。何事も最初が肝心！

「では、朝あさ岡おかひよりさん！　……って何な故ぜに!?」

　思わず突っ込む俺の前で「はい！」と元気な返事と共にドアが開き、朝岡さんが顔を覗のぞかせる。学校帰りらしい制服姿のままの相変わらず可愛かわいい……が、どうして彼女が？

「あらこんにちは。朝岡さんね？」

「は、はい。ええと……」

「看護師の永なが井い小枝子よ。高たか宮みや先生から話は聞いてるわ。小枝子さん、でいいからね」

　小枝子さんがやんわり答え、朝岡さんもこくこくと頷うなずく。

「仁君。私は席を外した方が良いかしら？　じゃあ、何かあったら言ってね」

「え、ええと……」

　ニコニコしながら余裕の笑みを浮かべ、親おや父じのいる隣となりの第一診察室にすっと消えていく小枝子さん。親父から何を聞いたんだろう……まあ、それより。

「で、どうしたの？　朝岡さん」

「あ、ええと……この前臨りん時じで頂いた鼻炎のお薬が切れてしまったので、もう一度貰もらおうと……それに、改めて相談したい事も出来まして。いまお仕事、大丈夫ですか？」

「うん。カルテも無いし他ほかの患者さんも来てないけど……」

　確かに薬の処方は近場に薬局が無い事も合わせ、診療所内でした方が早い。でもわざわざ診察室まで来ての相談となれば、重大な事だろうか。もしや、また体調に問題が……？

　窺うかがう俺の前で朝岡さんが背筋をぴんと伸ばす。

「私、先日の話を改めて考えたんです。プールの事、本当に大丈夫かな、って。……もちろん頑張ろうとは決めたんですけれど、考えるとやっぱり……」

「ああ……うん。不安になるのも仕方ないと思う」

　怖いものは怖い。俺おれも時期尚しよう早そうの可能性はあると思ってたし、朝あさ岡おかさんが辛つらいと言うなら焦あせる事はない。プールはキャンセルして、じっくり時間をかけても──

「でも私、そういうのに負けたら駄目だ、って思うんです。今は高たか宮みや先生が付いてくれてますし、アドバイスも貰もらいました。私も……周りの人にどう見て貰えるのかって、凄すごく、凄く重要な事だって分かります。だから今度は頑張ろう、って。でも高宮先生に頼ってばかりじゃなくて、自分にも出来る事はないか、私も考えてみたんです。それで……」

　そこまで言って、朝岡さんが真剣な眼まな差ざしで俺を見た。そのちょっと格好良い姿に、心臓がどきり、と跳ねて……

「私、思い出したんです。ドキドキ体質の対処法の一つ」

「そうなの？　え、どんな方法？」

　それは大変興味深い。というか聞かせて欲しい。

　経験則は大事だ。もし具体的な対策があるなら俺としては是非──

「はい。その方法は……ドキドキ貯金作戦、です！」

　ドキドキを、貯金！

　って……

「え？」

　貯金って。蓄たくわえる、っていう意味だよね？

　……ドキドキって、エネルギーみたいに蓄えられるの？

「ええと……朝岡さん？　それ、予あらかじめ沢たく山さんドキドキしておいて、後で出すっていう意味、かな？」

「はい。イメージとしてはそんな感じです」

「いや、でもドキドキって、基本的には心臓の拍動の事だよね？　心臓の筋肉は不ふ随ずい意い筋きんって言って、自分の意識で動かしたりは出来ないんだけど……」

　と医学的な常識を述べる俺であったが、

「でも私、ドキドキした時の記憶を思い浮かべて、思い出しドキドキが少し、出来ます。もちろん効果は薄うすくなってしまうんですが……中学の修学旅行の時、旅行前にアクション映画やホラー映画を見て、その事を思い出したら少し抑えられた事がありまして。……結局、最後までは持たなかったんですが……」

　なるほど。要はドキドキした経験を思い浮かべ、興奮して胸を高鳴らせる、という理屈か。そういえば俺も朝岡さんの顔を思い浮かべると心臓が……あれと同じだな。

「ですので事前にいっぱいドキドキしておいて、プールの時に万が一何かあっても、少しは自分で切り抜けられるようにしたいんです。……どう、ですか？」

「うん。発想は凄くいいと思う……けど、あとは実践方法かな」

「はい。それで、ご相談に」

　朝あさ岡おかさんの声はそこでしぼんでしまう。アイディアは良いが実践方法に難なんあり。やはり俺おれ達の根幹、ドキドキ要素が田舎いなかには少なくて。けれど朝岡さんはさらなるドキドキが必要。

　となると……

「どうしても、上う手まく閃ひらめかなくて……それで申し訳ないんですけれど、高たか宮みや先生に……」

「う……え、えと」

　聞かれて、たらりと俺の頬ほおに一筋の汗が滴したたる。

　映画も無い。アトラクションも無い。しかしプールをこなすにはドキドキが必要。

　そのために、俺はエロい検査でも何でもすると誓った。今こそ真価を発揮する時！

　そう考える俺の脳裏に、即座に出来そうな検査が幾つか浮かぶ。とはいえ、これは偽にせの検査。胃カメラや大腸ファイバーのように侵しん襲しゆう性せいの高いものや痛いものは当然厳げん禁きん。となれば出来るだけ非侵襲的な……例えばエコーや心電図、他ほかにはレントゲン検査、マンモグラフィー……あ、いや、あれはある意味侵襲性があるし……

　というか。

　なんていうか……

「う、うぐぐ……」

　嘘うその検査、って改めて考えると物もの凄すごい罪悪感があるな！　こう、医学の道に真まっ向こうから喧けん嘩かを売っているような……！

「高宮先生？　な、なんかとても困ったようなお顔を」

「はっ……だ、大丈夫！」

　いかん。朝岡さんの前で不安な顔を見せるな俺。やるって決めたからにはやる！　これは彼女のためだから。そう、頑張るって誓ったし！

「よし分かった朝岡さん。じゃあそのドキドキ貯金をしよう！」

「はい。……でも私、まだ方法が閃いてなくて……」

「大丈夫！　方法は、ずばり！」

　朝岡さんをドキドキさせるには！

　……さ、させる、には……！

　…………うん。

　なんにも閃かねーっ！

　いや検査自体は脳裏を過よぎるんだが、それが本当に効果的か判断が付かない。いかん、俺マジ終わってる全然使えねぇー！

　せめてもう少し時間があれば。或あるいは検査時間がたっぷりあるなら、幾らかやりようも……

　うん？

　……たっぷりと時間。検査に悩む……

　そ、そうだ！　丸一日費やす、アレなら！

「じゃ、じゃあさ朝あさ岡おかさん。明日、うちの診しん療りよう所じよで一泊しない？」

「え、一泊、ですか？」

「そう。一泊二日の人間ドック！　……とか、どうかな？」

　朝岡さんが「？」と首を傾かしげる。

　人間ドックとは、簡単に言えば総合的な健康診断の事だ。自分の身体からだに気づきにくい癌がんや病変が無いかの精密検査を半日、或あるいは一泊二日や二泊三日で行う総チェック。身体測定に始まり視覚聴覚、心肺機能に血液データ、Ｘ線、超音波や胃カメラ、豪勢な場合にはＭＲＩやＰＥＴ検査まで網もう羅らするまさに検査のオンパレード、総合商社と呼ぶべき代しろ物もの──

「……というのが一般的な人間ドックなんだけど、朝岡さん用に特別に、ドキドキと検査を織おり交まぜた形で考えてみようかな、って思うんだ」

「織り交ぜる……」

「ドックって言っても、朝岡さんに胃カメラとかする必要は無いからさ。その辺は省はぶいて、代わりに朝岡さんがドキドキするものを用意する。これは俺おれが何か方法を……映画とかゲームとか、とにかく考えるから。で、さらにその状態で普通の時とどう違うか、血圧や心電図を測って比べたりする、と！」

　要はアクション系や恋愛系の映画と検査のダブルコンボで朝岡さんに膨ぼう大だいなドキドキをプレゼントしよう、という方針だ。名付けるなら一泊二日のドキドキドック、みたいな？

「そ、そんな事出来るんですか？」

「もちろん！　俺、医者だし！　大丈夫、もう頭の中には検査メニューと朝岡さんをドキドキさせる方法、ちょっとずつ閃ひらめいてるから。大船に乗った気持ちでいてくれ、朝岡さん！」

　そう答えて己おのれの胸を叩たたき、自信満々に答えてみせる。

　もちろん朝岡さんは喜んで同意した！

「分かりました……！　では明日、よろしくお願いします高たか宮みや先生！」

「おぅ！　という訳で明日から一泊二日！　えと、お母さんには上う手まく説明して貰もらえれば……」

「はい！　あ、ありがとうございます……！」

　そう答える朝岡さんの笑顔はなんとも眩まぶしく、可愛かわいい……！　と思う俺の背筋にたらり、と冷や汗が一筋流れる。

　……もちろん、まだ何も閃いてないけどな！

　とりあえず時間枠だけたっぷり用意し明日まで考える、という『後回し大作戦』である……







　さあどうしよう！　考えた。紙に書いてみた。

　やっぱり閃かなかった。

　検査の選択肢自体は幾つかあるのだ。が、患者さんに非ひ侵しん襲しゆう的てきで、なおかつドキドキする検査となると難むずかしい。先日のエコーや心電図はそういう意味で優すぐれた一手だったと思う……が、二度同じ手を使うのは。しかも一泊二日を丸々検査する訳にも──

　ってか。一泊二日!?

　朝あさ岡おかさんが？　俺おれの家に泊まる！

「うおお、普通にお泊まりじゃねーかこれ、何出まかせで言ってる訳よ俺マジ馬ば鹿かじゃねーの!?　ドキドキするの俺だし！　誰だれだよ適当にドックとか言い出したの！」

　とりあえず全検査をカバー出来ると思ったのが馬鹿だった。つーか高たか宮みや診しん療りよう所じよは普段ドックしてねーし！　これ超やべーじゃん！

　でも朝岡さんの期待を裏切る訳には……それだけは……

　と結局一晩中頭を抱えていたが、最後まで結局閃ひらめかず翌朝を迎え、どんよりした顔のまま食卓についたところで親おや父じに突っ込まれた。

　簡単に事情を説明すると、親父は「また大きく出たなぁ」と笑って、

「あのな、仁じん。それ、本当の検査でやる必要は無いんだろ？　だったら検査に細工してエロくしてもいいよな。そもそもエロじゃなくても朝岡さんがドキドキすればいいんだし。普通にビデオとか借りてきて見れば？　朝岡さん、映画好きなんだろ？」

「あ……そ、そうか。でもうちの傍そばの飯いい田だ屋やさんのビデオはちょっと古くて──」

「十八禁借りてくりゃいいだろ」

「十八禁!?　いい、いやそれは……って何言ってんだよ親父アホか！」

　朝岡さんに、俺が、エロビデオを見せろと!?　つーか俺まだ十八歳未満なんですけど!?

　と思ったのだが、親父はぽりぽりと無ぶ精しよう髭ひげを掻かきながら、

「もろ十八禁じゃなくても、映画中に普通にセクシーシーンが入る恋愛ものでもいいだろ？　一昔前に流は行やった『タ○タニック』もベッドシーンあるし、昔の連ドラでも面おも白しろくてエロいのあるし。しかもお前と朝岡さんが並んで恋愛映画とか見れば超ドキドキ！　お前が」

「だから俺じゃねーよ！」

「ま、ガチ十八禁に手を出してもいいけど」

「するかーっ！　つーか朝岡さんにどう説明するんだそれ！」

「ああ？　んなの心臓に負荷をかけて調べます、エルゴメーター代わりの負荷心電図検査ですとでも言っとけば大丈夫だって。嘘うそも方便だろ？　んで、ドキドキしたところでお前が朝岡さんの服をはだけてすかさず心電図を撮さつ──」

「ぬがーっ！」

　思わず吼ほえると親父は溜ため息いき一つついた後「仕方ねぇなあ」と呟つぶやいた。

「ほれ、紙貸してみ。俺が医学知識の粋すいを尽くしてネタ考えてやるから」

　そう呟きながら親父は机の前でペンを回すこと十分。「～～♪」と上じよう機き嫌げんに手書きを終えた二枚の紙を用意し、その片方を封筒に入れて表に『朝あさ岡おかひより様へ』と書き加えた。

「これが検査前の事前準備表。朝岡さんに渡せば大丈夫だ」

「え。事前処置が必要な検査までやんの？」

　事前処置とは、要は胃カメラ施行前にご飯を食べてはいけません、みたいなアレだ。でもそれ、結構大がかりな検査に使う奴やつじゃ……まさか、大腸ファイバー検査とかしないよな？

　と思う俺おれの前で親おや父じが指を振る。

「一応、一泊だろ？　パジャマを用意してください、とかさ。うちの診しん療りよう所じよって一般患者のドックとか受け付けてないから、予備の病衣ぐらいしか無いし」

　と言いつつ俺にも一枚表を渡す。検査項目の一番上は無ぶ難なんに血圧脈波。続いて、

『整体マッサージ』

　はい？

「ま、整体だって立派な治療！　ここはお前が朝岡さんの背中に乗って、治療と称して彼女の身体からだに触りたい放題！　いや別に逆でもいいけどな？　お前が朝岡さんに馬乗りにされても、それはそれで騎き乗じよう位いという立派な──」

「そんな検査あるかーっ！」




　　　　＊




「く、くそぅ……親父を頼りにした俺が馬ば鹿かだった……確かにマッサージはありかもしれんけど、でも……お、俺はそこまでまだ大胆には……！」

　と独り言で親父を非ひ難なんしつつも、結局その言葉に惑まどわされている自分がいたりする。

　土曜日、半日授業を終えた俺は朝岡さんが来るまでの間にこっそり近所のビデオ店、俺達が飯いい田ださん家ちと呼んでるレンタル屋を訪れていた。

　診療所と同じく自宅兼用となっている店の大きさは一般的なコンビニよりも狭く、所狭しとＶＨＳが置かれている。内容も時代を感じさせる九〇年代のドラマや任にん侠きようモノの映画が多く、また近所のご老人に人気なのか、印いん籠ろうを取り出して悪を成敗する某有名シリーズが表面を向いて並んでいる。

　……親父の言う十八禁は論外だが、探せば昔のドラマや映画でも面おも白しろいものがあるはずだ。未いまだ色あせず、テレビの洋画劇げき場じようで何度も放映されてる名作映画も沢たく山さんある。今や当たり前になった３Ｄ映画は無理でも、丁てい寧ねいに探せばＶＨＳにだって必ず。

　でも、あんまり時間もかけていられない。親父が医療講こう演えんで三時過ぎには出るから、それまでには帰らないと……とポケットの携帯で時間を確認しつつ、ビデオの棚を一段一段覗のぞいていく。アクション、コメディ、邦画ドラマと続いて恋愛映画に視線が向き……

「うっ」

　ぴたり、と視線が合ってしまった。

　店内の一番奥。『十八禁』の文字と共に、通行止めのマークが書かれたのれんである。店内のエアコンが効きいてるせいか、模様が僅わずかにゆらめき俺おれを誘っているようにも見える……

「……い、いやいや。さすがに十八禁は……でも」

　大体こういうビデオ屋は、十八禁コーナーの手前にちょっとセクシーなビデオが置いてあったりするはず。お色気の強い映画、というか。

　……か、借りるって決めた訳じゃない。ちょっと近づくだけだから、と念を押しつつ周囲を見渡す。この辺は田舎いなかでコミュニティが狭いからな。もし俺が十八禁コーナーの傍そばにいたなんてクラスメイトに知られたら間違いなく阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図、俺は高たか宮みや診しん療りよう所じよのエロ医者として噂うわさになる！

　という事にならないよう棚の隙すき間まからまず店内の入口を覗のぞき、一般ビデオコーナーに人気が無いのを確認してのれんに近づく。まず傍にある適当な映画に手を伸ばした。明確に十八禁とは書かれてないが、手にしたパッケージの裏には『嫉しつ妬とと憎悪絡まる恋愛事情！』と多少やばげなシーンを載のせた恋物語の様相が描かれている。……やはりこれ位は必要なのか？　十八禁ではないにしろ、十五禁のベッドシーンぐらいは──と迷いが脳裏を過よぎった、その時。

　不意に。

　かさっ、と十八禁マークののれんが揺れた。

「……え？」

　と俺が戸と惑まどう間もなく……

　出てきたお客さんの女の子と、視線が合った。

　顔に硬派なフレーム眼鏡めがねを載せた、いかにも真ま面じ目めかつ勤勉そうな彼女の顔には見覚えがある。……ええと……

　うちのクラス委員長の、藤ふじ田たさんこと藤田雪ゆき……？

　がちこん、と俺の身体からだが硬直し、彼女もまた俺に気づいて頬ほおを強こわ張ばらせた。思考が一いつ瞬しゆん遅れ、遅れて……

　そんな、馬ば鹿かな。

　何な故ぜ、彼女がここに？

「ふ、藤田さん？」

「……たた、高たか宮みや君……？」

　藤田さんが焦あせり、手元のビデオを取り落とす。床に零こぼれたのは『都会の女子高生、禁断の××××事情』とかいうタイトルの一品で……

　っていうか。な、何を手にしてるの藤田さん？

　それ、どう見ても真ま面じ目めな眼鏡めがねの委員長がチョイスするビデオじゃない、けど？

「あ……こ、これは……私、その……」

　藤ふじ田たさんがだらだらと大汗を流し始める。状況を理解したのか、眼鏡を載のせた真面目そうな顔がスローな動作で、ふらふら～っと揺れて。

　なんとも乾いた笑みを浮かべた後。

　ふんわりと……

「……あうっ」

　倒れた！

「藤田さん!?」

「高たか宮みや君に見られた……私の、私の秘密にしてた委員長的プライバシーが……もうあたし学校行けない……明日にはみんなから間違いなく眼鏡のエロ委員長って囁ささやかれて、そのうち体育館に連れ込まれてマットの上でアレやコレな事されるんだわ……」

「いや何言ってんの藤田さん大丈夫だから!?」

　つーか俺おれもこの状況ばれたらやばいし！

　と言っても俺に見られたショックで完全にダウンしている藤田さんには通じない。どうしよう、とりあえず起こさないと──と焦あせる横で、店の入口からキンコーンと来客を知らせるベルが鳴る。まずい、と顔を上げて棚の隙すき間まから覗のぞくと、

「ド～はど～きど～きのド～、レ～はレンタル～のレ～～」

　盛大にアホな歌を歌いながら入ってきたのはうちのクラスの馬ば鹿か男子、山やま一いち！　棚の隙間から見えるツンツン頭と音おん痴ち過ぎる間抜けな歌は間違いない、ってマジやべぇ！　あんな歩くスピーカーみたいな奴やつに十八禁コーナーでダウンしてる藤田さんと俺なんて構図を見られたら……俺の人生が今度こそ終わる！　つーか俺、人生のピンチ多いな最近！

「ふ、藤田さん起きて！」

「そ、そんなとこ駄目よ……私は真面目な委員長なんだから……」

　駄目だ完かん璧ぺきに意識が飛んでる。ええい、仕方ない！

「ごめん藤田さん！」

　目を回している彼女を抱きかかえ、取り落とした女子高生もののビデオも掴つかんで逃げる。でも人一人がようやく通れる店内で見つからないのは無理過ぎる──と俺が見渡して目についたのは。

　十八禁コーナー手前にある、個室のトイレだった。

「くっ……じ、女子トイレよりはマシか……！」

　やむを得ず藤田さんを抱えて飛び込みドアを閉じた。室内は家庭用トイレと変わらず薄うす明あかるい白熱灯一つの洋式トイレで、二人で入ると相当狭い。というか藤田さんが俺にしな垂だれかかっているため、やむなく俺が便座に座って藤田さんの身体からだを抱きしめている……ってこれどういう状況だよ。個室トイレに女子高生もののエロビデオ抱えて女の子を抱きしめるとか！

　いや仕方ないんだ、これは藤ふじ田たさんと俺おれの面子メンツ、ひいては朝あさ岡おかさんに関かかわるから……と冷静に判断するのだが、倒れないよう抱きしめる藤田さんの柔らかい身体からだの質感と鼻び腔こうを刺し激げきする女の子らしい甘い香りに、どうしても、その、顔が赤くなってしまう。そのうえ、

「きっと男の子に脅迫されて、私は玩具おもちやのように回されるんだわ……ううっ」

　と傍そばで譫うわ言ごとを呟つぶやく藤田さんの吐と息いきが頬ほおに触れる。う、くっ、と視線を何とか逸そらして見えたのは俺の手にした『都会の女子高生、禁断の××××事情』の文字だ。ってか今がもう禁断状態じゃねーかマジで……！

　駄目だ、このままでは俺が（理性的な意味で）苦しい。

　つーか、

「藤田さん、大丈夫？」

「んぅ……」

　彼女の様子も気になり、声をかけると反応する藤田さん。俺に見られたショックで目を回しただけだと思うが、一応は意識を失った訳だし様子は見ておかないと。まあ頭部打撲じゃないから精神的ショックによる……ええと、なんだ。迷走神経反射だっけ？　まあ要は一過性の何とかって奴やつだ、と思いつつ彼女の顔を覗のぞき込こむ。

　……おぅ……

　知的な眼鏡めがねと、閉じた瞼まぶたに普段とのギャップが……俺も眼鏡フェチになりそうだぜ……

　って違うし！　なんでトイレの中で興奮してんの俺！

　でもよくよく観察すると藤田さんの眼鏡をかけた真ま面じ目めそうな横顔も、頬を朱に染めてはぁはぁと小さく口にする息づかいも艶つやっぽく、なんだか喘あえぎ声ごえのようにも聞こえ、そして全身に熱を帯びてる感じと頬を流れる汗が……

　うん？

　ちょっと待てよ。それって。

　倒れたのとは関係無いと思うけど……普通に、風か邪ぜっぽくない？

　耳を澄すますと呼吸も若干荒い気がする。性的な意味じゃなくて、呼吸苦のような感じで。まあ風邪ってのは発熱だけじゃ言えないし、扁へん桃とう腺せんが腫はれてるとかくしゃみ、鼻水、咳せきなんかの症状と合わせて、だけど……

　段々気になってきた。

　ちょっとごめん、と額ひたいの髪を押し上げおでこをぺたりと合わせる。額に強い熱感を覚え、民間手段ながら熱もあるかな……と思ったところで。

「ん……？」

　藤田さんが、ゆっくりと瞼を開いた。

　──個室トイレの中。藤田さんを連れ込み、おでこを合わせて視線が合う俺達。

　お互いの眼まな差ざしが、おもいっきり間近に。唇が触れそうなほど近く、頬ほおを赤くしたまま顔を合わせている状態……

「た、高たか宮みや君？　……え？」

「あ、えと、いやこれは……！」

　いかん、どう見ても気絶した女子高生をトイレに連れ込み、怪しい事してる状態！

　当然藤ふじ田たさんは焦あせって口を開き、

「わ、私むぐっ」

「しーっ！　ご、ごめん藤田さん静かに！」

　声を出される前に口を塞ふさぐ。完かん璧ぺき怪しい人だがここで暴あばれられるとお互い困る！

「あ、あのね藤田さん、外に山やま一いちが来てさ、俺おれ達そこの十八禁コーナーで会って、えっと、と、とにかく今外に出ると人に見られる……！　だ、だから、しーっ！」

　適当な説明だったが藤田さんは即座に頷うなずいた。さすが委員長、理解が早くて助かる！

「ってか藤田さん、熱あるよね？　大丈夫？」

「え？　……あ、うん。大丈夫。ただの風か邪ぜ。家出る前は八度一分ぐらいだったもの」

「いや八度一分って立派な熱だし。寒気とか無い？　熱あるのに何でこんな所にいるの？」

「え？　えと、それは……その……」

　矢継ぎ早に質問すると、頬を赤くする藤田さん。ってまあ理由は言いにくいよね!?　俺だって言えない理由があるし……藤田さんには藤田さんの複雑な事情がある、と理解しておいた方が無ぶ難なんかも……？

「……と、友達が、訳あってどうしてもえっちなビデオが借りたいって言うから、あたしが代わりに……」

　どうしてもの理由でえっちなビデオを借りに来させる友達がいるか！　しかも代理とかあり得んし！　って俺も似たような状況か!?

　……い、いや、或あるいは藤田さんなりの事情を隠す言い訳かも……ううっ、駄目だ、俺の状況が状況なだけに真実が分からない。もう何も分からない。ただ分かるのはトイレで彼女の身体からだを支えている、という魅み惑わく的てきな……い、いや危険な状態だという事だけ。

「とにかく藤田さん、もう少し隠れてて。……本当に熱大丈夫？　うちに来れば風邪薬とか解熱剤も処方できるし、脱水気味なら点滴も打つけど」

「……そう、ね。もし良ければ。ごめんなさい、迷惑かけてしまって」

「い、いや俺の方こそ、トイレでごめん……っていうか、そろそろ出たいけど……」

　でも山一が店を出たかどうか判断出来ん。十分ぐらい引きこもるか？　それでも他ほかの客と鉢合わせたらまずい。早めに藤田さんを診しん療りよう所じよに連れて行きたいけど、見つかると問題が……と眉まゆを寄せる俺を見て、藤田さんが「どうしたの？」と尋たずねてくる。

　事情を話すと彼女が頷いてスカートのポケットから携帯を取り出し、口元を隠しながらぼそぼそと何かを伝えた。電話はすぐに切れ、俺おれが首を傾かしげていると藤ふじ田たさんは紅こう潮ちようした顔で薄うすく微ほほ笑えむ。

「大丈夫。いま助けを呼んだから」

　助け？　と首を傾げた俺の前で、トイレの扉がコンコン、とノックされる。藤田さんが腕を伸ばして開くと、そこに顔を見せたのは。

「ゆっきー、大丈夫だよ、ホントごめん！　あたしが見ておけ……ば？」

　と、元気に藤田さんに声をかけつつ、俺と視線が合って硬直する松まつ野のの姿であった。

　一いつ瞬しゆん硬直し、そして、

「な……じじ、仁じん～っ！　ゆっきートイレに連れ込んで何やってんの!?」

　キレた。

　いや、これには深い深い事情があってだな……




　　　　＊




　その深い事情と誤解は藤田さんが丁てい寧ねいに解いてくれた。まあ、それは良い。

　それより、俺が気になる事は！

「あのさ松野、お前こそ近くで何してたんだ？　来るまで電話から五分も経たってないぞ？」

「え!?　いや、それは……あ、あのぅ……」

　熱っぽい藤田さんと松野を連れて高たか宮みや診しん療りよう所じよへと戻る道すがら尋たずねると、松野は気まずそうに視線を逸そらして藤田さんと目を合わせる。ちなみにこの二人は良き友達……

「藤田さんにビデオ借りさせた犯人はお前か松野」

「も、申し訳ありませんでしたぁ～！」

　あっさり自白する真犯人。動機は何だ？　どうしてこんな事を？

「いやぁ……実は兄貴がこの前テストで悪い成績取ってへこんでさ。大学の合格予想判定、みたいのあるじゃん？　それが今までＢ取ってたのが今回だけＣ判定で、なんかすっごい落ち込んでて……励まそうと思って」

「ああ、お前の兄貴頭いいもんな……でもそれで十八禁ビデオは無いだろ普通」

「いや、うちの兄貴エロいの超大好きみたいだし……そ、それで前に兄貴が普通の映画と勘違いして貸してくれたビデオ見てあたし、半なかばトラウマに……」

　と顔を真っ赤に染めて焦あせる松野。

「だから藤田さん呼んで借りてきて貰もらったのか？　つーか松野、苦にが手てなのにわざわざ十八禁ビデオ借りるっておかしいだろ」

「あ、あたしもそうは思ったけど！　でも兄貴が一番好きそうなのそれだし、どーにか元気づけようと悩みに悩んだ末に、苦手だって分かってたけど覚悟を決めたの、あたしは！」

「で、覚悟を決めて友達に借りに行かせたのかお前は」

「あうぅ……だ、だって他ほかに思いつかなくて……」

「……あんまり怒らないであげて、高たか宮みや君。まっつーも、お兄さんの力になりたいのよ」

　熱で冷や汗を流しながらもカバーしてくれる藤ふじ田たさんマジ人格者。でも。

「それでも藤田さんに借りに行かせるのは可哀かわい想そう過ぎるだろお前。大体兄貴がエロビデオ沢たく山さん持ってるなら、藤田さんに適当に選んで貰もらっても、その……ま、満足出来るのか？」

「いや、その辺はゆっきーが詳し……あ」

「うん？」

　何な故ぜか口ごもる松まつ野のと、こほん、と咳せき払ばらいする藤田さん。

「私はまっつーの友達だから……」

　そう言われると言葉も無い。真ま面じ目めな藤田さんらしい選択と言えばそうなのかも。

「でも本当ごめんね、ゆっきー……あとで何かお詫わびするから。ってか熱あるなら最初からそう言ってよ本当！」

「うん。私も言おうとは思ったんだけど……まっつーの泣きそうな声聞いたら、気が引けて……でも高たか宮みや君とも会えたから、病院にも行けるし」

　そういう意味では幸運だったのか、と思いながらレンタル屋を曲がり、畑と民家の石段が並ぶ一車線を歩いて行く。偶然とはいえ、藤田さんを診しん療りよう所じよに連れて行けるのは良いタイミングだ。今なら親おや父じも医療講こう演えん前だし、ギリギリ診みて貰えるはず。

　それに昼間だし、患者さんも少ないからすぐに……と期待しながらガソリンスタンドの向こうに姿を見せ始めた高宮診療所へ目を懲こらす。が、期待に反して丁度入口の自動ドアが開き、新しい患者さんが入っていくのが見えた。僅わずかに見えたのは夏場らしい白の制服と紺色のスカート、あの姿からするにうちの高校の……高校？

「……はっ！」

　し……しまったああああっ！

　今の後ろ姿は。もしかすると、朝あさ岡おかさん!?　よ、予定時間よりも大分早い！

　という事は……こ、このままでは。

　下へ手たしたら、朝岡さんと藤田さん達がバッティングしてしまう……！

「どしたの？　仁じん」

「え!?　い、いや何でも……あ、あのさ藤田さん」

「ん？」

　どうしよう、少し時間を遅らせて朝岡さんに事情を、と藤田さんと顔を見合わせる。が、その彼女の頬ほおには冷や汗が流れ、冷静さは装よそおっているが顔色も悪く呼吸も荒い。駄目だ、普通そうに振ふる舞まってるけど結構辛つらそう……外で待ってて、なんて言える雰囲気じゃない！

「な、何でもない。えと、ど、どうしよう……！」

　駄目だ、まずは出たトコ勝負。朝あさ岡おかさんと受付や待合室でばったり、程度なら体調不良で誤ご魔ま化かす！　後はその場で何とかするしか。

　祈りつつ診しん療りよう所じよ入口の自動ドアを開き、びびりながら中を窺うかがう。朝岡さんの姿は……無い。代わりに入口のカウンターに受付のお姉さんと、その後ろで親おや父じがカルテを棚に戻す姿が見えた。親父が俺に気づいて「おぅ」と声をかける。

「仁じん。遅いぞお前。さっき朝岡さ──」

「はいストップ親父ぃー！　うちのクラスの委員長が熱出したんだ、是非診みてくれ！」

「あん？　風か邪ぜ？　お前が診ろよ」

「いや悪い、俺おれちょっと用事が……！　って事で松まつ野の、藤田さん、ちょっと親父に診て貰もらっててくれ。俺も後で行くからさ！」

　と言いながら受付を回り込んで親父に接近、後ろの二人に聞こえないよう声を潜ひそめる。

「……で、あ、朝岡さんは今どこ？」

「ん？　ああ、お前の部屋に通して待たせておいたけど」

　それはありがたい。まず朝岡さんに話を通さないと鉢合わせになった時に困る。「ごめん、また後で」と藤田さんの事を松野と親父にお願いし、俺はそそくさと二階に上がりながら……

　不安になってきた。

「っていうか朝岡さん、怒るかなぁ……」

　体質がばれないための人間ドックなのに、他ほかのクラスメイト連れてきたとか……まあ仕方ないんだけど、謝あやまるしかない。うん、と心に決めて俺の部屋に入ると、朝岡さんは身を屈かがめて木製の棚に並んだ解剖学と腹部エコーの本を興味深そうに眺めていた。

「お待たせ、朝岡さん」

「あ、高たか宮みや先生。今日はよろしくお願いします！」

　立ち上がり、彼女が気合いの入った挨あい拶さつをする。その後に、にっこりと笑顔。

　……そうだよなぁ、楽しみにしてたよなぁ。

　……い、言いにくい……！

「高宮先生。この本って、ぜんぶ高宮先生が読んでるんですか？」

「え？　あ、うん。そうだよ。親父から借りた本ばっかりだけど」

「……私も少し、読んでみてもいいですか？」

「え？　いいけど。どうしたの？」

「私、考えてみたら今まで自分で調べた事が無かったので……高宮先生を見ていて、思ったんです。私も自分で医学を勉強して、自分で解決法を探してみようかな、と……」

　それは良い事かもしれない、と思った。自分の体質について逃げずに向き合う姿勢は大事だし、あと個人的な事を言えば朝岡さんと医学のお話が出来る！

　そうすればもしかしたら、将来二人でデートした時に、

『高たか宮みや先生。私、お腹なかの所見の見方が分からなくて……この、アッペ、って何ですか？』

『アッペってのは一般的に言う盲腸の事だよ。右下腹部痛がメインで圧痛と筋性防御、あと血液データでは白血球とかＣＲＰ上昇なんかが出るけど、診断には腹部エコーと造ぞう影えいＣＴかな。特にＣＴだと憩けい室しつ炎えんみたいな他ほかの病気との鑑しき別べつ診断も正確に出来るから良いと思う』

『す、凄すごいです！　高宮先生って本当に何でも知ってますね！　私、憧あこがれます……！』

　なんて会話が出来るかもしれない。何だか楽しそう──

　と思う前で朝あさ岡おかさんがおもむろに棚の一番下にある『ステッ○マン医学大事典』という辞典に手を伸ばし……って、

「ふおおっと！」

　慌てて朝岡さんの前に回り込む。朝岡さんが首を傾かしげるが、えと……こ、この辞書は外カバーと中身がちょっと違って、確かに解剖学の本なんだけどこう、女の子の美しさに関する男専用の専門書と言いますか……！

　っていうか俺おれの部屋って今さらだけど超やばくね!?　朝岡さんには相応ふさわしくない本とか、あとベッド下にも危険なビデオとか。いくら朝岡さんが十五禁系のを読んでたとはいえ、俺の所持品には年齢制限的に言う十八禁ものがあって色々と。

　だ、駄目だ。とにかく出ないと。ここで待たせるのはちょっと……！

「ほ、本もいいけど先に検査始めようか！　ね？」

「あ、ごめんなさい。邪じや魔ましてしまって」

「いえいえ！　……ど、どうしよう……！」

　冷や汗を流しながら部屋を出る。でも下には藤ふじ田たさんが診察室に……かといって俺の部屋で三十分も待たせたら、あの調子だと確実に俺の秘密が……うぐぐっ。

「高宮先生。今日はまず何からするのでしょうか……？　私、先生から検査一覧表は貰もらいましたけれど、よく分からなくて」

「え？　ああ、えっと。まず最初は、け、血圧脈波かな！」

　一番簡単な検査名を挙げつつ朝岡さんを検査室へ案内しながら考える。……そうだ、藤田さん達は診察室にいるから検査室には来ない。単なる風か邪ぜならエコーや心電図を行う検査室は不要で、しかもカーテンで仕切れる。なら親おや父じが診察を終わらせるまで朝岡さんを検査室に……

　バッティングしないように、と頭を捻ひねりながら検査室に入り、先日と同じくベッドに横になって貰いカーテンを閉じた。暗い室内に仰あお向むけになる朝岡さんの足下側から、ぶら下がっている血圧脈波測定用のバンドを手に取る。

　ちなみに血圧脈波、通称ＡＢＩとは足首と腕にバンドを巻いて血圧を測定する検査だ。主に動脈硬化なんかを調べる検査で、朝岡さんの体質にはもちろん関係ない。

「……っと、ちょっと待っててね。装置にＩＤ入力するから、カルテ取ってくる」

「は、はい。では私も準備を……」

　準備？

　と首を傾かしげつつ検査室を出て、受付に戻る手前でこっそり診察室を覗のぞく。まだ診察中なのか、ドアは閉じられたままだ。藤ふじ田たさんはまだ中か……そういえば松まつ野のはどこだ？　一緒に診察室にいるのか。

　受付の棚からカルテを取り出し、予あらかじめ挟んでおいた検査伝票を確認しながら検査室へ戻る。血圧脈波の装置を起動しながらカーテンをめくると、朝あさ岡おかさんは手を胸元にそっと当て深呼吸をしていた。あれ、緊きん張ちようしてる？

「大丈夫だよ朝岡さん。この検査は簡単だから」

「は、はい。でも……やっぱり、いざ検査するって思うと、勇気が要りまして。……でも、大丈夫です。……高たか宮みや先生、今度こそ準備しますので、ちょっとお外で……」

「えと、準備？」

　さっきも聞いたけど準備って何だろう。心の準備？

「分かった。じゃあ、落ち着いたら呼んでね」

　血圧を測るのに緊張し過ぎても困るし、とカーテンの向こうに待機しつつ椅い子すに座ってカルテをめくる。今日の日付と血圧脈波実施の文字を記き載さいしつつ、さて、と思ったところで……

「ん……？」

　何やら。

　カーテンの向こうから、何か擦こすれるような音が……

　気のせいか？

「朝岡さん？」

「じゅ、準備出来ました……大丈夫です」

　消え入るような声に首を傾げつつ、まあ検査を始めようか、とカーテンを軽く開いた。

「じゃあ始めぶほぁーっ！」

　吹いた。

「へ、変ですか……？」

　と頬ほおを真っ赤にしながら尋たずねてくる、その彼女のお姿は……

　何な故ぜか、先ほどまでと違う。

　純白の、ビキニの水着！

　こ、こここ、これは一体!?

　っていうか実は夢とか!?

　お、落ち着け。まずは自分の頬をつねるんだ。医学の基本！

「うおお、痛い！　って嘘うそつけ医学ちげーし！」

　思わず一人突っ込みをしてしまったが、それ位しないと理性がやばい。なにせ目の前にいらっしゃるのは憧あこがれの、麗うるわしい水着姿となった朝岡さん……！

　ぴっちりと肌に吸いつく身体からだのラインと真っ白な肌、女性らしさを感じさせる細い腕にくりっとした瞳ひとみで俺おれを見つめるお姿は太陽の如ごとく神こう々ごうしい。さらりと伸びた黒髪と真っ白な肌の境目が黒髪美少女特有の美しさを持ち、生々しくベッドに腰かける質感はまさに本物、完かん璧ぺきなまでに悩殺もの……！　もはやグラビアアイドルなど比ではない！

　うおお、と思わず鼻血まで出てしまいそうな状況だが！　う、嬉うれしいのだが、しかし……！

「ど、どどど、どうしたの朝あさ岡おかさん……み、水着、なんて……」

「え？　えと、どうして、と言われましても……せ、先生のご希望で……」

「希望!?」

　俺、もしかして気づかない間にそんな破は廉れん恥ちな事を朝岡さんに!?

　と焦あせる前で彼女が手持ちの鞄かばんに手を伸ばし、中から茶封筒を取り出した。表に『朝岡ひより様へ』と書かれたそれは親おや父じに言われて渡した、事前準備の問診票だ。

「ここに、水着推奨、と」

「ごふぁっ！」

　吹きながら親父の渡した紙を読むと、

『検査結果を正しく表示するため、当日は検査に適した服装で来る事をお勧すすめします。特に金属類はレントゲン撮さつ影えいやＭＲＩ検査の障害になり、また心電図等の波形に磁気的な乱れを生じさせるため出来るだけ外してください。水着がベストでしょう』

　大おお嘘うそぶっこき過ぎだろ親父！　大体うちＭＲＩ無いし心電図に磁気的な乱れとか無いし、つーか検査着に着替えればいいじゃん！

「私も悩んだのですけれど、検査をきちんとして貰もらうには推奨通りが良いかな、と。……この前のエコーの検査の時でも、服はたくし上げていましたし……他ほかの検査の時にも、着ていない方が綺き麗れいに映ったり、やりやすいのかな、と……」

「そそそ、その気持ちは嬉しいけど朝岡さん、えと！」

　これは親父の嘘なんですごめんなさい──と言おうとした矢先。

「あ、あと、あのっ。実はそれだけ、じゃなくて」

　朝岡さんが指先をもじもじさせて、

「あの……わ、私の水着……どう、ですか？」

「ど、どうって!?」

　言われて思わず視線が彼女の身体に向いてしまう。改めて身体を見下ろせば彼女の浮き上がる鎖さ骨こつのライン、それにクロスする水着の肩かた紐ひもが目につく。リンゴのように顔を真っ赤にしながら俺を見上げる眼まな差ざしも合わせ、もはや、どう、と評する事さえ恐れ多いような……

「この水着、今度のプールに着ていくものなんです。それで、変でないか見て貰おうと……わ、私、皆さんと一緒に行くプールは絶対、成功させたくて……」

「あ……」

「でもあまり、人前で水着を見せた事がなくて。それで……どこか、おかしなところはありませんか？　も、もしあったら今のうちに少しでも直しておこうと……ぷ、プール、頑張りたい、ので……」

　囁ささやくような声で告げ、朝あさ岡おかさんが立ち上がる。水着姿のまま向けられる眼まな差ざしは、不安と期待が入り混じる真剣なもの……

　ごくり、と唾つばを飲み、思考がほんの少し、冷静さを取り戻す。

　最初はびっくりしたけれど。彼女なりに頑張ってるのだと気がついた。

　そりゃあ朝岡さんだって水着は恥ずかしいし、男である俺おれの前で脱ぐなんて言語道断。でも検査のためだし、それ以上に……プール作戦を頑張りたい、という彼女の意気込みが、この水着姿には込められている。

　……そういう、事なら。

「わ、分かった」

　俺だってしっかり見て、変な所がないか確認しなければ。これは彼女の、今回のプール作戦に懸かける誠意そのもの。応こたえねば。

　改めて朝岡さんの身体からだを観察する。純白の水着に包まれた先にあるのは、適度なサイズのカップに包まれた双丘だ。制服とブラジャーに阻はばまれていた部分がはっきりと、俺の視界の中で今まで隠し通されてきた鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように、たっぷりと主張している。小ぶりながら形も美しいそれが、彼女の恥ずかしがる仕草に僅わずかにぷるん、と揺れて……

　って無理ーっ！　水着の美少女をガン見なんて、お、俺にはハードルが高過ぎる！

　というか普段女の子と目線すら上う手まく合わせられない俺には、限界！

　……で、でもとりあえず言えるのは……！

「き、綺き麗れいだし、似合ってると思う」

「綺麗、ですか？」

「うん！　もうなんていうか、綺麗過ぎて、えと、その……こ、言葉が上手く出ないけど」

「良かった……！」

　俺の返事に朝岡さんがぱあっと明るい顔をした。いかん、その笑顔を見ているともはや俺の思考が崩ほう壊かいしかねない！　もう駄目だ、とにかく次に進めないと！　ふおおっ……！

「と、とりあえず血圧脈波を始めようか！　じゃあ横になって！」

「は、はいっ」

　と朝岡さんをもう一度べッドに仰あお向むけで寝かせつつ血圧脈波用のバンドを再度手に取る。先ほども説明したが、この検査は両上じよう肢しと両下肢の血圧を比べるため四カ所同時にバンドを巻いて行う検査だ。その手順通り、順番に左足、右足、ついで上の方に手を伸ばして。

　縛しばる。

　水着の少女の両手両足を、縛る！

「うぐっ……」

　……こ、これはまさか、少女の両手両足を拘束するマニアックプレ……い、いやいや馬ば鹿かな事を考えるな俺おれ。そう頭では思っても検査の都合上、腕や足に力を入れられると検査に支障が出るため確認は必要だ。朝あさ岡おかさんは俺の指示通り力を抜いて瞼まぶたを閉じ、ゆっくりと深呼吸を繰くり返かえしている。血圧計と同じく段々強めに圧迫していき、朝岡さんが少し唇をむずむずさせる。縛る！　縛っていく！　なんという艶つやめかしさ！　血圧測定がこんなにエロいとは！

　ごくり、と唾つばを飲む俺の前で機械が測定終了のアラーム音を鳴らす。確認のため画面を覗のぞき込こむと、上肢下肢ともに正常値、左右差もなく血圧も年相応で問題なし。

「よ、よし、終わったよ朝岡さん。じゃあ次は……」

　そう言いかけて彼女を起こそうとした時だった。

　突然。背後からカラカラッ……と。キャスターの転がるような音が聞こえた。続いて検査室内の入口で一度、カタン、と段差を踏ふむ音が続いて──

「……高たか宮みや君、そこにいる？」

　その声は藤ふじ田たさん、って。

　しまったー！　そうだ俺、朝岡さんに藤田さんの事を言うのを忘れて……！

「ち、ちち、ちょっと待ってね！」

　そう告げて咄とつ嗟さにベッドの頭に置かれたタオルケットを手に取り、

「朝岡さん、ごめん隠れて！　事情は後で話すから！」

「へ？」

　素早く朝岡さんの両肩を掴つかみ、勢いよくベッドに押し倒した！　ひゃあ、と可愛かわいい悲ひ鳴めいをあげる朝岡さんの頭からタオルケットを被かぶせる。慌てる彼女に「しーっ！　静かに！　頼む！」と謝あやまり彼女がタオルの中でもごもご頷うなずくと同時に藤田さんが顔を出す。

　現れた彼女は左腕に点滴をぶら下げており、その点滴棒の取っ手の部分を左手で押していた。点滴に吊つり下さげられた薬自体は水分補給の意味合いが強く、大したものではない。

　だがしかし、状況が……二人が顔を合わせかねない、この状況自体が劇げき薬やくというか……！

「あ、ど、どうしたの？　藤田さん。診察、終わった？」

「ええ。でも結構、熱が上がってて……無理したのが悪かったのかしら。それと咳せきも続いてるから、念のためレントゲンも撮とっておこう、って言われて……それで、高宮君にお願いするからって先生が」

　そう答える彼女の右手には検査伝票の挟まれたカルテが握られている。くそぅ親おや父じめ、クラスメイトだから俺に押しつけたな？　……と思ったが医い療りよう講こう演えんに行くんだったな。今日はもう業務時間も終了してるから人手も無い。そこで俺に回ってきた、というところだろう。

「わ、分かった。じゃあ、診察室の向かいの部屋で撮るから」

「うん。……ところで高宮君。その後ろのタオルケット、なに？」

「ぎくぅ！　こ、ここ、これは……！　えと、俺おれの宝物！　そ、そう、男の子の宝物的な？」

　なんせ水着姿の朝あさ岡おかさんだもの、まさに俺の大事な……いや藤ふじ田たさんに何言ってんだ俺は。男の子の宝物なんて比ひ喩ゆはいかんだろさすがに！

「そ、そう。……と、ところで、高たか宮みや君。一つ、聞いてもいい？」

　案の定、藤田さんの声が上ずる。まずい、誤解された？

　でもタオルケットの中さえ隠し通せば、な、何とか……！

「枕まくら元もとにある……その……」

　藤田さんが怪け訝げんそうな顔でベッドの横、枕元に視線を向ける。

「それは、何？」

「え、それ、って──ぐはぁっ！」

　指摘されて枕元に視線を向け、初めて気がついた。

　……そこには、綺き麗れいに折りたたまれた洗濯物のように。

　朝岡さんの脱ぎたてほかほか、制服の上着とスカートがあるじゃあないですか！

　しかもその上に、ちょこん、と白いブラジャーまで！

「あ、あわわ……っ！」

「ねえ高宮君。もしかして、そのタオルケット……」

「ちちち、違うんだ藤田さん！　こ、この制服とブラジャーは、これはその、断じて女の子が脱いだもの、とかじゃなくて！　あの……えと……あ、あううっ……！」

　もう駄目だ無理だ駄目過ぎる。人一人分のタオルケットに脱いだ制服！

　こ、これは……非常に……というか……

　うん。無理！

　諦あきらめるしかない。状況的に、もう終わっている！

　……ま、まあよく考えれば藤田さんはいい人だし、きっと朝岡さんが検査室で水着姿でも……理解してくれると嬉うれしい、っていうか……も、もう彼女の良心に期待するしか。

「あ、あのさ、藤田さん。その……じ、実は、これは誰だれにも、秘密にして欲しい事なんだけど。……その……」

　と、もはや言い訳を諦め、呟つぶやいた時に……

　ふと、背中に小刻みに触れる振動に、気がついた。

　それは……

　背中のタオルケットの中。朝岡さんが……

　小さく、震えているのだ。

「え……と……」

　気づいた瞬しゆん間かん、ちりっ、と思考に火花が走る。

　……そう、だよな。やっぱり朝岡さんは、自分がここにいる事とか、体質の事とか……ばれるのが、怖いのだ。あれだけ頑張ろうって張り切ってたし、そのために水着まで着てくれた。

　……そんな朝あさ岡おかさんの努力を。

　俺おれのミス程度で台無しにしては駄目だ。

　なら、ここは意地でも守り通す！　俺と、彼女の誓いに懸かけて！

　そう。お医者様として。たとえ男を捨ててでも！

　心に決めた瞬しゆん間かん、そうだ、と俺の脳裏にある手段が閃ひらめく。まさに最悪、しかし最強の必殺技！

「なに？　高たか宮みや君。誰だれにも言わないで欲しい事、って」

「だ、誰にも、秘密にして欲しいんだけど……実はこのブラジャーと服は、その……」

　ごくり、と唾つばを飲み、藤ふじ田たさんと視線を絡め……

　右手を伸ばして朝岡さんのブラジャーを素早く掴つかみ。

　両手で、胸に抱きしめるように、密着！

「俺の、趣味なんだ！　そう、女装です！」

　はい俺の人生終わったー！　真ま面じ目めな藤田さんに女装趣味とかもう詰んだ。ああ、これで俺は高宮診しん療りよう所じよの変態主治医に決定だ。女装趣味を持つ怪しいドクター！　田舎いなかにそんな噂うわさが広まったら高宮診療所は潰つぶれるかもしれん。すまん親おや父じ、不出来な息子で……そして俺の男らしくなるワイルド計画も完全終了もう駄目だ。

　……でもいいんだ。俺、朝岡さんを守れればいい、って決めたんだ……

「た、高宮君、それ……本当？」

「お、おぅ本当！　女装マジ最高！　で、でもほら、こういう秘密の趣味って人それぞれだし、松まつ野のにも秘密にしてる事だから、出来れば誰にも……」

「──高宮君」

「ううっ……そうなんです、俺本当はこんな男です、秘密になんかしてくれませんよね……」

　もう涙ながらに告げる俺だったが、

「ううん、違うの」

　聞こえたのは、藤田さんの妙に柔らかい声だった。

「大丈夫、分かる。人に言いにくい趣味を持つって大変よね」

「はい……って。……え？　え？」

　俺を見つめる藤田さんの顔が赤い。……え、ええと？

「私、なんだか高宮君に親近感を感じる」

「え、ちょ、藤田さん？」

　俺に近づき、とても真面目な眼まな差ざしを向けてくる委員長さん。そして俺の手を取る……って、

「大丈夫よ高宮君、世の中の偏見に負けないで。私、応援するし、もちろん秘密にする」

「あ、ありがとう藤田さん！　秘密にしてくれると俺すげー嬉うれしい……け、けどっ」

　距離が近い！　近いから藤ふじ田たさん！　どうしたの突然俺おれに親近感とか、しかも顔が物もの凄すごく真顔だ。女装的な何かに感じるところがあったの？　っていうかそれ以上行くと朝あさ岡おかさんに触れてしまうー！　タイム、マジでタイム！

　焦あせる俺に気づいてか、藤田さんが「ご、ごめんなさい」と居住まいを正す。とにかく、この場を離れなければ。これ以上何か起きる前に！　なんか藤田さんも様子が変だし！

「じゃあレントゲン撮とろう藤田さん！　ね？　ね？　検査終わらせて休まないと！」

「あ……そ、そうだったわね。私、つい高たか宮みや君の秘密を知って興奮して……ごめんなさい」

「興奮!?　あ、いや謝あやまらなくていいから！　とりあえず診察室の向かいの椅い子すで待ってて貰もらって良い？　俺、準備して行くから！」

　藤田さんにそう伝え、点滴棒を片手に彼女が検査室を出て行く後ろ姿をしっかり確認してからカーテンをもう一度閉めて「ほっ……」と一息。危なかった……

　タオルケットの頭部分をこっそり開けると、朝岡さんも俺と顔を合わせて安あん堵どの息をつく。そんな彼女に事情を説明。藤田さんが風か邪ぜを引き、心配で診しん療りよう所じよに連れてきたこと。予定がバッティングした事を謝しや罪ざいすると、朝岡さんは「いえいえ！」といつもの口調で励ましてくれる。

「病気の方を優先するのは当たり前です、高宮先生。心配しないでください。それに私の方こそ、お手間を取らせてしまって」

「い、いやそんなこと……ううっ。ごめん朝岡さん、悪いけど検査室で待っててくれる？　藤田さん診みた後、必ずきちんと検査もするし、ドキドキもさせるからさ！　あとブラジャー勝手に取ってごめん……！　えと、服は着てて良いから！」

「え、着ても良いんですか？」

「う、うん。必要だったら、脱いで貰えばいいだけだし……」

　今みたいな万が一に備えて服ぐらいは、と朝岡さんに納得して貰う。よし、これで彼女は大丈夫だ。次は藤田さんのレントゲン。にしても良かった、朝岡さんが怒ってなくて──

「あ、高宮先生」

「はい!?　な、なんでしょう？」

　って、やっぱり怒っていらっしゃる!?

「えと。私が話した、という事は控えて欲しいのですけれど……藤田さんに、お大事に、と」

「え!?　あ……あ、う、うん」

　朝岡さんは眉まゆ尻じりを少し落とし、クラスメイトの事を心配している様子がよく分かる。……その顔に、うん、と頷うなずいて。

「じゃあ、朝岡さんの励ましの分まで検査、頑張ってくるから」

「はい！　応援、してます！」

　にこりと微ほほ笑えんで送り出してくれた朝岡さんの何と心お優しい事か。俺が不用意に連れ込んだクラスメイトの心配までしてくれる彼女は天使の生まれ変わりかもしれません。







　朝あさ岡おかさんを検査室に残し、診察室の向かいにあるレントゲン室へと入る。アクリル板のテーブルが置かれた撮さつ影えい室しつを通り抜けて操そう作さ室しつ側へ回り、スイッチを入れて装置を起動。鈍にぶい音と共に機器の立ち上がりを確認した後、点滴棒を片手にした藤ふじ田たさんを入室させる。

　藤田さんは元気そうに振ふる舞まってはいるものの本当は辛つらいのか、動作にキレがない。早めに撮とってあげないと……

「じゃあ写真を撮るから、まず上着とブラジャーを外し……」

　と言いかけて、気がついた。

　……ど、同級生の。真ま面じ目めな委員長である藤田さんの、ブラジャー……

「上着と……ブラジャーも？」

「そ、そう。写真に写っちゃうからさ。金具が」

　言葉に詰まりながら答えたが本当だ。

　さっきの朝岡さんの水着話ではないが、レントゲン検査は身体からだにＸ線を通して写真にする。だからＸ線を通さない金属、つまりブラジャーだと内部に通してあるワイヤーだな。あれが、そのまま写真に写ってしまう。いや別に深い意味は無く歴然とした事実！

　そもそも医学自体が人体を相手にする学問だ。検査でも診察でも手術でも服は邪じや魔ま！　親おや父じの言う、エロ検査ってのもある意味で間違いじゃないんだよ……

　あ、でも上半身全裸って訳じゃないぞ？

「そこの籠かごに、患者さん用のガウンがあるからさ。ブラジャー外して、それに着替えたら教えてね」

　そう伝えて放射線の操作パネル側に回り込み、ドアとカーテンを閉める。大丈夫、いつもの必要手順を踏ふんでるだけ。何もやましい事は無い。普通の患者さん相手でもそうしているし！　……同級生の女の子は初めてだけど……！

「高たか宮みや君」

「あ、着替えた？　じゃあ開けるね」

　よし、今から検査だ検査、ただ素直に写真を撮るだけ──

「はうあっ！」

　と思う俺おれの思考はあっさり打ち砕かれる

　姿を見せた藤田さんは着ていた私服を腕にぶら下げ、上着はホワイトカラーのブラジャーを肩かた紐ひも辺りまで外しかけ、というあられもないお姿であった。胸元は脱ぎかけの服で隠しており、頬ほおを恥ずかしそうに赤く染めている。改めて見る彼女の身体のラインは、スレンダーと喩たとえるのが近いだろうか。全体的に細身なラインで、バランス良くなんとも……じゃなくて、

「ご、ごめん。着替えまだだったね本当ごめん！」

「ちょっと待って」

「いや待ってって、待ったらダメだよね普通に!?」

「でも……これ、どうするの？　と思って」

「え？」

　彼女が左腕を上げた。

　そこには親おや父じが左腕に刺した点滴が下がっている。輸液量を調節されたラインが腕から伸び、その腕に彼女の脱ぎかけの服が引っかかっている。……そうか。点滴がぶら下がってると、一人で服を脱ぐのは難むずかしい。上着はまだしも、ブラジャーは……

　とはいえ対処法は難しくない。着替えを手伝う、それだけだ。

　……。

　……誰だれが？

「う……ま、松まつ野のー！　松野いるか、その辺に！」

「あ、まっつーはあたしが食べやすそうなもの買いに……大丈夫って言ったんだけど、ビデオの件でのお詫わびってことで」

「マジで!?」

　どうしよう。ブラジャー付きの不十分な検査は医い療りよう人じんとして問題だ。し、仕方ない、松野が戻ってくるまで……いや、あんまり待たせると親父の医療講こう演えんが遅れる。かといって俺おれ一人で写真を診みるのも……胸写を撮とるのは出来ても読どく影えいは難しい。俺でも分からん事が……つーか親父は何時までいるんだ？

　と藤ふじ田たさんを残し、診察室でスーツに着替えていた親父に聞いてみた。

「あと五分ぐらいだと助かるなぁ」

　着替えが難しい件も伝えた。

　親父は俺の肩を掴つかんで親指を立てた。

「大丈夫。お前も男だろ？」

　意味わかんねーよ！　つーか暗に『俺が何とかしろ』って意味だよなそれ!?

　うおお、と頭を抱えつつ撮さつ影えい室しつへと戻る。もちろん『撮らない』或あるいは『ブラジャーを付けたまま撮る』のも選択肢の一つだが、でも……

　うぐ。

　……やむを得ない……！

「あ、あのさ、藤田さん」

「なに？」

「……誓って……エロい意味ではないから……着替えを手伝っても良い？　……一応、着替えなくても写真は撮れるけど、もしかしたら、何か見逃す可能性も無くはなくて。だから俺、検査だからきちんと撮とりたいかな、って。もちろん、嫌いやなら諦あきらめるけど……」

　もはや逃げも隠れもせず尋たずねた。

　失礼な事を言ってる自覚はある。が、検査で『万が一』は可能な限り避さけたいのだ。ブラジャーを外さず不十分な検査で終えるか、それとも百パーセントの彼女の健康を取るか。特に藤ふじ田たさんは大事なクラスメイトであり同級生。だからこそ、失礼なのを承知で……百万分の一の可能性であろうと、何かあっては困る。

　真ま面じ目めにお願いすると藤田さんは少し悩んだ末に、こくりと頷うなずいた。で、では失礼して……

「えっと、この点滴のラインを、そのまま袖そでから通す感じで……うん」

　彼女の背中側に回り込み、左腕にぶら下げた私服へと手を伸ばす。服の袖部分を潜くぐらせるように点滴チューブを通して外すと、次に視界に入るのは藤田さんの綺き麗れいなうなじと肩甲骨のライン、そして肩かた紐ひもが脇わきに外れかけたブラジャーだ。背中からでもよく分かる、その薄うすい生地一枚で彼女の大切な胸元を守っている様子が。

　でも、次はそのブラジャーを……！
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　出来るだけ考えないように、直じかに肌へと触れないようにと手を伸ばす。ブラジャーの背中の紐を軽く掴つかみ、なだらかな背中に思わず心臓が跳ねる。それから……

　えと。あ、あれ？

「……あ、あのさ、藤田さん。ご……ごめん」

「ん？」

「……ブラジャーって、最初どこから外すの、かな？」

　そもそもの外し方を知らない事に気づいて戸と惑まどう。と、藤ふじ田たさんはそっと右手を背に回し、

「この真ん中のホックを、ちょっと前後させて外すんだけど……」

「そ、そうなんだ……ありがと……」

　ばくばくと心臓が高鳴る事を自覚しながら言われた通りに指先を伸ばし、前後させると綺き麗れいにホックが外れた。続いて藤田さんが右肩からブラジャーを外し、左に回したところで俺おれが掴つかむ。僅わずかに見えた藤田さんの横顔はむずがゆそうに唇を結んでいて、俺の方までピリピリと緊きん張ちよう感かんが……あまり意識しないようにと頑張るものの、やはり空気を介して意識が伝わるのか互いに動作がぎこちない。そしてどうしても視界にちらつく藤田さんの背中は色白かつ綺麗で、脇わきから微かすかに見える胸元が……き、気をつけないと。藤田さんに決して粗相が無いように……

　唾つばを飲む事すら抑え、音や気配を出さないよう注意しながら点滴チューブを辿たどってブラジャーを外す。そして着替え用のガウンの袖そでを手に取り、再び点滴を通して彼女へと被かぶせる。

「……お、終わったよ。大丈夫。えと、誓って、見てない、から」

　出来るだけ見ないように。意識しないように、自分に出来る最大限の事はしたつもり──

「ねえ。高たか宮みや君って、その……」

「ほ、本当です！　いや本当ごめん！　小さ枝え子こさんいれば良かったんだけど今日もう帰っちゃったみたいで、なんていうかタイミングが──」

「ううん。そうじゃなくて……真ま面じ目めよね、と思って」

「へ？」

　と顔を上げると、藤田さんは小さくはにかんだ。

「高宮君の緊張してる感じと、指先で出来るだけ触らないように、っていう感触が伝わってくるから……学校でも思ってたけれど、高宮君って真面目だな、って思ったの。まっつーもよく言ってるけどね。仁じんはひたむきでいい人、って」

「そそ、そう？　いや俺、学校はともかく診しん療りよう所じよはやっぱ患者さんと向き合う訳だし、真剣にやらないといけないし！」

　め、面と向かって言われると照れる。頭を掻かいてつい目を逸そらすと、藤田さんはくすっと笑ってくれた。

「ねえ高宮君。あとで相談があるんだけど……」

「相談？　あ、でも先に写真撮とろうか」

　いつまでも親おや父じを待たせる訳にもいかない。藤田さんをレントゲン撮さつ影えい用の台の前に立たせ、天井からぶら下がる機械を動かしＸ線の照射野を合わせて曝ばく射しや。撮影自体はすぐに終了だ。写真を現像しつつ、あとはもう一度着替え……

「ご、ごめん藤田さん。また……」

　再び撮さつ影えい室しつ内ないにて彼女のガウンを外し、ブラジャーを腕から通して着替えさせる。何とか服を着終えた藤ふじ田たさんを待たせて親おや父じに写真を確認して貰もらい、問題無い事を確認したのち親父を見送ると「朝あさ岡おかさんと上う手まくやれよ？　あと他ほかの子ともな」と言われつつ藤田さんの処しよ方ほう箋せんを渡された。いやでも、上手くやれよと言われても中々難むずかしい。今は何とか凌しのいでいるが、この先一体どうなるか──




　　　　＊




　とはいえ、何とか検査は終わりだ。

　レントゲン検査も無事終了し、藤田さんを観察室で休ませる。点滴が終わるまで寝て貰う事にした後、朝岡さんの元へと再び戻った。点滴が終わるまで、あと三十分ぐらい……と思いながら検査室のカーテンを開く。と、

「あれま……」

　検査室内が暗かったせいか、朝岡さんもまた検査室のベッドに横たわったまま小さな寝息を立てていた。俺おれの渡したエコーの医学書を片手に、もちろん上着とスカートを着けたまま心ここ地ちよさそうに眠っている。

　風か邪ぜを引かないように、と傍そばのタオルケットをかけてあげた。「んぅ……」と小さな声をあげる朝岡さんはとても愛らしく、その安心しきった寝顔を思わず見守りたくなり……

「可愛かわいい顔で寝てるね」

「おぅ。俺もそう思……う？」

　聞こえた声に振り返る。

　……カーテンの向こうから、こっそり松まつ野のが顔を覗のぞかせていた。

「うおお、ま、松野……っ！　どど、どこから出てきた！」

「いや、さっき買い物終わってゆっきーの顔見に行ってたら寝ててさ。んで、仁じんはどこかな～って覗きに来たんだけど……どゆこと？」

　と告げる顔には疑問半分、もう半分は面おも白しろいものを見つけた猫顔が浮かんでいる。どうしよう。いや違うんだ、ここ、これには深い（けど人に言えない）訳が！

　でもドキドキ体質なんて言えないし、ええと、ええと……！

「と、とりあえず外で」

　朝岡さんを起こさないよう松野を連れて検査室から出た後、

「これはだな松野。ほ、ほら。朝岡さんさ、学校でも噂うわさになってると思うけど少し身体からだが弱いところがあって、俺や親父に相談しに来てたんだよ。それで検査してみようって話になったんだけど、学校のみんなに心配させたくないから秘密でって今日こっそり来たんだけど、そしたら藤田さん達と鉢合わせしそうになって、だから隠れて貰って……！」

　半分真実、でも半分嘘うそといったところだ。そんな半でっちあげ話を聞いた松まつ野のの反応は。

「そうだったの？　朝あさ岡おかさん、もしかして学校でも苦労してた!?」

　意外とあっさり騙だまされた!?

「って、それでも検査室で寝てるの変じゃない？　今日、仁じんのお父さんもいないのに？」

　と思ったけど駄目だった。そうだよなぁ、不自然過ぎるよなぁ。

　……これはもう、理由まで話すしかない、か……？

「ま、でもそういう事にしといてもいいよ？」

　え？　と顔を上げると、松野が意味深に笑った。

「よく分かんないけど朝岡さん、気持ちよさそうに寝てるし。それに仁が変な理由で嘘つくとも思えないし？」

「えと。ひ、秘密にして、くれるのか？」

「ま、朝岡さんが知られたくなさそうならね。仁に限って女の子にどうこうする勇気も無いと思うし」

「いやその言い方は微妙に酷ひどいぞ……俺おれどんだけお前にへたれだと思われてんだよ」

　冗談だって、と軽く手を振る松野。まあでも、松野は秘密にすると約束すれば絶対口外しない……いや。それどころか……と、ふと思う。

　もしかして、松野なら。

　本当の事情を話しても、秘密にしてくれるんじゃないか？

　お調子者に見えるが松野は口も堅いし信頼出来る。……それなら、いっその事。

　一いつ瞬しゆんそんな考えが脳裏を過よぎるが、事実を話すかどうかを決めるのは朝岡さんだ。俺が口にしては駄目だよな。うん……

「それよりさ。仁って朝岡さんと仲良いの？」

「え？　あ、まあ色々あって喋しやべる方ではあるけど……」

「ならぜんぜん違う話なんだけど、ゆっきーの相談に乗ってくれない？　ゆっきーさ、朝岡さんの事で悩んでてさ」

「藤ふじ田たさんが？」

「そそ。ゆっきーさ、みんなから朝岡さんをプールに誘ってって頼まれたのはいいけど、朝岡さんって転校してから日が浅いじゃん？　んで、いきなり一泊二日のプール旅行なんて誘ったから朝岡さん、本当は困ってたり、逆に断りにくかったかもなー、って気を使ってるみたい。プール好きかも分かんないし、ホテルも朝岡さんの好み分かんなくて、迷ってるみたいだし……ゆっきーってその辺えっらい気を使うからさ。仁に相談してみたら、ってあたしアドバイスしたんだよ」

「そっか……」

　藤田さんも本当、朝岡さんに気を使ってくれてるんだなぁ。

　俺おれの見えないところで、色々な事が動いて……

　……うん？

　……うーん。でも、となると……

「どしたの、仁じん。難むずかしい顔して」

「いや……待てよ？」

　もしかして。

　今まで朝あさ岡おかさんと藤ふじ田たさん達がバッティングしないよう頑張ってきたのだけれど。

　……実は、とても勿もつ体たいない事をしてるんじゃないか？

　朝岡さんは自分の検査で来たはずなのに文句も言わず、藤田さんの病状を心配している。藤田さんも、朝岡さんの事で気を揉もんでいる。ならいっそ、顔を合わせた方が、早い。

　……朝岡さんには、秘密がある。それは他人には知られたくないもの、だろうけど……

　不必要に、二人と朝岡さんを引き離し続けるのは勿体ないんじゃなかろうか？

　むしろ逆手に取って会わせる事で、プールの前に仲良くなる事だって出来るんじゃ。

「あのさ、松まつ野の。その相談、朝岡さんと藤田さんを直接会わせて……もちろん体調不良で朝岡さんが偶然うちに来た、って事で、せっかくだから相談の場を作ろうと思うんだけど」

「ん？　うん、いいんじゃない？」

　松野が頷うなずいた。……となれば次は朝岡さん、最後に藤田さんだ、と思ったところに検査室からふらふらと目を覚ました朝岡さんが顔を出す。少しとろんとした目を眠そうに擦こすり、

「すいません、高たか宮みや先生……気がついたら寝てしまって……へ？」

「あ、朝岡さん、ちょっとこっちに」

　朝岡さんの瞼まぶたがぱちっと開き、松野と視線が交わったところでもう一度検査室のカーテン奥に連れ込んで朝岡さんに説明する。松野に朝岡さんの姿が偶然見つかってしまった事。でも体調不良でうちに来た、と誤ご魔ま化かした事。

「あのさ朝岡さん。実は藤田さんがプールの事で悩みがあるらしくて……だから今日の一泊二日の予定、ちょっと変えてさ、みんなと晩ご飯でも食べながら相談会にしない？」

「え？」

「ドキドキを貯金するのも、きちんとやるけど。でも藤田さんと松野は朝岡さんの事心配してくれてるみたいだし……今のうちに、プールの相談しつつ仲良しになっても良いかな、って思うんだ。あの二人は本当、いい人だしさ」

「えと……でも私、本当は体調不良ではなく……体質で……」

「朝岡さんが病弱体質っていうのは半分嘘うそだけど。でも隠し事したら仲良くなれない、なんて事は無いと俺は思う。逆に、せっかくのチャンスかも、って気づいたんだ。だから……ちょっとだけ嘘ついてさ。ね？」

「……だ、大丈夫でしょうか、私」

「大丈夫。何か問題が起きそうだったら俺おれがきちんとフォローするから」

　自慢げに言ったがフォロー出来る自信はあまり無い。が、松まつ野のと藤ふじ田たさんなら問題なんて起きない、という自信ならある。

「……わ、分かりました。では私、頑張って仲良くなります！」

「まあ頑張って仲良くなるってのは変だけど、せっかくだからプールも一泊旅行も楽しもう！　的なノリで。気負わない気負わない。何かあったら俺が傍そばにいるし！　っていうか……」

　もう、いっその事。

「みんなで、うちに泊まるよう言ってみる？　松野と藤田さんが良ければ、だけど」







　二人に提案した途と端たん、ぱたぱたと準備が進んだ。松野はともかく体調不良の藤田さんは帰宅すると思ったが、二人とも「大丈夫」の一言と共に携帯で自宅に連絡、親を説得してしまった。藤田さんはさすがに母親が様子を見に来たが、重病ではなくただの風か邪ぜで、目的はクラスメイト同士のお泊まり会である旨むねを伝えると簡単に納得してくれた。むしろ娘をよろしくお願いしますとまで言われた。ついでに宿泊用の歯ブラシセットやパジャマまで持ってきてくれた。……いいのか？　と思ったが藤田さんが意外と強気に宿泊したいと告げたらしい。

　まあ、そこまでは良かった。……問題はその後、電話のコール音と共にやってきた。

『おぅ、仁じんか？　つー訳で俺、今日ちょっと向こうに泊まる事になったわ』

「はい？　え、って、はあぁ!?」

『朝あさ岡おかさんを頑張ってドキドキさせろよ？　ま、上う手まくやんな』

「いや、ちょっ」

　突っ込む前に電話が切れた。慌ててかけ直したが何な故ぜか圏外。いや待て、医い療りよう講こう演えんで一泊は絶対あり得ん。どう考えても余計なお世話としか！

　っていうか。まさかの、女子三人と一泊二日？

「マジかーっ!?　そ、それはヤバイんじゃ……い、いやでも、みんなが仲良くなるチャンスだし……こ、ここは朝岡さんのためにも……！」

　親おや父じが帰って来ないとなれば別の問題も出る。まず観察室から三人分の布団を引っ張りだして寝床の準備。続いて夕食の注文。あとは。

「ん？　なんか仁、テンパってる？　なにか手伝おうか？」

「お、おぅ！　すまん松野、助かる！」

　普段は俺と親父の分しかない椅い子す運びを手伝って貰もらい、さらにタオルや歯ブラシを用意。そして──




　お風ふ呂ろ。

「わ、忘れてた……！」

　高たか宮みや家のリビングと風ふ呂ろ場ばは距離が近い。普段は親おや父じも俺おれも大人しく風呂に入るから気にしないが、ここに女子が二人で入るとなると……！

『はあ～……綺き麗れいだなぁ。朝あさ岡おかさんって髪もつやつやでお肌すべすべ』

『そ、そんな事ありません松まつ野のさん。普通です、普通』

『いやはや、みんなが感心してたけど間近で見ると……お手入れ大変じゃない？　あたしショートが基本だけど、ロングってケアが大変だって話がさぁ』

『そうですね。でも私、長い方が好みなので……』

　診しん療りよう所じよ二階にある高宮家って、リビングにいるとお風呂場の声が響ひびくんだよな……

　夕食の弁当を注文し終え、ソファーに座り悶もん々もんとする俺の隣となりで松野と朝岡さんの会話が続く。さらにはシャワーの滴したたる音や、カラカラと洗面器の転がるような音。それらが逐ちく一いち彼女達の動きを妄想させ、思わず座ったまま固まってしまう。

『おおー。朝岡さんって胸、綺麗だよね』

　き、綺麗!?　胸が!?

　まあ確かに水着姿の朝岡さんは……い、いやええと、

『は、恥ずかしいです松野さん。それに、えと……松野さんは大きいんですね』

『え!?　い、いやそうでもないよ？　ってか大きくてもそんなにいい事無いんだよ……重いし、肩凝こるし、あと正直あたし、大きいって言われるの恥ずかしいから普段はちょっと小さく見えるブラしてて』

『そうなんですか？』

　なんだとー!?　そ、それは初耳だったな松野……実は小さく見えるブラを……！

『……えい』

『ひゃん！　つ、つつかないでください松野さん！』

『いやぁ、あんまりに綺麗だったもので』

　何やってんだ松野お前はーっ！　って、いかん。落ち着こう。とりあえず精神安定用に緑茶を、と食器棚から茶筒を取り出し茶葉を急須に入れる。あとで皆が飲めるようにポットのお湯もついでに準備しつつ軽く一口。

　ふぅ、心が癒いやされる……

『……あ、あの。松野さん。高宮さんって、やっぱり大きい方が好みなんでしょうか？』

「ぶほあっ！　っ、け、けほっ」

『え、じ、仁じん!?　仁は、ええと……あ、あたしは、じ、仁とはそういう話はした事が……でも男なら大きい方が好きなんじゃないのかな？　朝岡さん、仁に興味があるの？』

『え、あ、そ、その……色々、お世話になってるので。そうだ松野さん、もし良ければ、高宮さんの事を色々と──』

　いかん、これ以上ここに居てはもう俺おれの頭がパンクする！

「よ、よし。藤ふじ田たさんの様子見てこようかな！」

　あえて声に出して立ち上がり、リビングから廊下に出て藤田さんが休む病室へと向かう。ちなみに高たか宮みや診しん療りよう所じよでは入院を受け付けていないが、緊きん急きゆう時じや天候不良等の理由で他院に移送出来ない場合に備えた予備病室がある。今はそこを、藤田さんの休きゆう憩けい部屋に当てていた。

　……まあ、点滴終わって一休みした後の藤田さんは顔色も悪くないし、熱も七度三分ぐらいまで下がってたから大丈夫だろう。

　体調どう？　と気楽に声をかけつつ、病室の扉を開くと……

「藤田さん？　……あ」

「た、高宮君」

　室内にいた藤田さんはベッドに腰掛けたまま、困ったように点滴のぶら下がった腕を上下させていた。よく見ると上着のボタンが僅わずかに外れ、真っ白なブラジャーが顔を覗のぞかせている微妙な格好だが……し、しまった、お着替え中？　でも何か困ったように、もぞもぞしてる……

「ど、どうかした……の？」

　声をかけると藤田さんが、胸元をそっと隠しながら。

「ねえ高宮君。この点滴って、一人でなんとか着替える方法無いのかしら……」

「え、ええと、確かに一人じゃ面倒だけど……でももう点滴も無くなりそうだし、終わるまで待とうか、少し」

　そう呟つぶやきながら点滴を見上げて五分。中身が空になったところで彼女の腕に刺した翼よく状じよう針しんに手を伸ばす。女の子らしい細い腕にそっと触れつつ、綿球で押さえながら針を抜いて完了だ。ついでに熱を測って貰もらうと七度二分。

「うん。大分下がったね。……でもさ、藤田さん。家に帰らなくて大丈夫だったの？」

　病室とは決して落ちつく場所ではない。家で寛くつろげるなら、親もいるし──

「でもせっかく、朝あさ岡おかさんとお話しできるチャンスかな、って思って。熱も大分下がったし」

「そ、そっか……なんか、ありがと」

「どうしてお礼なの？」

「いや、なんていうか……」

　俺一人であたふたやってるより、よっぽど良いな、って思って。

　素人しろうとの医者が一人いるより、気き遣づかいの出来る友達が二人いる方が。

　変な高宮君、と笑われたところに、髪をほかほかさせた朝岡さんと松まつ野のが心配げに顔を見せる。元気そうな藤田さんの様子に和なごやかに微ほほ笑えみ、雑誌を開いてホテル探しだ。ビジネスホテルは味気ない、できれば温泉付きで一番安い所を──と相談した後、宿泊先はホテルではなく和室の旅館を選ぶ。男女ともに六人部屋、電話で問い合わせたところ同じフロアに予約も取れると確認出来たうえに、さらに学生割引もあるらしく値段もリーズナブルだ。

　決定、と選んだところで俺おれの頼んだ弁当も届く。病室で食べるのはどうかと思ったが、藤ふじ田たさんが一緒にと言うので失礼ながら彼女以外の三人は弁当を頂きつつ、藤田さんには食べやすいよう松まつ野のの買ってきたバナナとゼリーだ。本当は病院食を用意すべきなんだろうが、うちは入院システムが無いからな。それに病院食、ってその言こと葉ばの響ひびきだけで不ま味ずそうだし。

　ご飯も終わり、暫しばらく朝あさ岡おかさんの東京生活談を題材に話が始まった。東京はカードを使っての支払いはごく自然な事だとか（ちなみに稲いな子こ村むらはSuicaスイカなんて洒落しやれたカードを使える施設自体が無いので需要自体が無い）、稲子村と比べて人の歩く速度が速いとか、住みやすくも住みにくい都会事情があるらしい。

　そんなお話も夜九時過ぎには藤田さんの体調を考慮して切り上げ、名残なごり惜おしくも部屋を後にする。さすがに一緒の部屋に寝る事はない。まあ朝岡さんも、この調子なら藤田さんと松野と一緒でも大丈夫だろう。三人に任せて俺は部屋に戻り、あとは……

「よっ……と」

　自分の部屋に戻って引き出しに手を伸ばし、一冊のカルテを取り出す。表紙には『朝岡ひより』と書かれ、ページを開くと俺の文字が所狭しと並んでいた。本当は今日のために考えていたドックの内容。借りてきたビデオを見た後、二人きりで近場にある食しよく事じ処どころでご飯でも、なんて考えていた。実質的な検査は日中における血圧変動を見るという名目で検査する血圧測定、あと起立性変化による血圧測定……他ほかにもトランプゲームとか、細かなものを考えていた──それを大きくボールペンで×マーク。

「今日は藤田さんと松野が来た。朝岡さんと仲良くしました、と」

　ドキドキも大切だが、日常のコミュニケーションの方が大切だ。予定外だが、結果としては上う手まくいったのではないだろうか。

　……一見すると、物もの凄すごく地味だとは思う。友達と遊びました、なんて日常の一ページであり、ダイナミックな解決や変化には程遠い。でも、それこそが大事だと思う。

　病気ってのは手術をすれば治る訳じゃない。手術の前準備に入念な検査を重ね、手術後には合併症や感染症が起きないよう気を配り、じりじりと良くなるのを待つ。退院してからも定期的なフォロー検査を行い、長い年月をかけて完治と判断する。

　ボスを倒して終わるＲＰＧとは違う。劇げき的てきに良くなり一発解決、なんて事は絶対に無い。

　だからこそ、一歩一歩積み重ねて行く事こそが、最善の道だ。

「あとは……今日のアレルギーは無し、と」

　さらに今日一日の経過観察をまとめ、常に前回所見と比較出来るよう逐ちく一いちメモ。とにかく出来る事から、と思いつつ今日一日の出来事を書き終えたところで、小さなあくびをかみ殺す。色々あったが、悪くはなかった。後はプール対策メモをもう暫く考えよう。あまりエロに頼らず、何とかしのげる方法を少しでも。彼女達に粗相が無いよう、出来るだけ真しん摯しに……




　　　　＊




　ぱさり、と耳元に柔らかい音がして目を覚ました。気づいて机に突っ伏していた身体からだを起こすと、背中からタオルケットがずり落ちて椅い子すにかかる。

「あ……起こしてしまいましたか？」

「ん……う、うわわっ」

　顔を上げると、すぐ傍そばに朝あさ岡おかさんの姿が見えた。にこやかに微ほほ笑えむ顔は天使のように愛らしい。今は水色のパジャマを身につけ、俺おれの様子を柔らかな笑顔で見つめている。

「あ、ご、ごめん。寝てた……どうしたの？」

「いえ。机で寝ていたので、風か邪ぜを引かないようにと思いまして」

「そ、そう……ありがとう。あ、藤ふじ田たさんの様子どう？」

「はい。もう大分良くなったみたいで。今は松まつ野のさんが看みています」

　なら良かった、と頷うなずくと朝岡さんがくすっと笑い、俺のベッドに腰掛ける。……ところで、朝岡さんはどうしたのだろう。二人と一緒にいたほうが……という俺の視線に気づいたのか、またも優しくはにかむ。

　……心臓が、どきりと跳ねた。え、なに？

　なんか、す、すっごく柔らかい笑みというか……

「ど、どうしたの？」

　いかん、何な故ぜか慌ててしまう。焦あせる俺の前で朝岡さんが改めて。

「今日一日、ありがとうございました」

　そっと頭を下げた。……えと。何のこと？

「一泊二日のドックを組んでくださったり、藤田さんから匿かくまってくれたり……それに、皆さんと一緒にご飯を食べたりお話しできて」

「あ、その事？　いや、俺もいい機会だと思ったからさ。藤田さんがたまたま風邪を引いてたってのもあったし、それにみんないい人ばっかりだから大丈夫かな、って……」

「それでも、高たか宮みや先生のお陰です。私一人では無理でした。だから、改めてお礼を言いたくて」

　ええと。そんな事を改めて言われると超恥ずかしいし、ドキドキする……

「こうして、普通にお友達のようにお話し出来る事って、あまり無かったので……なんだか凄すごく新鮮で。……私、体質が出て以来、なんとなく仲良くなりにくい事もあったので……」

「……うん。大事な一歩、だね」

　普通の人にとってはささやかな事でも、朝岡さんには大変な一歩だ。今日は少しだけ前進。素敵な事だと思う。

　お互いにその事を喜びつつ、けれど朝あさ岡おかさんは何な故ぜか、顔を伏せて……

「あの。ただ、一つだけ、お聞きしたい事が……」

「うん。何？」

「私、藤ふじ田たさんや松まつ野のさんに体質の事、きちんとお話しした方が良いのでしょうか？」

「へ？」

「楽しくお話し出来るのは、嬉うれしい事ですけれど……でも私、今日は病弱体質の検査入院、という話をしたせいか、藤田さんも松野さんも大分気を使ってくれてる気がして。嬉しいんですけれど、今度は逆に、罪悪感のようなものが……」

　しょんぼり呟つぶやく朝岡さん。……まあ、嘘うそをついてるのには違いない。その心意気が辛つらいのかな？　……でも、素直に話して大丈夫かどうか──

　と思ってると、その朝岡さんが慌てて、

「あ、で、でも本当の事を言うのは、もう少し心の準備と言いますか、その……も、もっとドキドキして、勇気と、えと、じ、時間と、えっと、あの……あうぅ」

「まあまあ、そんなに焦あせらなくてもさ」

「ううっ……すいません……」

　朝岡さんは落ち込んだように項うな垂だれてしまった。誠意と恐怖の間で迷いが見える。……そんな風に、真ま面じ目めに考えてしまう朝岡さんは素敵だな、と俺おれなりに思う訳なのだが……

「朝岡さん。俺はさ、松野や藤田さんには、今はきちんと言わなくても大丈夫だと思うよ？」

「え、で、でも」

「まだ秘密で良いんじゃないかな。……別に、秘密にしたからって誰だれかに迷惑かけてる訳でも、その嘘で藤田さんや松野が困る訳でもないし。確かに普通の病弱体質とは違うけど、朝岡さんが体質に困ってるのは本当の事だから……言うのはまだ先にしても、さ」

「……そうでしょうか……」

　朝岡さんが呟いて、俺を見つめる。本当にそうなの？　という疑問の眼まな差ざしだ。

　まあ朝岡さんは真面目な分、心苦しいのだろう。俺がいくら「大丈夫だよ」と言っても、気にしちゃうタイプなのかも……うーん。だったら……

「じゃあ、こういうのはどう？　嘘ついて申し訳ないって思うなら、その分だけ二人にきちんと感かん謝しやをする」

「……感謝、ですか？」

「そうそう。いつも心配してくれてありがとうございます、って。体質のことはお話し出来ないけど、気き遣づかってくれてる気持ちは凄すごく分かる。だから──っていう意味を込めてさ」

　確かに、朝岡さんは藤田さんと松野にちょっとした嘘をついている。でも二人への感謝の気持ちが本物なら、きっと伝わると俺は思う。

　そう、言葉は大事だ。

「ちょっと話が違うかもしれないけど。俺おれがお医者さんやってて、何が一番嬉うれしいと思う？」

　聞くと、朝あさ岡おかさんが首を傾かしげた。

「まあ俺さ、何だかんだで医学に興味あるってのも理由だけど……一番嬉しいのは、診察とか検査の終わり際ぎわに患者さんから貰もらう『ありがとう』とか『お陰で良くなりました』っていう感かん謝しやの一言なんだ。それが、凄すごく嬉しくてさ」

　診しん療りよう所じよや病院では、よく耳にする当たり前の一言かもしれない。それでも、患者さんからの心の一声は、大きい。

　自分なりに精一杯頑張った分、本当にありがとう、と感謝の言葉を向けられる。その声を伝えてくれた人が、元気になって帰っていく。

「どんなに大変でも、感謝の一言で救われる事はあるって親おや父じも小さ枝え子こさんも言ってた。これはもうお金貰ってるとか、医者だからとかじゃなくて、人と人との間柄って言うのかな。……たとえ間に嘘うそがあっても、感謝の気持ちが本当なら伝わると思うし、今は本当の事を言えない代わりに……それで大丈夫、じゃない？」

「……嘘でも、大丈夫、ですか？」

「うん。朝あさ岡おかさんも、さっき二人と話せて楽しかったでしょ？　秘密があっても楽しく過ごせる。……それでも気になるなら、体質を秘密にする代わりに『プールに誘ってくれてありがとう』って言ってあげればいいし、それでいいと思うよ。相手のためを想おもうなら、さ」

　その言葉は、転じて俺にも当てはまる言葉だ。

　俺だって、朝岡さんに原因究明のため、と嘘の検査をしている。でもそれは意地悪している訳ではなくて、朝岡さんをドキドキさせて良くなって欲しいという気持ち……検査は嘘だけど、朝岡さんの力になりたいその気持ちは本当だ。そして朝岡さんも、俺に感謝の気持ちを向けてくれる。

　きっと、同じ事。

「だからま、気に病む事はないと思う。相手に全部見せなきゃ駄目、って事もないからさ。……いずれ、本当の事が言えるなぁと朝岡さんがしっかり思えた時に、改めて二人に話をすれば良いと思う。ね？」

　……俺の言葉、上う手まく伝わったかな？

　と思っていると、朝岡さんはその瞳ひとみを潤うるませて。

「た……高たか宮みや先生……！」

　ぶわぁっ、と溢あふれるように涙を零こぼした！

「え、ああ、朝岡さん!?　え、えええ!?」

「す、すいません……でも今のお言葉、なんか凄く嬉しくて……こう、胸がきゅーっとなる感じで……私、こういう時の嘘って駄目だとばっかり思ってて、だから凄く悪い事してるような気がして、でも、でもお二人が凄く私を気き遣づかってくれるのも分かってて、だから」

「だ、大丈夫だよ朝あさ岡おかさん。いつかきちんと伝えてあげればいいだけだし！　ね？　ね？」

「はい！　あ、あと、あの……そのっ」

　朝岡さんは何だろう、突然あせあせと手を振った後。

　不意に俺おれの手を掴つかみ、祈るように頭を下げた！　って、ふおぉっ!?

　あ、あ、朝岡さんが俺の手を！　しっかりと握りしめていらっしゃる……！

「いつも本当にありがとうございます、高たか宮みや先生！」

「いや、あのっ」

「先生にはいつもお世話になってますし、こうして素直にお礼も言えますし……本当にこんな機会を作って貰もらって、私……」

「そ、そう？　でもそんなに頭下げること無いよ朝岡さん!?　俺も朝岡さんの力になれると嬉うれしいし、一番頑張ってるのは朝岡さんだし！　っていうか、っていうか……」

　どうしよう。彼女のきゅっと瞼まぶたを閉じた顔と、手の平を固く握りしめる力強さが胸を激はげしく高鳴らせる。その温かさが、俺をくらくらさせる。彼女からの感かん謝しやの気持ち、温かいその心意気が、体温をぐっと引き上げる。

　どぎまぎする俺の前で、朝岡さんが続く。

「私、今度のプールでも頑張って、二人にお礼をしたいと思います。……今はまだ、体質の事をお話しする勇気が足りない、ですけれど……でもいつか話せるように頑張りますし、感謝の気持ちは本当ですから」

「そ……そそ、そうだね頑張ろうね朝岡さん……！」

「はい。それと、高宮先生にも……お礼を……」

　と、そこでぽっと顔を赤らめる朝岡さんが、あまりにも可愛かわいくて。

　分かってる。これは彼女の、感謝の気持ちゆえの笑顔だとは分かっている。それでも俺は男の子。真まっ直すぐな眼まな差ざしと笑顔は、俺を勘かん違ちがいさせそうなほどに強烈だった。

　だから……このまま、ずっと視線を合わせているのはまずい気がして。

　一度、仕切り直そう。そう咄とつ嗟さに判断し、

「そ、そうだ朝岡さん。……せっかくだから俺が借りてきたビデオ、見る？　元々は今日のお泊まり中に見ようと思った奴やつで、ドキドキの貯金に、って」

「え……私のため、ですか？」

「そうそう！　ち、ちょっと待ってね、今出すから！」

　テンパりつつも部屋に置いた鞄かばんを傍そばに寄せる。今はとにかく、彼女と少し距離を。でないと俺のドキドキが収まらない！　息抜きに映画でも、と鞄に左手を突っ込み、朝岡さんの前にビデオを出して、

「ふおぉ!?」

　手にしたパッケージには、はっきりと『都会の女子高生、禁断の××××事情』の文字が、って間違えたー！　藤ふじ田たさんが借りようとしてた奴やつじゃんこれ！

　つーか、このビデオはタイトル的に見ても間違いなく、本格的あっち系。

　いかん。これは。今の状況で、朝あさ岡おかさんには見せられない！　と思うが時既すでに遅し。朝岡さんは俺おれの手からビデオをぱっと手に取り、タイトルに目を向ける。

「こ、これですか？　えと……都会の女子高生、禁断のセッ──」

「わーわーわーっ！」

　朝岡さんを止めようとした。

　が、慌てた勢いで足がもつれ、

「え？」

　と朝岡さんが顔を上げた瞬しゆん間かん、うおわっ、とよろめき彼女の身体からだへと倒れ込む。小さな悲ひ鳴めいが聞こえ、そのまま勢いよく──

　ベッドに押し倒してしまった。

　……朝岡さんの髪が、ふわりと、広がる。

　互いに硬直し、勢いに押された朝岡さんのパジャマが浴衣ゆかたのように、僅わずかにはだける。間近に見える鎖さ骨こつと真っ白な首筋のライン。お風ふ呂ろ上がりの心ここ地ちよいシャンプーの香り。間近で見る、彼女の胸元の膨ふくらみ。そして俺の顔を真まっ直すぐに見つめる朝岡さんの、宝石のような眼まな差ざしと朱に染まった頬ほおが心に刺さる。
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　……ドキドキ。ドキドキ。

　可愛かわいい。物もの凄すごく、可愛い……それに。

　可愛いだけじゃなくて、体質に負けじと悩み、頑張り、純粋に、お礼を言ってくれる女の子。

　この子は、本当に真ま面じ目めで、素直で、とても優しい、その心が俺おれを絡め取っていく。

　唾つばを飲み、身体からだが完全に固まり、ごめんの一言も言えずにじっとしていると朝あさ岡おかさんがその薄うすい唇を開く。──怒られる！　反射的にそう感じても身体をどかす事すら出来ず。朝岡さんがそっと、囁ささやくように呟つぶやいた。

「び、ビデオも、楽しみでしたけど……」

　朝岡さんが、かぁっ、と顔を赤らめて。

「これも……どうしてでしょう。何だか、その……」

「え、えと」

「不思議と、ドキドキ……しますね」

　ドキドキ……？

　そ、それは……！

「……もしかして何か、秘密の治ち療りよう法ほうですか……？」

「あ、そ、え」

　もう言葉も出ない。

「……あの」

「は、はい！」

　容赦なく、朝岡さんは続ける。

「もし良ければ、も、もう少しこのままにして頂ければ、ドキドキを沢たく山さん貯金、出来そうな……で、でも恥ずかしいような……」

　そう、小さな声で呟いて。

　朝岡さんが顔を紅こう潮ちようさせたまま、艶つやめかしさすら感じる仕草で、顔を僅わずかに、そっぽへと向けた。まるで、私は見ていないから好きにしてください──そう言わんばかりに。

　……トク、トク、トク、と心音が高鳴る。

　軽く握りしめた、震える俺の両手の指先に朝岡さんの感触と熱が伝わる。その綺き麗れいな瞼まぶたはきゅっと閉ざされ、今すぐ唇を交えても不自然じゃないほどの至近距離。僅かにはだけたパジャマの奥、首筋から伝うように胸元へと汗が一筋流れ、彼女からの緊きん張ちようを、感じる。

　ごくりと生唾を飲む俺の前で、朝岡さんが小さく、呼吸をして。

　……い、いけない……！

「あ、あの、朝岡……さ……」

　どうにかしないと。これは、彼女をドキドキさせるため。そのための作戦。そう思わない事には。でも、だけど。

　なけなしの理性を振り絞り、それでも朝あさ岡おかさんを目の前にして、くらり、と本能が傾かたむきかけ、もはや俺おれの中で限界ラインをふつふつと超えそうになった──その時だった。

　バコン、と前触れもなく入口の扉が開いた。

「あのさあ仁じん、朝岡さんがお手洗いに行ったまま戻ってこないんだけど──」

　気楽な口調で松まつ野のが入り、そして……

　室内の惨状に、固まる。

　目の前には、朝岡さんをベッドに押し倒す俺。彼女のパジャマは僅わずかにはだけ、今にもな姿。さらにその俺達の脇わきに転がるのは、何とも淫みだらな姿を映したビデオのパッケージ。

　唐突に思い出した。松野はビデオの一件を見ても分かる通り、こういうのが大の苦にが手てだ。だから女の子同士の話題には積極的なくせに、生々しい話になると大抵──

「っ……じ、じじ、仁ーっ！　朝岡さんに何してんのーっ！」

「ふおぉっ!?」

　恥ずかしさを隠すように怒るんだ、と思う間もなく松野に首根っこを掴つかまれ部屋から引きずり出されてしまった。びっくりする朝岡さんに松野は「仁と話があるから！　ごめんね朝岡さん！」とだけ言い残し、ぷんすか怒りながら俺を廊下へ引きずっていく。そんな彼女に──

　感かん謝しやしてもし足りない。俺の本能を物理的に止めてくれたそのタイミング、やはり松野は頼りになる、と。

　そうとも、俺はまだまだ主治医として力不足。足りない所も沢たく山さんあるし、予想外のアクシデントだって起こる。俺だって、今みたいに危うい橋にさしかかる事もある。だからこそ──

　もっと沢山の人の協力が、必要だ。







　その後の松野を宥なだめるのは一苦労だった。途中で藤ふじ田たさんがわざわざ宥めに来てくれたが、松野は「ヘタレと思ってたけど仁も男だった！」とぷりぷり怒り、かと思えば「あ、ああいうのは正しくお付き合いを始めてから、その……」と唇をもにょもにょさせたりしていた。もしかしたら松野の中で、こういう事への免疫の無さと俺への怒りがごっちゃになってたのかもしれない。が、どちらにせよ俺を助けてくれたのは事実だ。

　なので一夜明けた翌朝、朝ご飯の準備中に松野とばったり会った時、まずは手を合わせて謝あやまった。

「松野。昨日はすまん！　あと本当に助かった！」

「助かったって何が!?」

「いやホント、色々危なくてさ」

「よ、よく分かんないけど、とにかく気をつけてよ仁！　もちろん仲良くしないでとは言わないけど……ま、まあ仁が反省してるならいいんだけど！」

　と唇を尖とがらせ、怒ったように俺おれに背を向ける。その格好良い背中に小さく頭を下げた時、同じくリビングにやってきた朝あさ岡おかさんが松まつ野のに怒らないようお願いしている。高たか宮みやさんは良い人なんです、あれはその、ちょっとした……

「いいや駄目だよ朝岡さん。そりゃあ仁じんはいい奴やつだし、あんな事はそうそう無いと思うけど、仁だって男だとあたし分かった！　だからそういうのは、その……」

　カリカリしている松野の脇わきから今度は藤ふじ田たさんが顔を出し、朝岡さんと交じり二人揃そろって松野を宥なだめている。次第に怒りも収まったのか、或あるいは藤田さんに気を使ってか。その五分後には話題が変わり……棚から食パンを取り出し、トースターに入れる俺の後ろでいつしか三人の話題は昨日の朝岡さんの話に戻っていた。

　……そんな彼女たちの様子を、こっそりと窺うかがいながら。

　朝岡さんと、その二人の友達に。俺は胸の内で、こっそり頭を下げた。

　どうか朝岡さんをお願いします、と。

　それは、彼女に出来た二人の友達への、俺からのささやかな頼みだ。

　一人では心細い朝岡さんの、力になってあげて欲しい。

　俺は朝岡さんの主治医だけれど、朝岡さんの全すべてを診みれる訳ではない。友達として、或いは相談相手として、ちょっとした悩みや、ささやかな問題が起きた時に。是非とも話し相手になって欲しい、と思うのだ。

　それは最終的に、朝岡さんをクラスの輪に溶け込ませたい、という目的にも繋つながる。松野と藤田さんとの話をきっかけに、朝岡さんも少しずつクラスに溶け込んで。そして、今度のプール作戦でその幅をもっと広げる──

　そんな弾はずみになる確かな第一歩だと思うし、それに……

　朝岡さんが、いずれドキドキ体質について明かせるようになる、その始まりの一歩に違いない。そんな確信が、ほんの少しだけ俺の中で芽生えた気がして──

「……ん？　どしたの、仁。じーっと見て」

「あ、いや、何でも」

「ははーん。さてはあたしら三人に見み惚とれてたな？　やっぱり仁も男か！　よし、罰としてあたしらの朝ごはんに目玉焼きも付けなさい！」

　松野が茶化して俺に指示を出す。何が罰なのかは分からんが、見惚れてたのは確かだったので苦笑しながら「へいへい」と冷蔵庫から卵を三個取り出した。命令を出した松野は相変わらず松野だが、それでも俺の幼おさな馴な染じみとして信頼出来る。この位で松野の機き嫌げんが良くなるならいくらでも、と思いながらガスコンロのつまみを回し、卵を割って丁てい寧ねいに焼き始めた。

　同じサイズの、三人分の目玉焼きを。










　　　──カルテpage.03　高たか宮みや先生の仲良しプール大作戦──







　いきなりの話で悪いのだが、人類は猿から進化したと言っても俺おれ自身は猿ではない。反省だけでなく改善もきちんとする人間だ。

　という訳で先日の朝あさ岡おかさん達との一泊二日のような、色々と理性が吹っ飛びかける危ないシーンに遭そう遇ぐうしないよう今後は気をつける！　と誓ってから三日後。

　俺は素肌の上から体たい操そう服ふくを着た沢たく山さんの女子を前にし、完全に固まっていた。カーテンの向こうできゃいきゃいと騒さわぐ乙女おとめ達の華やかな声が聞こえ、白衣を着たまま凍りつく俺の隣となりで看かん護ご師しの小さ枝え子こさんがくすっと笑う。

「さ、仁じん君。頑張りましょうね。全部で何人いるのかしら……」

　のんきに語る小枝子さんだが俺の理性はもう限界寸前。

　が、とりあえず一言だけ言わせてくれ。

「あ、あのクソ親おや父じ……俺をはめやがったな！」

　と。




　　　　＊




　事の発ほつ端たんは例のプールの一件に遡さかのぼる。

　朝岡さん達と過ごした一泊二日のドックも無事終了し、藤ふじ田たさんも体調を戻してあとはプール当日を待つのみ、となった週初め。事前準備として旅行の宿泊代を聞いた俺は、大変な事に気がついた。

　小こ遣づかいが足りないのだ。

　もちろん朝岡さんに行くようにと勧すすめながら俺が行けません、では困る。そこで。

「親父、頼む！　金をくれ！」

「よし分かった、なら俺の代わりにバイトしろ。実は被かぶってる仕事があってな」

　どうも親父の話だと、家庭の事情で予約時間をずらせない患者さんの診察と別件の仕事が重なってしまったらしい。やむを得ず患者さんに時間をずらしてもらうよう四苦八苦していたところに俺が顔を出し、これ幸いにと頼んだ訳だ。

　もちろん俺が受け持つのは患者ではない。「別件って？」と聞き返すと親父が説明してくれた。

「健診？」

「おぅ。なぁに、ちょちょっと聴診するだけの簡単な健診だよ。小さ枝え子こさんも付いてくから安心しろ」

「いや、さすがに外で健診はまずいんじゃ……」

「そうか？　まあ仕事自体は大丈夫だろ。聴診して、万が一変だと思ったら小枝子さんに代わって貰もらえばいいし」

「つーか健診って誰だれの？」

「子供子供。かる～く診みるだけだからさ？　……あ、でもお前の身なりが高校生だってばれるとまずいな。ならこれ持ってくか？」

　と親おや父じが用意したのはオールバックのカツラであった。何な故ぜこんな物があるかはさておき、こうして伊だ達て眼鏡めがねと白衣、カツラを被かぶって親父の代わりに健診に向かい──







「な、何が子供の健診だよ、あの馬ば鹿か親父！　子供って高校生じゃねーか！」

「まあ高たか宮みや先生からしたら子供よねぇ」

「つーか、よりによって俺おれの学校とかあり得ねーし！　しかも同級生って！」

　カーテンで仕切りを作られた体育館内で小枝子さんに愚ぐ痴ちる。いや確認しなかった俺が悪いのかもしれないけどな？　でもあの親父、絶対俺の学校だって知ってて押しつけたに違いない。変装用のカツラとか妙に念入りだと思ったのだが……！

　く、くそぅ。理性が危うくなる事態は避さけようと誓ったばかりなのに！

「っていうか小枝子さん、本気で俺と代わってくださいマジで！　小枝子さん医師免許も持ってますよね!?　や、やっぱ俺が女子まで診るのはちょっと……！」

「仁じん君。あのね？　将来お医者さんになったら女の子だって当たり前のように診るのよ？　今から耐性つけておきなさい？　これも勉強よ。……それに良い機会じゃない、同級生の女の子の身体からだをじっくり眺めるなんて。それであたふたするなんて初うい々ういしい……ふふっ」

　なんだかうっとりする小枝子さん……と見てたら今度は人差し指を立てて軽く振る。

「でもセクハラは厳げん禁きんよ。健診でえっちな事したって大おお騒さわぎになった学校もあるんだから。ま、だからって言って手を抜いても駄目なのが難むずかしいところだけどね」

「わ、分かってます！　っていうか手を抜いたりしません、けど……！」

　少し真ま面じ目めな話をすると、小児健診は短時間で沢たく山さんの生徒を、しかも心臓の異常音を逃さないよう聞かなければならない。聴診ってのは心電図やレントゲン写真と違って『音』だから主観が入るし、音を記録として残す事も出来ない。

　簡単そうに見えて、実は結構難しいのだが……

　そうは言われても？

　俺もお盛んなお年とし頃ごろ、しかも将来ワイルドな野郎を目指す身だ。

　……そして、ここからが大事なんだが……

　聴診器って、直接身体からだに当てるだろ？　だから、本当にしっかりやるなら……

　ブラジャーが、非常に邪じや魔まな訳でして。

　しかも人数が多いので健診スピードを上げるために、事前に女の子達には着替えて貰もらう。

　つまり上は体たい操そう着ぎ、その下のブラジャーは外す！

　俺おれの知ってるクラスメイトの女子、全員！

　その体操着の中に、俺は今から聴診器片手に腕を入れて聴診する訳だ。全力で。

　……これで冷静にいられる男が一体どこに居るのかと……

　でも今さら断る訳にもいかない。健診は学校の授業枠を空けてやるから時間のやりくりが難むずかしいし、俺だって金が要る。金を得るには仕事をする。そう、これはお医者さんとしての仕事なのだ。いやお医者さんだから何でもＯＫではないけど、極きわめてまっとうな、正当な業務。

　だ、だから皆さん……ごめんなさい！

　お祈りしながら小さ枝え子こさんに健診準備完了の合図を送った。彼女が頷うなずいてカーテンの外に出ていき、名めい簿ぼを取り出す影かげだけが見える。

「では順に呼んでいきますね。身長、体重と順番に測って最後はこちらで聴診です。では秋あき山やまさんからどうぞ」

　って秋山さんって俺のクラスじゃん！　いきなりうちのクラスからかよ！

　事実に気づいて全身に緊きん張ちようが走る中、健診が始まる。煩ぼん悩のうを捨てろ！　と自分を叱しつ咤たし聴診器を手に掴つかむが、その程度で冷静になれるはずがない。なんせ相手は花盛りな乙女おとめ達のおっぱいなのだ。最初に現れた女子を見た途と端たんに背筋がすくみ「体操服を軽くまくって」の一言を言い出すまで少し時間がかかる。お下げの可愛かわいい女の子が俺の目の前で胸元ギリギリに体操服をたくし上げ、そのおへそと柔らかそうなお腹なかが見えた段階で俺の心拍が圧倒的勢いで加速！　ちなみに心臓にはⅠ音とⅡ音という弁の閉じる音があってそれを聞き取るのだが、俺にはもはやエ音とロ音に聞こえてならない。集中すべき視界の中には今にも見えそうで見えない女子のおっぱいチラリズム。俺の心拍数が上昇し過ぎてマジやべぇよこれ……！

　それでも一人目を終えて「終わりです」と告げて帰せばすかさず二人目！　銘々に恥ずかしがったり顔を赤らめる仕草をされれば、いくら抑えようにも俺の男としての身体は否いや応おうなく反応する。言わば息継ぎの無い、たたみかけるような可愛い女の子達の連続攻こう撃げきである。それでいて当然、診察に手を抜いてはいけないし、加えて聴診なのにカーテンの向こうの話し声が気になって中々……！

　い、いいのかこれ。つーか駄目に決まってる。っていかん、余計な事を考えるな……！

　集中力が途切れないよう意識するも、焦あせるとたまに女の子のお腹に手が当たってしまい、その予想外の柔らかさに慌てて……はうあっ。

「お、落ち着くんだ俺！」

　検査を受けた女の子がカーテンを出たところで小さく息継ぎ。首を軽く振って脳裏に焼き付いた女子達の美しき胸部を払い、バクバク鳴り続ける自分の胸元に手を当てながら落ち着こう、と意識したところで次の生徒が入ってきた。

「はうあっ」

　落ち着くどころではない。藤ふじ田たさんが入ってきた。さ、最近お世話になっている知り合い、という事でいつも以上の緊きん張ちようが……！

　でも正体がばれるとまずい。相手に動揺と興奮を悟られては医者失格。ごくり、と小さく唾つばを飲む前で藤田さんは恥ずかしそうに体たい操そう服ふくの裾すそを掴つかみ、半分ほど上げる。何とか「じゃ、じゃあ聞かせて貰もらいますね」と声を絞り出し、服の下から聴診器を忍ばせつつ藤田さんの身体からだに注目して……思い出す。

　以前着替えを手伝った時にもちらっと感じたが、藤田さんは意外とぺた……いや大変スレンダーだ。その事実を改めて思い出し、内心密ひそかにほっとする。

　実のところ胸が大きめだと、どうしても手が触れてしまいそうになり非常に緊張する。その逆の意味で、安心するのだ。まあ控えめであっても、それはそれでスレンダー系という別の魅み力りよくが……い、いや今考える事じゃない。いかん。ふーっ、ふーっ。

　俺おれ、お医者さん！　エロ禁止！

　意識から外して藤田さんの聴診をなんとか終えた。その後も着々と進み、ようやく後半。もう少し。あと少し頑張れば。そう思いながら次の女子がカーテン越しに現れて──

「ぐっ！」

　強敵の出現を、本能が察知する。

　目の前に腰かけたのは、髪の端はしっこがカールした女の子。

　松まつ野のである。それは良い、予想された事だ。が……

　体操服の下から主張する胸が。実に、大きい！　こ、これが先日風ふ呂ろ場ばで言っていた、小さく見せるブラの効果なのか。だとしたら威力絶大だ。着衣の下から最も早はやそのオーラを隠しもせず主張する素敵なボリューム感。お椀のような、それでいて触れればプリンのように柔らかいであろうそれが、俺の前で二つ綺き麗れいに揃そろって視線を奪う。わ、分かってる、動揺したら正体がばれるから落ち着いて。特に松野は勘かんが鋭するどい。集中して、気をつけて、とにかく念を込めつつ上着をまくるようお願いすると。

「……っ！」

　頬ほおを真っ赤にして顔を背そむけた！
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　大きなおっぱいと、恥じらうその横顔！　うおお、普段の反応と違い過ぎるその仕草！　ってそうか、松野こういうの苦にが手てなんだ。いかん、これは逆に興奮する！　……って興奮してんじゃねーよ俺！　落ち着け落ち着け落ち着け……よし行くぞ。

「えっと、では音を聞かせ……」

　口調だけは冷静に、右手を体たい操そう服ふくの下へと忍ばせ心臓目がけて当てる。が……

　予想外の事態に眉まゆをひそめた。上う手まく、聞こえない。……場所が少し下なのか？　うん？

　疑問に思ったその時。パチン、と脳裏に昔の記憶が蘇よみがえる。……そうだ、親おや父じが以前言っていた。女性の健診時の注意点、と俺おれに戯ざれ言ごとのように教えてくれた事。

『胸が大きい女性の場合、こうやってな？　左手で胸を上に押し上げて、右手で当てるんだ』

　……あれ冗談かと思ったけど、もしかして本当だったのか……？

　記憶が舞まい戻もどると同時に、自然と松まつ野のの胸元に視線が行く。大きい。検査のうえでは、確かに少し押し上げなければ、心臓の場所より下に当てている気はする。

　……でも。でも……だからって、ええと。女性の胸を？

「……ん？」

　松野がちょっと首を傾かしげて俺を見る。ああ、まずい、疑っている！　疑われちゃ駄目だ。それはまずい。それに──

　これは検査だ、と俺の良心もまた強く訴える。松野のおっぱいは大きいが、それに遠慮して万が一診断ミスなんて事があれば困るのは松野だ。俺が世話になってる幼おさな馴な染じみだぞ？　朝あさ岡おかさんの事を頼んだ相手だぞ？　その相手に手抜きなんて……

　駄目だ。仕事である以上、手を抜いては決して駄目だ。だから。

　うん。悪い、松野。

「すいません、しっかり聴診をしたいんで、ちょっとだけ……左手で、胸を押し上げてもいい、ですか？」

「え……はい」

　声に震えが走らないよう松まつ野のの了承を貰もらう。ごくりと喉のどの奥で唾つばを飲み込み、そっと体たい操そう服ふくの上へと手を伸ばし……

　遠慮がちに、左手で触れた。柔らかな乳房は体操服越しでも予想以上の弾だん力りよくを感じ、思わず脳内でうわぁうわぁと悲ひ鳴めいをあげながら胸を押し上げる。松野が緊きん張ちようする様子が伝わり、俺おれ自身もあくまで業務理由だから、と暴走しかける本能を切り離して聴診を続ける。胸元を固定したまま耳に集中。音は──

　良し。問題ない。……多少、俺の心音も混じってた気がするけど……

「はい、大丈夫です」

　そっと手を離してぺこりと挨あい拶さつ。松野もまた一礼して終わり、最大の山場を乗り切った。あ、あともう少し、と意気込んだところに次の女子が入ってくる。とにかく失礼の無いよう、緊張を悟られず気合いを入れ……

　最後の名字である渡わた利りさんまで終わったところで、やっと一息ついた。

　良かった。やりきった。これで出席番号順なら全員終了のはず。なんとか無事に──

「では朝あさ岡おかひよりさん」

「ぐはっ」

　しまったー！

　そうだ、朝岡さんは転校生だから出席番号順でも最後なんだ。肝心な事忘れていた！

　いやでも大丈夫、うちのクラスの女子達全員を乗り切った俺なら朝岡さん相手でも問題なし！　そもそも朝岡さんは既すでに心電図を測りゼリーを塗って一夜を共にした人なのだ。そう、朝岡さんの身体からだは俺が一番よく知っている。だから焦あせるな俺、いくら可愛かわいくて大好きな人の体操服の下に手を入れたとしても、きき、きっと冷静に何とか！

　……でも。でも……普段から傍そばにいるだけでドキドキする子だと、勝手が違う訳で……！

　祈るような震えるような気持ちの俺の前で、カーテンの向こうから朝岡さんが顔を覗のぞかせる。服は指定通り体操服の上下。当の朝岡さんはやはり緊張気味で──

「くしっ」

　小さなくしゃみをした。

　……ん？　あれ。……くしゃみ？

「よ、よろしくお願いします」

　朝岡さんが丸まる椅い子すに腰かけ頭を下げ、もう一度「くちっ」と可愛いくしゃみを。

　これは、もしや？

「どうかしました？」

　俺おれが尋たずねると、ぎくりと顔を強こわ張ばらせる朝あさ岡おかさん。

「……鼻炎が、ちょっと」

　あ、そうか。朝岡さん、相手が俺だって気づいてないんだ。

　久しぶりに出たドキドキ体質のせいで、朝岡さんは涙目で鼻をぐしぐししている。俺の訝いぶかしげな視線を気にしてか、背筋をぴんと張って何とか堪こらえようとしてるが……無理してるのがバレバレだ。

「あ、あの、診察……お願いしまへくしっ。すいません。普段は貰もらったお薬を使ってるんですが……教室に戻ったら何とかしますので診察をして貰えれば……くちっ」

　しょんぼり声の朝岡さん。

　……どうしよう、と少々迷ったが……

　自分の患者さんが困ってるのだ。主治医としては、な。

「朝岡さん、朝岡さん」

　と声をかけつつ眼鏡めがねを外し、かつらを少しずらす。

「俺だよ俺。親おや父じの手伝いでさ」

「た、高たか宮みや先せ──むぐっ」

「しーっ！　他ほかの人には秘密！　大丈夫だから、ね？　ま、まあ後は朝岡さんだけだけど……」

　呟つぶやくと彼女が頷うなずく。安心したらしく、緊きん張ちようがほぐれて朝岡さんが深い溜ため息いきをついた。

「すいません高宮先生。今日、家に薬を忘れてしまって……さっきからくしゃみが止まらなくて、皆さんに変に思われてたところで……」

「うん。でも珍しいね。最近は治まってたのに」

「……実はさっき、着替えてる時に色々ありまして……」

「え、色々？」

　なんだろう。他の女子に何か言われたの？

「その……今度のプールにどんな水着で来るのかな、とか……とっても楽しみだね、とか……あ、もちろん嫌いやな事は言われてないんですけど、皆さんに期待されてる気がして妙にプレッシャーが……くちっ」

　まあ男子はもちろん、女子も朝岡さんと仲良くなれる絶好の機会だ。期待もする。でも朝岡さんにとっては真剣勝負の場……他の女子達の「楽しみだね」の言葉に気負ってしまったのかもしれない。

　そう考えると朝岡さんって凄すごく真ま面じ目めな性格だよな……嘘うそも苦にが手てだし、プレッシャーを感じやすい体質、とも言えるけど。

　でも、そもそも──

「あのね、朝岡さん。別に、プール作戦で大成功する必要は無いんだよ？」

「え？」

「そんなに無理に、今回だけでバッチリ完かん璧ぺきに成功させよう、って思わなくてもさ。プールは作戦の一つで、例えばプールで上う手まくいかなくても次は文化祭とか体育祭とか、一緒にテスト勉強とかあるし……それに今回は、クラスで気の合う人と話すだけでもいいし」

「あ……そ、そうですね」

「うん。だから体質改善に頑張るのは良い事だけど、プチ成功、ぐらいでもいいし」

　気負い過ぎは良くないよ、と伝えたところでカーテンの向こうの小さ枝え子こさんから「終わった？」と聞かれた。……おっと、いけない。今は健診の途中だ。

「えと。とりあえず……してもいい？　健診」

「は、はい」

　朝あさ岡おかさんが素直に頷うなずき、少しだけ体たい操そう服ふくをまくり上げる。もちろん胸元が見える手前ぐらいなので、実際には見えない。先ほどから幾度となく見てきたチラリズム的なアレで、最後でもそれは変わらない……のだが。

　正体をばらしたせいだろうか。朝岡さんを前にすると、いつも以上にドキドキする。それに、俺おれは既すでに彼女の水着姿なんかも見ている訳で、その体つきも、その……

　想像した瞬しゆん間かん、体操服の上から柔らかな胸元がほんわりと思い浮かび、首を振って否定する。想像だけならともかく手を入れて音を聞くのだ。

　男としては身が持たない──

「あの。高たか宮みや先生」

「え!?　えと、何、かな？」

「もし良ければ……今、少しだけドキドキを貰もらえれば、嬉うれしいのですが……」

「今!?」

　体操服の下に手を入れた状況下でドキドキ!?　……って、そうだ。朝岡さんは困ってる。彼女の不安そうな顔を見れば、真しん摯しなお願いだと分かる。頼られた以上、主治医として協力せねば。……でも。だけど……！

　ノーブラの体操服の下に手を入れてドキドキ、ってもう何すれば良いの!?

　ってかこの状況でエロい事って言ったら、俺の手をちょっと上に伸ばして禁断の桃、美しい双丘に自然と……で、でもそれは流石さすがに。松まつ野ののはやむを得なかっただけで……！

　落ち着け。落ち着いて考えるんだ俺。

　朝岡さんの言う通り、ちょっと、でいいんだよな？

　ほんの少し。瞬間的ドキドキ。なら……

　一か八か、効きくかどうか分からないけれど！

「朝岡さん」

「はい」

　自然な口調で声をかけ、彼女の前でにこっと笑って。

「今日……朝あさ岡おかさん可愛かわいいね」

「っ……！」

　本当はいつも可愛いですけど！

　と思った俺おれの耳元の聴診器に朝岡さんの激はげしく高鳴る心音が響ひびく。おお、今ダイレクトに朝岡さんの心拍数が上がったぞ！　これなら大丈夫だろう。

「はい、これで診察終わり。……朝岡さん？」

「は、はい……」

　どうしたんだろう。朝岡さんの顔が熱っぽく、ぽーっとしているような。

「あ、ありがとう、ございました。元気になりました……」

「良かった。でも無理はしないでね。何かあったらすぐ俺を呼んでいいからさ」

　そう告げて朝岡さんを帰す。彼女は俺に丁てい寧ねいに一礼し、カーテンの外へ出て小さ枝え子こさんに挨あい拶さつする。その影かげを見送りながら……

「プチ成功でもいい、とは言ったけど……やっぱ大成功にしたい、なぁ」

　今の様子を見てると、やっぱり大きなきっかけが欲しかった。

　朝岡さんのストレスや不安は、みんなと気軽なコミュニケーションを取れるようになれば大分楽になるはず。ドキドキする対たい症しよう療りよう法ほうにも限界はあるし、医学的な治療法が分からない以上、ここから攻めるしか。

　あと俺の理性的にも、エロ過ぎるのは限界が。もちろん、彼女の気持ちを安定させる意味でもだけど──

「……プールで大成功、か。もっと俺に出来る事も、あるはずだよな……」

「あら、どうしたの仁じん君。真剣な顔して」

　顔を上げると小枝子さんが戻ってきていた。

「あ、いや、ちょっと朝岡さんに相談されて……もっと頑張ろうかな、って」

「あらそう？　仁君は頑張り屋さんね」

「え、そ、そうですか？　いやそれほどでも──」

「じゃあ、そんな頑張り屋の仁君に、はいこれ。次のクラスの名めい簿ぼね」

　そう言われて、思わず吐血しそうになった俺であった……




　　　　＊




　だが、そんな波乱含みの健診でも結果は出した。その事で親おや父じに小こ遣づかいの増額を頼むと意外とあっさりオッケーを貰もらう。これで準備万ばん端たんだ。後は天気に祈るだけ──

　そして迎えた、プール当日。空は九月上旬ながら燦さん々さんと輝く太陽、絶好の行こう楽らく日び和より！

「よし……！」

　もちろん、一泊二日のプール旅行で朝あさ岡おかさんのフォローをするのが主な目的だ。けど俺おれだってプール自体も楽しみなのだ。今年の夏休みは診しん療りよう所じよに詰め込まれ、患者さんを診みたり宿題したのが思い出です、なんていう悲しいレベルの夏休みからついに脱却。そう。今から俺の、遅れてやってきた夏が、ついに始まる！

　今度こそ俺は変わる。朝岡さんを守りながら仲良し大作戦を遂すい行こうしつつ、出来る事なら彼女の前でもう少し、男らしく格好つける……！

「頑張るぞー！　ファイトーっ！」

　診療所の前で気合いを込めたところに予あらかじめ待ち合わせていた朝岡さんがやって来た。鮮あざやかな黒髪を日差しの下にさらさらと流しながら、水色がかった鞄かばんを片手に俺を見るなりにっこり微ほほ笑えむ。その私服は白の綺き麗れいなワンピースだ（超似合ってる！）。黒髪美女と夏の日差しはどうしてこうも似合うのだろう。俺の疑問は常に尽きないし朝岡さんマジ可愛かわいい……と思いつつ、でも彼女の抱えているであろう不安を和やわらげるべく、いつも通りを心がけて……

「朝岡さん、準備はばっちり？」

「はい！」

「水着は？」

「大丈夫です！」

「タオルと日焼け止めと、あと鼻炎の薬も？」

「確認しました。今日は忘れてません」
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　先日の健康診断のような事があったら困るしな。

「あ、あと」

「ん？」

「えと……万が一に、備えて……」

　朝あさ岡おかさんが取り出したのは、ブックカバーを被かぶせたポケットサイズの漫画本だった。表紙には水着姿の二次元系女子が描かれ、水着の胸元に指をかけ少し外しかけてる危ういお姿だ。どう見てもアレ系な本だが、やむを得ない最終兵器である。

「念のため、ブックカバーは防水仕様です……い、一応、いつでも取り出せるようにポケットに入れられるサイズにしました。準備、ばっちりです！」

「う、うん……でも出来れば使わないよう頑張ろうね」

　一緒に水着姿で女子トイレに籠こもってエロ本読んだら（俺おれが）即死確定だ。そうならないためにも朝岡さんをフォローしつつ、みんなと仲良くなって楽しむ、と。パンフレットによると、実はカラオケとか卓球もあるから、後はどんな方法でも大丈夫だろう。

　……まあ俺としてはみんなとだけじゃなく、朝岡さん個人と仲良くなりたい、とも思うんだけど……でも一番の目的は彼女の友達作り。

「まあ気楽に行こう。何かあっても、えと……俺がついてるし？」

「はい！　が、頑張ります！」

　拳こぶしを握り、くっと顔に力を込める朝岡さん。

「……朝岡さん。最初からそんなに緊きん張ちようしてたら持たないよ？」

「あうぅ……」

　やっぱり緊張気味の朝岡さんとくすくす笑いながら歩き出す。

　待ち合わせに選んだ場所は学校前の平へい坦たんなアスファルト道のバス停で、既すでに藤ふじ田たさんや松まつ野の、そして何かと騒さわがしい川かわ北きたさんやお下げの秋あき山やまさんを筆頭に女子陣が。さらには今日を待まち焦こがれていた男子達も揃そろっている。先日俺達をビデオ屋で騒がせた山やま一いちも「俺はやるぜ俺はやるぜ！」と意気込み、全員合わせて十二名ほどの大所帯。「こんにちは」と朝岡さんが挨あい拶さつすれば女子達が「ちわー！」「朝岡さん超可愛かわいい！」と次々声をかけ、男子達も「よろしく！」だの「燃えてきたーっ！」と早くもヒートしてる奴やつもいた。もちろん俺も、声には出さないが気合い十分。

　なんせ、夏！　小ぢんまりした診しん療りよう所じよとは違う、夏……！

　友達作りに水着にプール。俺の逃した夏が、そこに！

「うおお、行くぜみんな！　全軍突とつ撃げきぃー！」

「「「オッケーイ！」」」

　男女全員ノリノリで、やってきたバスに乗り込む。元々需要も少なく午前中に数本しか出ないバスに揺られること一時間。実に地方の田舎いなかっぽい、オマケ程度の屋根がついた駅のホームからローカル線の電車に乗り換え、そこから揺られることさらに一時間。トランプ片手にババ抜きを楽しみながら、ゆらり揺られて──

「着いたーっ！」

　昼前にようやく、松まつ野のの元気な声と共に〝坂さか之の下したウォーターパーク〟と書かれた巨大看板の入口前に全員で降り立った。丁度お昼時だったのでまずはパークの外にてお昼を済ませ、英文字の巨大看板をくぐり抜けた先で女子達と分かれて水着へ着替える。「やっぱ男でも着替えるの恥ずいな！」とかアホな事を言いつつプールサイドに顔を出せば、そこに広がるのはまさに夏！

　太陽光を反射し燦さん々さんと輝く波打つプール。九月とはいえ残暑の厳きびしい日々が続くせいか客足も多く、浮き輪を身体からだに抱えた子供が走って行く。ビーチサンダルの裏からでもちりつくプールサイドの熱気に、湿り気を帯びた風の香り……うおおっ、

「俺おれの夏が、ついに来た……っ！」

「た、高たか宮みやどうした。ちょっと涙目じゃね？」

「え!?　あ、いや、ちょっとマジで嬉うれしくてさ……俺の夏がついに来たと思うと……！」

　この感動は誰だれにも分かるまい。プールを前に胸を高鳴らせ、さあ泳ぐぞと意気込む。が、その前に女子を待たないと……と思っていると、女子更衣室から松野がこっそり顔を出した。

　照れ屋な松野の水着は露ろ出しゆつが控えめなロングワンピースで、胸の下あたりを赤いリボンのような紐ひもで結んだ可愛かわいらしいデザイン──で誤ご魔ま化かしてはいるが、その水着にぴっちりとフィットどころか自己主張してるようにすら見える大きな胸元に視線が自然と向いてしまう。さらには胸元に固定用のために巻かれたその紐が、彼女の胸を押し上げるように作用していてこれまた絶妙にエロい。っていうか松野、この前の健診でも思ったけど……

「「「おっきいな……」」」

「い、言わないでよ気にしてるんだからぁ！」

　三人ぐらい揃そろってつい口にしたら怒られた。その後ろから続々と女子達が続き、この機に披露しようとあえて露出度の高い水着を着た女子、逆に照れ気味で控えめな松野タイプの水着と大体二タイプに分かれながら次々と姿を見せる。「あんまりじろじろ見ないで、えっちぃ～」とか言う割に水着が大胆だったりするので「とか言って見せてんだろお前～！」と山やま一いちが先ほどからあっちこっち楽しげに茶々を入れている。そこに続くのは藤ふじ田たさんだ。

　藤田さんはチューブトップタイプの水着上下だった。胸元はやはり控えめだが、すらっとスレンダーな体つきに水着が綺き麗れいに合っていてなんとも可愛らしい。そして重要なのは、水着が白と水色の縞しま々しま模様。さらに、おそらく度入りと思われるゴーグルを頭に載のせて、と妙にツボを突いている！

　と見ていると藤ふじ田たさんが俺おれに気づいて、

「……どう？」

　少し顔を赤らめて言った。

「い、いいと思う！」

　と答えると、藤田さんが少し微ほほ笑えんだ。その、後ろから──

　ざわり、と。夏の空気が。プールサイドの気配が、揺れる。

　男子のみでなく女子達の視線も一身に受け、更衣室から朝あさ岡おかさんが顔を覗のぞかせた。そして遠慮がちに一歩、太陽に熱された夏のプールサイドに足を出す。

　現れた彼女は検査室で俺に披ひ露ろうした時と同じ、太陽すらおののくほどに美しいビキニ姿だ。丸みを帯びた綺き麗れいな胸元に吸い付くトップスに、下はその美しいライン取りが映はえる三角ビキニ。その細い足先、白い肌、そして眩まぶしい太陽の下で薄うすくはにかむ笑顔を前に感かん嘆たんの声すら出ない。

　……以前見た時は、検査室内の暗がりの中だった。それでも可愛かわいいとは思ったけれど、いざこうして太陽の下に晒さらされた彼女の姿を見た瞬しゆん間かん、俺は、俺は、

「う……うおおっ、朝岡さんマジ可愛い……っ！」

　人生で初めて神様に感かん謝しやした！

　もちろん、これは朝岡さんの体質改善の一いつ環かんだ。けれど！　それでも！

　これが一夏のアバンチュールという奴やつか。夏休みの間、お爺じいさんお婆ばあさんの相手しかしてなかった俺。それはそれで楽しかったけれど、今は格別！　男として、この世に生まれてきて良かったと思う！　マジ神様感謝。いやほんと。

「え、ええと……ど、どう、ですか？」

　朝岡さんが遠慮がちに聞くと、

「す……凄すごくいいよ！　ねえみんな！」

　という松まつ野のの声に続々と賛同が続く。当たり前だ、あの朝岡さんの神こう々ごうしい水着姿なのだ！　そのお姿が太陽の下で拝おがめる、その事実だけで俺は灼しやく熱ねつのプールサイドで土下座してもいい。それ位に嬉うれしい！

　そして彼女だけでない、今からこの水着姿の女子達と、一日、遊ぶ！　うはーっ！　っていうか本来これがみんなで遊ぶプールの醍だい醐ご味みだし！

「じゃあ、そろそろ……あ、そうだ。せっかくだから朝岡さん、最初どこに行きたい？」

　藤田さんが朝岡さんに聞いた。

「え。私、ですか？」

　朝岡さんの問いに藤田さんが頷うなずく。すかさず俺が、

「そうだよ。朝岡さんの歓迎の意味もあるんだし、最初は朝岡さんの好きな所に行こう。な？」

　やっぱ朝あさ岡おかさんが楽しまないとな！　という気き遣づかいは藤ふじ田たさんも俺おれも同じ。賛同を得た朝岡さんが入口脇わきの掲示板に目を向ける。

　この坂さか之の下したウォーターパークには幾つかプールがあり、定番の流れるプールに波打つプール、他ほかにも坂之下フォールと名のついた滝のようなもの、子供用プールに飛び込み専用プールと各種ある。まあどれを選んでもプール遊びにハズレ無し──

「ええと、では……えと。私の好きに選んで良いのですか？」

「「「もちろん！」」」

　とみんなが答えた後、朝岡さんは……

　本当に素直に、自分の一番好きなものを指名した。

「では私、これが……一番楽しいと思います！　パンフレット見た時から興味があって」

　告げた瞬しゆん間かん、松まつ野のが「うわぉ」と呟つぶやき。他の男子も女子もぴくっと眉まゆを動かし、俺は見事に固まる。

　この施設がウォーターパークと名付けられている以上、アクアリウムワールドと一ひと括くくりでまとめられた各種ウォータースライダーが存在する。そして朝岡さんが指さしたのは、その中でも名前からしてデンジャラス感漂ただよう『フリーフォール・極きわみ』という高さ20メートル、最大傾斜50度という坂之下ウォーターパーク最凶の刺し客かく。絶大なスリルと恐怖をお届けしてくれる、そんな施設である。

　……朝岡さん？　それ、マジで？

「私、こういうの凄すごくドキドキする方なんです。も、もちろん皆さんが良ければ、ですけれど……」

　いやそれは最初からちょっと──いや待て。ドキドキ？

　そうか。そういえば朝岡さんは春はる桜ざくら高校に来るまで、エロ以外の方法でドキドキを蓄たくわえていた。それは大迫力の３Ｄ映画やホラー映画、都会ならではのアトラクション。つまり……

　これは彼女の好みであると同時に、エロ要素以外の貴重なドキドキ貯蓄方法！　となればプール旅行を成功させたい朝岡さんが第一手に選ぶのは当然で、そして……

　お、俺もやっぱり、賛同しなきゃいけないよな？　だって主治医だし。

　つーかさ。朝岡さんがせっかく提案したのに、ち、ちょっと怖いなんてありえねーし！

「よ、よーし！　なんか楽しそうだなこれ！　じゃあ俺も行こう！」

　俺の提案に男子が「え、マジで？」「これはちょっと……！」と焦あせる、そんな奴やつらに向けて。

「あ。俺、朝岡さんと一緒に滑すべるから。怖い奴は来なくていいぜ？」

　軽く挑発した瞬間、男子達が燃えた。よし、勢いづいたな？　っていうか、あれだろ？

　女の子の前で、ウォータースライダー程度でびびるなんて男じゃねーんだよ！

　拳こぶしを握る俺の前で「俺もやるぜ！」「俺も行く！」と駄犬らしく男子達が答え、松野が「あたしもやるー！」と名乗りをあげる。藤田さんは合間に入り「もっとゆるやかなコースもあるから、人それぞれで選びましょう」と残りの女子達へアフターフォロー。緩かん衝しょう材ざいの効果を発揮し（この辺さすが藤ふじ田たさんだと思う）揃そろって我先にと階段を登る。心底楽しげな朝あさ岡おかさんとそれに続く（実はビビり性な）俺おれ達、という不思議な構図のままスライダーへと挑み。

「「「うおおおあああああっ！」」」

　死んだ。

　傾斜50度はほぼ垂直でした。ありえませんでした。

「す、すいません、私だけ楽しんでしまったみたいで……」

　朝岡さんはちょっと申し訳なさそうにしていた。でも、そんな顔をされる訳には。男のプライドとしてこう……

「い、いやいや朝岡さん、これ位大した事ないし。な、なあ山やま一いち？」

「おぅ！　ぶっちゃけ俺もちょっとビビったけど、滑すべってみりゃあこの程度か、って感じだし？　何ならもう一つぐらい行っても大丈夫だぜ！」

　その一言が地じ雷らいを踏ふんだ。

　朝岡さんは顔を綻ほころばせて期待の眼まな差ざしを浮かべ、それを察して傍そばにいた藤田さんが提案した。

「なら、あれはどうかしら。さっきのスライダーよりは大分楽だと思うけれど。二人乗りみたいだし」

　と彼女が示したのはダブルタイプの浮き輪を使って二人乗りする『ダブルスライダー・愛あい』だ。二人乗りのため高度やスリルは抑え気味のはずだが、スライダーである事に変わりはない……って、ん？

　二人乗り、って事はあれか？　ペアで誰だれかと乗れるのか？

　おお。それなら是非、朝岡さんを他ほかの女子と一緒に。というか、

「なら朝岡さん、藤田さんと一緒に滑る？」

　友達同士で一滑り、と提案すると朝岡さんが喜んで頷うなずいた。よしよし、これでＯＫ──

「私？　えと、私はその、滑るって決めた訳じゃ……」

　が、藤田さんが何な故ぜか口ごもり、その背中に突然松まつ野のが飛び付いて、

「ゆっきー捕まえたーっ！　よーし、あたしと一緒に滑ろう！」

「ひゃあっ！　ち、ちょっと待ってまっつー、私滑るって言ってない……！」

「いやいや、言い出しっぺはちゃんと滑らないとねぇ、ゆっきー？　みんなにやんわり言いながら一番小さいスライダー乗ってたのちゃーんと見てたよ？　あたしは騙だまされないよー？」

　松野が意気揚々と腕を組んで藤田さんを連れて行く。や、ちょ、と微妙に抵抗する藤田さんだったが松野の力ちから業わざには逆らえないのか、暫しばらくして彼女の悲ひ鳴めいがスライダーから聞こえてきた。……もしかして、絶叫系は苦にが手てだったんだろうか……

　なんて考えている間に他の女子二人は仲が良いのかペアを組んで滑りに行き、もう一人はスライダー自体を遠慮した。山一も別の男子に引っ張られ、朝岡さんが残ってしまう。

「えと……ど、どうしましょう」

　しまった、微妙に敬遠された形に。まあいきなり一緒にスライダーは難むずかしいか……うーん。

「じゃあ……えっと……」

「あの。高たか宮みや先生」

「うん？」

　どうしたものかと隣となりを見ると、朝あさ岡おかさんが指先をもじもじさせて。

　その頬ほおを赤く染め、照れたように、俯うつむき気味に……

「よ、良ければ…………私と一緒に、滑すべりませんか？」

　ぐはっ。

「………………」

「高宮先生？」

「はっ！　ご、ごめん、ちょっと意識が……え、えと、お、俺おれと？」

「はい。もし、嫌いやでなければ……」

　嫌だなんて、そんな事ありませんよ！　むしろ朝岡さんと二人でスライダーなんて夢のようです。で、でも朝岡さんと一緒に滑る、って……？

　これは一体どういう事だろう。い、いや意味は分かってる気はするのだけど……と半なかば思考停止に陥おちいりつつ朝岡さんと共にスライダーの入口へ向かう。そして係員の人からアドバイスを受けつつ浮き輪をお借りし、その現実を目の当たりにしたところで息をのんだ。

「うぐっ……」

　微かすかに予想だけは、していたが。

　意外と、サイズが小さい。

　前方に朝岡さん、後方に俺が腰かける形になるのだが、これが想像を越えて、その……

　どうしても、身体からだが密着してしまう。

　となるとやはり朝岡さんの背中、一本ラインで結ばれたビキニ姿や綺き麗れいな肩甲骨とかに俺の胸元が当たるし、彼女のアップにまとめた綺麗な髪も、普段隠れている首筋も、とても近くに迫ってしまう……

「えと、の、乗れますか？　高宮先生」

「う、うん。大丈夫」

　狭くないですか、という意味だろうが問題ない。でも、これで滑り出すとなると……

　どうしても、朝岡さんの背中を抱きしめてしまうような格好に？

　い、いや早まるな俺。男としてそれはいかん。ここは上う手まく耐たえて朝岡さんに密着し過ぎないよう、純粋に彼女にスライダーを楽しんでもらうべく、俺は彼女の肩に手を当てるぐらいで耐え抜こう。そう覚悟を決めて──

「はい、ではスタートしますねー」

　係員の人が浮き輪を押し、その直後。がくん、と身体からだが傾かたむいた瞬しゆん間かん、己おのれの覚悟の甘さを肌身で悟った。

　視界に映ったのは俺おれ達が今から辿たどる一本道の大迷宮。まるで全身を大だい蛇じやのとぐろのようにぐるぐる巻きにしたような。牙きばを剥むき人間を丸まる呑のみする邪悪な蛇の顔をしていた。つまり。

「……ふおおおおあああああ─────っ！」

　二人用だから生ぬるいなんてこと全然ありませんでしたー！

　悲ひ鳴めいをあげる俺の視界が回転する。Ｆ１レーサーのように高速で身体が風を切り、水みず飛沫しぶきを跳ね上げ頭上の太陽がくるくる回る。チューブ状の蛇の体内を文字通り蛇だ行こうし浮き輪がカーブを走る度たびに俺の「うひいいいっ！」という情けない悲鳴と朝あさ岡おかさんの「きゃー♪」と楽しげな叫び声が混じるが俺はもう駄目だ、無理ーっ！

　ただ身の安全とスライダーが終わる事を信じて朝岡さんの背中に手を伸ばす。しがみつきますごめん朝岡さん、と情けなく謝あやまりながら手を伸ばした、その時。

　かくん、と浮き輪が勢いよく揺れて。

　背中を掴つかむはずの指先がぶれ、何な故ぜか、細長いものに引っかかるような感触が。

　……はたと気づいて、瞼まぶたを開くと。

　勢いよく滑すべる朝岡さんの。ビキニの肩かた紐ひもに、指が！

「うわわっ！」

　しかも、僅わずかにずり上げかけている！

「た、高たか宮みや先生!?」

　朝岡さんが慌てた声をあげる。違うごめん朝岡さん、と言おうとしたがスライダーの勢いに押されて、ふわ、うわわっ、と悲鳴にしかならず着水用のプールにさしかかり、

「ひゃあっ!?」

　ゴールで盛大な水飛沫をあげ、そのまま二人揃そろってバランスを崩くずした。浮き輪が一瞬浮き上がり、勢いで姿勢が傾いたまま着水用プールにざぶんと落ちる。視界一面に広がる突然の青。朝岡さん！　と口にした瞬間、水中で、ごぼり、と肺から空気が逃げるように四散する。まずい、溺おぼれる、と手をばたつかせて足を伸ばし、それでも床を見つけて何とか蹴けり上あげ、

「ぷはっ！」

　水中から顔を出した。あ、危ない、溺れるかと思った……！

　大きく息を吸い首を振って一息つき、朝岡さんは──と視線を巡らせる。

　彼女は水中でじたばたしていた。って、

「ふおぉっ!?　朝岡さん！」

　両腕を伸ばし彼女の両りよう脇わきを抱えて持ち上げた。再び水飛沫が舞まい、顔を出した朝岡さんが盛大にむせる。

「朝岡さん大丈夫!?」

「ふぇ……は、はい、何とか。ちょっと、びっくりしてしまって」

　荒めに呼吸を繰くり返かえしながら水を弾はじき、彼女がぱちっと瞳ひとみを開いて。

　……間近にいる俺おれと、視線が交こう錯さくする。

「……っ！」

　呼吸が、止まる。

　目の前の朝あさ岡おかさんは大きく息づきながら、綺き麗れいな瞳で俺を見つめている。水気を帯びた薄うすくてぷるんとした唇くちびるに、白い頬ほお。指先に感じる、彼女自身のしなやかな体つき。そんな彼女を、俺は両りよう脇わきから水着を掬すくい上あげるような形で抱えている……

　頬がぽおっと熱くなり、思わず顔から視線を外して見下ろすと……

　そこには水着の紐ひもが外れかけた、朝岡さんの身体からだが！

「がふっ」

　プールで浴びた水滴が彼女の身体に伝わり、胸元へと流れていく。その一滴の流れを追えば、自然と肩紐が乱れて脇にずり落ち、僅わずかに見えかけた朝岡さんの乳房の上あたりが、こう、何とも危うい。

　慌てて視線を横に逸そらす。って、それじゃ駄目だ。水着が外れかけの朝岡さん、なんて姿は誰だれかに見られてはまずい訳で。き、気づかれる前に……！

「あ、朝岡さん、その……い、一度、プールに隠れて」

「え……あっ、ひゃっ！」

　朝岡さんも途中で事態を察し、慌ててプールの中へと身体を沈めた。よ、よし、後は朝岡さんが水着を直すのを待てば……という発想は。

　甘かった。

　──プールから移動してください！　と大きな音声が聞こえて振り向くと。ビーチサイドからアナウンスの人がスピーカー片手に声を出していた。いや待ってくれ、今プールから出る訳にはいかない、と思って振り返り──アナウンスの人が声を荒らげた理由を知る。

　……スライダーの着水口から、次の客の浮き輪が突っ込んできた！

「やべっ！」

「ひゃっ！　たた、高たか宮みや先生！」

　逃げ……いや駄目だ！　朝岡さんにぶつかる！

「っ……！」

　朝岡さんを咄とつ嗟さに押して庇かばった直後、背中から強い衝しよう撃げきを受ける。悲ひ鳴めいをあげながら、それでも朝岡さんにぶつかる訳には、とプールの底へ向けて強引に右足を踏ふん張ばった。が、勢いに耐たえきれず、びきぃ、と右足に激げき痛つうが走る。

「はうあっ」

　悲鳴をあげて顔をしかめた。まずい、いま完かん璧ぺきに右足捻ひねった……！

「っ、くっ！」

　右足を庇かばうように、今度は左足でブレーキをかける。何とか勢いを押し殺し、朝あさ岡おかさんにぶつからずセーフ。と、とりあえず良かった……！

「だ、大丈夫ですか高たか宮みや先生！」

「うん、朝岡さんは!?」

「わ、私は大丈夫です」

「そう。ならいいや……」

　と、まずは安あん堵ど。彼女が無事なら何より……と両足をプールの底について、

「あたっ……！」

　ビリビリっとした刺し激げきが右足から……！

「だ、大丈夫ですか!?」

　ふらついたところを朝岡さんに支えられた。こ、これはいかん、結構やらかしたのでは……と顔をしかめながら朝岡さんに連れられ一度プールサイドへと向かう。……うぐぐっ。

「足、ですか？」

「うん、たぶん……あたたっ」

　何とかプールから這はい上あがり、プールサイドに置かれたビーチベッドに腰かけた。その間にもチクチクとした痛みが足首に走り……いかんな。すぐ治まると嬉うれしいんだけど……と期待しつつ右足首を回すものの、強い痛みに顔をしかめる。……浮き輪の衝しよう撃げき自体は背中で受けたものの、変に踏ふん張ばったのがまずかったか。

「捻ねん挫ざかな……」

　軽く言うが、捻挫とは靱じん帯たい損傷の一種だ。まあ筋肉を痛めただけかもしれないけど……

　うむむ、と記き憶おくの底から思い出す。捻挫の基本対処法は、足を無理に動かさない。捻ひねったり動かしたりして余計に悪化するのが一番まずい。基本は安静、そのうえでテーピングにて固定、そして万が一骨折があるならギプスで固定になるのだが……いや待て待て。それは正直、超困る。本格的なプール遊びはこれからだ。皆とのスキンシップのメインはスライダーではなく流れるプールでキャッキャうふふ、つまりプール作戦は今から本番。皆との距離を縮めつつ仲良く遊ぶ、その大目標を目の前に俺おれが抜ける訳には！

「ご、ごめんなさい、高宮先生。私のせいで……」

「いや朝岡さんのせいじゃないよ！　本当！」

「でも、私が溺おぼれたり、水着が……それで出るのが遅れたのも……」

　いやその水着、本当は俺のせいだし！　でも朝岡さんは怪け我がが自分のせいだと思ってる！　いかん、こうなったら見栄を張ってでも、プール遊びは続行！　でなければプール作戦が破は綻たんしてしまう──

「いや全然大した怪我じゃないし？　ほ、ほらこんな感じではうっ」

「た、高たか宮みや先生、冷や汗が……大した怪け我がだと思うのですけれど……」

「だだ、大丈夫！　ほら、医者の不ぶ養よう生じようってよく言うし！」

「それは意味が少し違うのでは……？」

　朝あさ岡おかさんにさらりと突っ込まれた。でも本当にちょっと、プール遊びに参加は辛つらいか。

　……でもプール作戦はこれからが本番。せめて、朝岡さんだけでも！

「えと、朝岡さん。俺おれの事は気にしなくていいよ？　ほら、あっちの流れるプールにみんな行くみたいだし、朝岡さんも一緒にさ」

「でも高宮先生が怪我してるのに、私だけ遊ぶのも……」

「俺の事は気にしなくて大丈夫！　それに、朝岡さんには今日のプールでみんなと仲良くなるっていう目的があるし、あんまり俺の事ばっかり気にしてもさ。ね？」

「えと……それは、そうなんですけど……」

　朝岡さんは納得こそするものの、俺を心配げにじーっと見つめている。友達作り、という目標を忘れた訳ではないけど俺の事も気になる、という表情がありありと浮かんで心苦しい。いや俺の事は本当に気にせず、今はみんなと遊ぶ方を優先して……

「あれ、仁じんどしたの？　足怪我したの？　大丈夫？」

　と、そこに松まつ野のが気づいてひょっこり顔を出す。おお。良いところに。

「あ、まあちょっと。でも少し休めば痛みも引くと思うから、様子見てみるよ」

「そう？　大丈夫？」

「おぅ！　……でさ。悪いんだけど、朝岡さんもそっちに交ぜて貰もらえない？」

「え、でも……」

「まあまあ、朝岡さん。俺の事は気にしないで。ね？」

　俺が今やるべき事は、朝岡さんを笑顔で送り出す事だ。お互い今日のプールに向けて頑張って来た身として、引く訳にはいかない。……ね？

　とアイコンタクトを送ると、朝岡さんも遠慮がちに頷うなずいてくれた。

「じゃあ松野、あとよろしく」

「うーん。まあ、いいけど……あたしも時々様子見に来るね、仁」

「え。いや俺の事は放っておいても──」

「あのねぇ仁。友達が怪我したら心配するのは当たり前でしょーが。ほっといて遊べってのが無理だって。それとも仁は、朝岡さんが怪我しても放っておいて遊べるの？」

　松野の指摘は実に的まとを射ていたと思う。

　よく考えれば、俺が逆の立場でも同じ事をしたかもしれない……と思う。朝岡さんも松野も、怪我した俺を放り出して心置きなく遊べるような、そんな人では無いのだった。

　それは、俺にとっては嬉うれしい気き遣づかいではあったけれど……プール作戦としては残念な事に、厄やつ介かいな障害となってしまった。

　結局足の痛みはなかなか引かず……朝あさ岡おかさんも松まつ野のもみんなに交じって遊んではいたものの、時折俺おれの所に戻ってきては声をかけてくれた。後々は怪け我がを知った藤ふじ田たさんや山やま一いちまでも気き遣づかってくれ、俺としては嬉うれしい一方で、申し訳ない気持ちもむくむく湧わいてくる。

　かくして俺達のプール作戦はどこか中ちゆう途と半はん端ぱなまま終わりを迎えてしまい……

　朝岡さんとみんなの距離はほんの少し縮まったものの、成果、と呼ぶには程遠いまま終わってしまった。

　──そ、それでは駄目だ！　今回のプールは何としてでも成功させたい。

　……挽ばん回かいだ。何とかここから挽回せねば！
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「ううっ……」

　まったく挽回出来ませんでした。そもそも俺が入るとみんな心配して微妙に気を使ってくれました。ぜんぜん役に立てませんでした……

　一応、帰る間ま際ぎわには足の痛みも多少引き、たぶん打撲だろうと思えたものの、やはり泳げるまでには至らず。プールから旅館に向かう道中のタクシーで俺は見事に落ち込んでいた。ちなみに最初はバスと徒歩移動の予定だったが、俺が足を痛めたためタクシーに変更だ。挽回どころか、みんなの小こ遣づかいにまでダメージを与えてしまった……

　完全に良いところ無しだ。これではプール作戦の意味が。何とか頑張らないと！

「あ、あのさ松野……って寝てるし。山一も……寝てるか。えと、藤田さん？」

　朝岡さんと別のタクシーになってしまった今のうちに、作戦会議を。

「なに？　高たか宮みや君」

「あのさ。俺、朝岡さんやみんなにプールで気を使わせちゃったから……旅館の部屋についた後は、朝岡さんも合わせてみんな仲良く盛り上げて欲しいんだ。特にほら、今回のプール旅行は朝岡さん歓迎会の意味もあるし、朝岡さんもみんなと仲良くしたいって言ってたから……なんていうか、間を取り持って欲しいっていうか」

「そう。分かった、私もちょっと気をつけてみる」

「お願いします！」

「うん……あ、着いたみたい。まっつー、着いたよ。山一君も」

　藤田さんが丁てい寧ねいにみんなを起こしながらタクシーから降りた。よし、藤田さんの協力があれば百人力だ。やはり委員長は頼りになる──

　けど、俺も何か手伝わないと！

「な、何か無いか……つーか、プール作戦の次とか何も考えてねーし！」

　己おのれの計画不足を悔やみながら辿たどり着ついた旅館は、露ろ天てん風ぶ呂ろが付いた温泉宿だ。自動ドアを潜くぐると近場のお土産みやげ屋やさんと一体化した大きめのロビーが広がり、入口右手に受付がある。他ほかのタクシーで来た人達ともすぐに合流し、全員揃そろったのを確認して受付へ向かうのを見ながら何とか知恵を巡らせる。藤ふじ田たさんに全部任せる訳にはいかないし、俺おれもみんなを誘ってカラオケに……いや朝あさ岡おかさんは音おん痴ちだって言ってたし、ここは卓球……いや俺の足が……

　というか、よく考えればここからは男女別部屋。となると俺は全くフォロー出来なくなる訳で、さらに言えばプールで結局打ち解けられなかった女子達と朝岡さんを同室に放り込む事に？

　……こ、これはいかん。女子部屋には藤田さんと松まつ野のもいるが、これでは俺マジで何も出来てない。部屋に入る前にもう少し、男女ともに朝岡さんと打ち解ける機会を作らねば。でも、何か皆で楽しく会話出来る場面……

　そ、そうだ！

「あのさ！　部屋についたら荷物置いて、先に飯行かない？　俺、ちょっとお腹なか空すいてさ！」

　みんなに付いていきながら提案する。男女揃って晩ご飯！　これなら足が痛くても問題無いし、今日の夕食は旅館内にあるレストランだ。元々の予定を早めて、部屋で寛くつろぐ前に皆と打ち解ける大作戦！

「え。先にご飯食べるの？　ちょっと早い気もするけど……」

「あ、でも俺もお腹空いたわ！　飯先にしようぜー！」

「……じゃあ、先にご飯にしましょう。荷物を部屋に置いてからね」

　上う手まく藤田さんがとりまとめ、一度エレベーターにて三階に上がり荷物を置いて再度一階へ。その最中、朝岡さんを後ろから捕まえこっそり耳打ち。

「朝岡さん、プールで上手くいかなかった分、ここで取り戻そう！　ご飯なら俺も足痛くても関係無いし、何とか会話盛り上げるから！」

「は、はい……ありがとうございます、高たか宮みや先生！　私、今度こそ頑張ります！」

　唐突に思いついた夕食大作戦の成功を祈りつつ、皆でレストランへと向かう。

　旅館内に併設されたお店は『和わ桜ざくら』という名前からして見事な和風テイストだが、表口に飾られたメニュー表自体は和洋折せつ衷ちゆう、麺めん類るいと丼どん物ものもあればカレーもパスタもあるものだった。のれんをくぐり藤田さんが奥の十二席ほどある長テーブルが空いてるか尋たずね、了承を得てそこに座る。並びは六人机の二つに男女で分かれるが、俺は女子に一番近い側に腰かけ朝岡さんとほぼ隣となり同士。ここまでは予定通りで、その俺の対面には山やま一いち、朝岡さんの対面には……軽くお下げをまとめた女子こと秋あき山やまさんが座っている。身長が小さくて、確か俺の記き憶おくによると若干遠慮がちな印象もあるが……

　よし。彼女はまだ朝岡さんとあまり面識が無いから、まず彼女とのトークを足がかりに！　そう意気込みながら隣の朝岡さんに合図を送ろうとして、

「うっ……」

　……朝あさ岡おかさんが、傍はた目めから見てすぐ分かるほどに気合いを入れているというか、緊きん張ちようしている。表情こそ薄うすく微ほほ笑えんでいるが、横から見る俺おれには彼女の冷や汗がはっきりと……！

　大丈夫かなぁ、と懸け念ねんしながら対面の秋あき山やまさんを見ると、彼女もまた若干緊張しつつメニューを開き、朝岡さんに回して見せる。ま、まあいくら緊張してるとはいえ食事時、皆の話題には食べ物があるから大丈夫……だよな？

「えと、朝岡さんは何食べる？」

「そうですね……では私は、焼き魚定食で」

「じゃああたしは焼き肉……あ、やっぱり野菜炒いため定食にしようかな」

　二人が頷うなずきメニューを閉じて注文する。それから、

「えっと。あ、秋山さんは野菜炒め、お好きなんですか？」

「え？　う、うん、何となく目についたら食べたくなって……朝岡さんは？」

「わ、私も何となく……」

「そ、そうなんだ。ふーん……」

　会話終了。……ど、どうしよう。お互いにこう、声をかけたいけど遠慮して、みたいな雰囲気が。ここは俺が何とか場を盛り上げないと！

「あ、そうだ。朝岡さん、秋山さん、俺──」

「つーか高たか宮みや、お前足の怪け我がって大丈夫か？　いやほんとプールで怪我するとか運無いよな！」

　横から山やま一いちが声かけてきた。って邪じや魔まするなよ山一。心配してくれるのは嬉うれしいけど……

「え、高宮君怪我したの？　大丈夫？」

　秋山さんまで俺の話に食いついてきた。その話題に隣となりの朝岡さんが少々しゅんとする。いかん、朝岡さんは俺の怪我を自分のせいだと思ってる節があるから、この話題はあんまり。

「いや俺は大丈夫！　大した事ないし。それより……」

　朝岡さんとお話しして、と言いたいが『お話しして』って変だ。もっとナチュラルに二人を盛り上げないと。女子達が楽しそうな会話……会話……？

　うおおーっ!?　こういう時って何で盛り上がればいいんだーっ！

　駄目ださっぱり分からねぇ、大体俺って普段女子と話ししねーし！

　心の中で涙を流す俺の向こうで「松まつ野のさんおっかしー！」と笑い声が聞こえる。松野が手を振って返し、隣の藤ふじ田たさんもくすくす笑っている。その藤田さんは若干こちらを気にしてるが、彼女は運悪く店員さんへの注文を取る幹事席、つまり一番奥だ。遠過ぎる。こ、こうなったらもう何でもいい、馬ば鹿かと言われようが突とつ撃げきだ。朝岡さんもう学校慣れた？　とか、勉強楽しいとか、正直どうでもいい話題でも構かまわないから会話を繋つなぐしか、

「ええと、秋山さん」

　と思ったら朝岡さんが口を開いた。おお、朝岡さんが攻めた──

「秋あき山やまさんは今の学校の友……くしっ！」

　と思ったら小さなくしゃみ。っていかん、緊きん張ちようのし過ぎでドキドキ体質が!?

「すいません。ちょっと鼻が……」

　軽く言う朝あさ岡おかさん。が、

「朝岡さんのくしゃみって、か、可愛かわいいよね」

「え!?」

「そう言えば、よくくしゃみしてるけど朝岡さんって、鼻炎なの？」

「えと、えと……！」

　話題を探してたのは秋山さんも同じだった。彼女は途切れた会話を繋つなぐために、あろう事かくしゃみを題材にし始めた。ってそれは待ってー！

「うちのお兄ちゃんも鼻炎持ちなんだけど、一度始まるとくしゃみ止まらなくて結構大変なの。朝岡さんもそう……朝岡さん？」

「くしっ！　……あ、え、えと私、その、色々、あうぅ」

　これはいかん、と俺おれが割り込もうとしたところに店員さんが「お待たせしました～」と朝岡さんの焼き魚定食を運んでくる。タイミングがあまりに悪いうえに朝岡さんのくしゃみは治まらず、他ほかの人も「大丈夫？　朝岡さん」と声をかけてきて状況がまず過ぎる。体質が一度出た以上、何かでドキドキさせないと──って無理！　こんな衆目の中でドキドキさせるとか単なる痴ち漢かんじゃねーか！　そして秋山さんも困った様子でおろおろと。

「ごご、ごめん朝岡さん、な、なんかあたし、まずい事言った……？」

　さらに言えば料理が運ばれてきた手前、ご飯を前にくしゃみ連発はあまりにも空気がやばい。今まで気づかなかったが、くしゃみとご飯って相性が超最悪！　こ、これは……

「……くしっ。す、すいません、私、その──」

　も、もう駄目だー！

「わ、私ちょっと、お手洗いに……失礼します！」

　朝岡さんが先に席を立ち、続いて俺も。

「ご、ごめん！　俺もちょっとトイレ行ってくる！」

　そう告げて二人で出て行くのが限界だった。作戦どころの話じゃない。二人続けては明らかにまずいけれど、今は彼女の体質を抑えるのが先だ。二人揃そろってこっそりトイレへ引きこもり、あとは彼女をドキドキ……ってしまった、今ここに何も無い!?

　と思ったが、

「あ、あの、高たか宮みや先生……こ、これが」

　と彼女がポケットに忍ばせていたのは例の水着本だった。ありがたい事に、今回は何ど処こでも読めるポケットサイズ！　それが良いかは悩ましい所だが……

　い、今だけは仕方がない。あろう事かレストランのトイレで、だけど。体質が続いたまま皆の下に戻ればそれこそ集中砲火だ。

　これも朝あさ岡おかさんのため、と気合いを込めて──

「え、ええと……き、木き本もと君の×××ってとっても××××なんだね……」

　結局、水着姿の少女が己おのれの肩かた紐ひもを外し愛いとしの男の子と肌を重ねる物語をお伝えする事になってしまった。朝岡さんはソフトな漫画風でもやっぱり読めなかったとか、水着の肩紐というと先ほどの朝岡さんの麗うるわしきお姿が想像されてとか、学校ですらないレストランのトイレで誰だれか来たらどうしようとか色々悩みもあったが、と、とにかく体質自体は治まった。

　だがその時には時間も経たち、一度崩くずれた会話は何とも修正し難がたい状況になっていた。結局そのままずるずると……あまり皆と話をする事なく食事会も終了してしまい、俺おれに出来たのは朝岡さんをドキドキさせる事だけだったという。

　だ、駄目だ、駄目過ぎるだろ俺……
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　そのまま男女別行動となり、朝岡さんとは分かれてしまった。

　男子部屋に集まった後、山やま一いちを筆頭に連中は即座に露ろ天てん風ぶ呂ろへ向かおうと提案してきた。が、俺は右足に軽いテーピングと、あと朝岡さんの友達作戦の次の案を考えるべく部屋に残る。でも結局何も閃ひらめかないまま山一達もお風呂から上がってきたので、入れ替わりで露天風呂に向かう事にした。駄目だー……

「つーか、マジどうしよう……」

　朝岡さんをプールに誘ったのは俺なのだ。でもこれじゃあ、朝岡さんを落ち込ませる結果にしかなっていない……

　うんうん唸うなり、でも悩んでも答えは出ないので一度風呂で気分をさっぱりさせて、もう一度！

　と一階に降りた後、改めてホテル案内にて地図を確認。

「えーと……」

　露天風呂には大浴場と小浴場があるらしい。そういえば、旅館のパンフレットにもあったな。大広間の壮大な大浴場と、人が少なくプライベート感漂ただよう小浴場……

　ゆっくり考えたいし、と左に曲がって小浴場に向かう。脱衣所にて服を籠かごに放り込み、タオル一枚を腰元にきゅっと巻いて露天風呂との仕切りガラスを開くと、雑ぞう木き林ばやしに囲まれた小浴場は確かに誰だれもいなかった。その事に気づいて何となく贅ぜい沢たくをしたくなり、一人で桶おけを三つぐらい勝手に使い、さらにシャンプーも二倍ぐらい使って頭を洗う。右足の痛みを覚えつつ湯船に浸つかると少々熱めの湯が全身に浸しみ渡わたった。はぁ……と一息ついて気合いを充電。

　……よし。こうなったら最後の手段、男子を連れて女子部屋に突とつ撃げきしか──

　と目論もくろんでいると。

　……くちっ！

　と。

　小さくも特徴的なくしゃみが、耳に届く。

　……今のくしゃみ、朝あさ岡おかさん？

　気のせいか、と探すと入口から見て右側全面に竹を敷しき詰つめたような壁かべがある。多分これが女子風ぶ呂ろとの仕切りとなってる壁だろう。とすると、向こう側から……と訝いぶかしむと、予想通り壁の奥からもう一度くしゃみが聞こえてくる。

　さっきの食事会の時は、一応治まってから戻ったけど……朝岡さん、また体質が……？　もしかして、それで人に体質を見られる事を嫌きらって小浴場に？

　という事は、今は一人なんだろうか。そうだよな、人に見られたくないはずだから……

「朝岡さん？」

「え……高たか宮みやさん？　そちらに居らっしゃるんですか？」

　声をかけると予想通り朝岡さんの返事だ。

「うん。大丈夫？　あ、こっちは一人だけど、そっちは？」

「あ、私の方も一人ですし、大丈夫でくちっ。……ううっ……」

　朝岡さんの返事は泣き声だ。うん、大丈夫では無い。

「ドキドキ体質？　……辛つらい？」

「はい。さっき、部屋に戻った後に、もう一度頑張ろうと思った途と端たんにまた……」

「さっきは結局落ち着こうとしただけだったし。じゃあ、何かドキドキしないと……」

「は、はい。そうなのですが、ひ、一人ではその……」

　悲しむ朝岡さん。症状が悪化してる？　というか、失敗続きで相当緊きん張ちようしてるんじゃ……

　どうしよう。まずお風呂から上がって朝岡さんを休ませつつ、もう一度先ほどの本でドキドキさせるか。もしくは鼻炎薬を使えば、少しは……でもあれ、結構眠くなる作用もあるし──

「……ごめんなさい」

「え？」

「高宮先生に色々して貰もらってるのに、ぜんぜん上う手まくいかなくて……」

　朝岡さんが謝あやまった。って待った、それ謝る事じゃないし！

「いやいや朝岡さん、誰だれにでも失敗はあるって。運が悪かっただけだよ朝岡さん」

「でも私、これだけ高宮先生にお膳ぜん立だてして頂いたのに、やっぱりお話し出来なくて。せっかく旅行のプランも考えて、一泊二日までして貰ったのに。それに高宮先生まで怪け我がして……」

「い、いや仕方ないよ。もともと難むずかしい体質なんだし、上手くいかない事もあるしさ。朝岡さんが頑張ってるのは分かるし」

「でも……」

　い、いかん。これはまずいぞ。朝あさ岡おかさんが失敗続きで超落ち込んでる！

　しかも朝岡さんは俺おれの怪け我がも、上う手まくいかないのも自分の責任だと……まずいまずい、ここは主治医として励まさねば。治ち療りようのはずが実は逆効果とかマジ医療人失格！

　ざばっ、と湯船から上がって少しでも女子風ぶ呂ろ側の壁かべに近づき、ここは元気よく！

「えと、朝岡さん！　あのね、さっきも言ったけど、上手くいかない事もあるよ！　プールで俺が怪我したのも運が悪かっただけだし、そういうのが続いただけで！」

「でも私、さっきの食事の時もチャンスのはずだったのに……結局、緊きん張ちようして体質が……」

　いやくしゃみの話題は朝岡さんにとって地じ雷らい原げんみたいなものだし！　普通あんな話題になったら俺でも緊張するよ!?　体質が出るのは仕方ないし！　だから、これは単に朝岡さんの運が悪いだけだと俺は思──

「……ううっ」

「あ、朝岡さん!?」

　彼女の呻うめくような声が聞こえて、耳を澄すますと。

　朝岡さんの小さく洟はなをすする音と、か細い泣き声が……！

　って、朝岡さんもしかして泣いてるの!?　いや、ちょっと待って、泣くのは待ったー！

「ああ、朝岡さん大丈夫だよ！　まだチャンスあるって！　ほら、この後みんなでトランプ大会でもすれば少しはさ！　俺も盛り上げるから！　それに、よく『病は気から』って言葉があるじゃん？　やっぱり気持ちが落ち込むと良くなるものもならないしさ！　それに、気持ちが落ち込んだりストレス感じたりすると、人間って本当に免疫機能が下がって風か邪ぜをひきやすくなったり体調悪くなる事もあるから、あ、あんまり落ち込まないで欲しいって言うか！　一回や二回失敗しても気にしないで欲しいって言うか」

　──彼女からの返事が無い。と、届いてないのか？

　いやそんなはずは……！

「き、今日上手くいかなくても明日があるし！　帰かえり際ぎわに何かあって仲良くなるかもしれないし、そもそもみんなで一緒にプールに来れたの自体が良い事だし！　朝岡さんが落ち込む必要は無いし、全然マイナスじゃないよ！　まだ大丈夫！　だから頑張ろう？　ね？　俺じゃちょっと頼りないかもしれないけど、出来る限りの事はするから！」

　再び叫ぶが朝岡さんの返事が来ない。さらに不安が募つのる。

　もしかして朝岡さん、俺の声が届いてないんじゃ。いや、聞こえてても元気すら出ないほどに落ち込んでいる可能性も……？

　気になって竹の壁かべの向こう、朝岡さんの声が聞こえないかと、もう一度耳を近づける。

　……くしっ！　と小さなくしゃみに続いて洟をすする音、そして……

「うぅ……」

　や、やっぱり涙声が！　泣いてるー！

「だだだ、大丈夫朝あさ岡おかさん！　朝岡さん!?」

　声を荒らげても返事が来ない。駄目だ完全に届いてない！　これじゃあ主治医失格だ。そもそも朝岡さんをプール作戦に誘ったのは俺おれ！　俺はただ彼女の体質を良くしたいと思ってプールに誘ったのに、その結果が泣かせるだけでは。

　お、俺は、朝岡さんの悲しい彩いろどりに満ちた声を聞くためにプールに来たんじゃない！

　……このままじゃ駄目だ。朝岡さんを泣かせたままプール作戦を終わらせてはまずい。いや、別に失敗した訳じゃないんだ。たまたま運が悪いとか、上う手まくいかなかっただけで、朝岡さんが頑張ってるのは良い事。そう伝えたい。

　でも、届かない！

「あ、朝岡さん！　き、聞こえる？　あの、えっと……うぐぐっ！」

　彼女に伝えなきゃ。この程度の事は失敗に入らないし、もし大失敗でも俺おれは最後まで朝岡さんの味方だ。今回の失敗は主治医の俺が、いつか必ず挽ばん回かいしてみせる──

　でも朝岡さんに届いてない！　俺の意気込みを伝えたい！

　……どうすれば。どうしよう。

　くっ……！

　こ、こうなったら。

　もう他ほかに方法は無い！

　朝岡さんに──直じかに、伝える！

「う……うおおおおっ！」

　覚悟を決めて湯船から立ち上がり周囲を見渡すと、露ろ天てん風ぶ呂ろの奥には雑ぞう木き林ばやしが広がっている。腰元のタオルをきゅっと巻いて痛む右足を一歩そこへと踏ふみ出し、チクチクと足に当たる雑草を払いながら反対側──即すなわち、朝岡さんのいる女子風呂へ！

　いや分かってる、完全に犯罪だという事ぐらい分かっているが、そそ、それでも俺は……！

　いま朝岡さんを元気づけなければ、この旅行に来た意味自体が無い！

「朝岡さん、聞いてくれ！」

「ひゃあっ！」

　茂みを乗り越え、女子風呂へと顔を出す。姿を見せた俺にびっくりして湯に隠れる朝岡さん。その彼女の身体からだに一いつ瞬しゆん目が行くが見み惚とれてる場合じゃない。顔を合わせて、きちんと話をしたい。お互い直接顔を見て、俺の言葉を伝えたい！

　朝岡さんが慌てて傍そばのハンドタオルを手に取り、胸元を隠しながら見上げてくる。その瞳ひとみに映るのは不安の色。……朝岡さんの抱える不安もよく分かる。失敗続きできっと辛つらいはずだ。でもそんなのは全然、失敗のうちに入らない。まずは前に踏み出せた事、こうしてここに来れた事、それを褒ほめる！　顔を合わせて、まだ大丈夫、頑張ってと訴えたい──

　湯船に入り、朝岡さんに迫り、

「俺は最後まで朝あさ岡おかさんの味方だ！　だから、これ位の失敗で諦あきらめないで！」

「たた、高たか宮みや先生……？」

「今日は俺おれも怪け我がしちゃって悪かったし、さっきも話題が悪かっただけだと思う！　でも朝岡さん、まだ旅行は途中なんだし、諦めたらその次のチャンスも無くなるから！」

「え、えと……」

「そもそも体質とか病気って、悪くなったり良くなったりを繰くり返かえすのが普通だしさ。一気に上う手まくもいかないし、逆に言えば一度や二度失敗したって他ほかの方法を探してけば良いんだし！　ね？　だ、だから泣かないで！　まだ全然大丈夫！　つーか今日が駄目でも次がある！」

　一日二日で一気に良くなるなら、そんなのは元々悩むような病気じゃない。

　上手くいかない事だって、普通にある。そういう、病とか、体質に立ち向かうのに必要なものは、継続的な治ち療りようと、時間がかかっても諦めない不屈の心。それこそが肝心かなめの心こころ構がまえ！

　そして──朝岡さんが諦めない限り、俺も頑張る！

「どんなに時間がかかっても、俺は必ず最後まで朝岡さんの主治医だから！　誰だれが朝岡さんを嫌きらっても、俺は必ず朝岡さんの味方になる！」

　医者として、そう誓う。患者さんが困っている限り、俺は彼女を見捨てるなんて絶対しない。あの、初めて診療所に来た時に誓ったのだ。彼女の笑顔が見られるなら、俺は嘘うそをついても何をしてもいい、と。

　俺は、そのために彼女の主治医になる、と！

「だから、どんなに時間がかかってもいい。前に、進もう！　……ね？」

　──それが、今の俺に言える全すべての言葉だ。頼む、主治医としての俺を信じてくれ。

　一気に告げて、全ての言葉をはき出した後……口を閉じて、じっと彼女の姿を見つめる。

　小さなタオル一枚で胸を隠し、その長い髪を湯の上に揺らす朝岡さんの顔は……

　俯うつむいていて、よく見えない。けど──

「……私。まだ大丈夫、ですか？」

「え!?」

「こんなに失敗続きですけど……大丈夫、ですか？」

　そう告げて湯船から俺を見上げてきた朝岡さんの瞳ひとみには、小さな涙の跡が残っていた。胸元を隠す小さなタオルをきゅっと握りしめ、その唇は硬く結ばれている。ちょっと諦めかけてて、落ち込んでて、色々悩んでいた朝岡さん。

　でも、それでも……

　綻ほころびが、見えた。

　それは彼女の気持ちに宿った、温かい炎の色──

「高宮先生は、私と……一緒に、居てくれます、か？」

「もちろん！　俺はいつでも一緒だし、頑張れる限りは必ず協力する！　良くならないから諦あきらめるとか、そんなの絶対ないから！」

「ほ、本当ですか？」

「おぅ、もちろん！」

「……高たか宮みや先生……」

　朝あさ岡おかさんが俺おれの名前を呼んで、目を瞑つむる。小さく洟はなをすすり肩を震わせ、大きな大きな一息をついて……

「はい。……嬉うれしい、です」

「え？」

「高宮先生が、そう仰おつしやってくれる事が……」

「え、えと」

　朝岡さんの口元が、ゆっくりと綻ほころぶ。こ、これは！

「私……やっぱり頑張っても上う手まくいかないかもって、少し思ってました。でも……高宮先生に言われると、やっぱり簡単に諦めたら駄目かな、という気が、段々……してきました」

「そ……そうだよ朝岡さん！」

　彼女の前向きな言葉にうんうん頷うなずいて賛同すると。

　重たげだった表情が、ようやく、柔らかくなり……

　彼女が、薄うすく微ほほ笑えんだ。

　おおっ。

　つ……伝わった！

　まだ完全とはいかないものの、いつもの彼女らしい穏おだやかな笑み。

　良かった。朝岡さんに、分かって貰もらえた……！

　感動し、思わず心がドキドキする前で朝岡さんが笑顔で、続ける。

「……ありがとう、ございます。わざわざ、こちらまで来て頂いて、その……わ、私を励ましてくれて」

「え!?　あ、いや、こ、こっちまで来たのは、その……って、てか、ごめん！」

　今さらながら思い出す。つーかここ女おんな風ぶ呂ろだし！　勢い余ったとはいえ！

「悪かったと思ったけどさ！　でも、居ても立っても居られなくて！　あああいや違うんだ、覗のぞこうとかそういう意味じゃなくて」

「……大丈夫です。分かります」

「そそそ、そうですか!?　分かりますか!?」

「はい。それに……本当に、嬉しかったです」

「そそ、そう!?」

「はい。高宮先生に、ここまでして頂けた事が……本当に、心の底から助けて貰ってる、という感じがして」

　朝あさ岡おかさんが胸元に手を当てて、ほっこり笑う。うわわ、なんか温かい笑い方……

　そう意識した途と端たんに身体からだが熱くなる。気恥ずかしくなり、何となく身体を隠そうと肩まで湯に隠れると、朝岡さんの顔が真正面に見えてさらに顔がかあっとなった。い、いや、あの、これはそのっ。

「私……この高校に来る前は、自分の体質の事は誰だれにも信じて貰もらえないんだ、って思ってた時があったんです。だから、何かあるとすぐ諦あきらめてしまいそうになっていたのかも……」

「う……あ、朝岡さん」

「でも高たか宮みや先生とお会いして、分かってくれる人がいるんだ、って思えて。そして、今みたいに励ましてくれる人がいる……そう思ったら、もう少し頑張れるのかも、って」

「そ……そうだよ。まだまだ行けるよ！　まだ挽ばん回かいも十分出来る！　今日のプール作戦だって、まだ終わってないからさ。今からでも、きっと何か方法があるよ！」

「そう、ですね。……はい」

　そう頷うなずいてくれる朝岡さんの顔には、もう先ほどまでの涙はない。良かった、これならもう彼女の気持ちは大丈夫。そう思えるに足る笑顔を、見せてくれた。よし！

　こ、これでまずは一安心。朝岡さんは元気になった。良かった良かった──

　……じゃなくて！

　慌てて頭をぶんぶん振る。いかん、何で俺おれはここで勝手にハッピーエンドで終わらせようとしてるんだ。まだやる事は残ってる。

　彼女が元気になった以上、次の目的は一つ。

　今回のプール作戦を、今から頑張って挽回する！

　諦めないと朝岡さんが言った手前、何もしない訳にはいかない。ここから反はん撃げきの始まりだ。確かにメインイベントのプールは失敗、でも今からでも遅くない、頑張れる事は必ずある──

　そう思ったのは朝岡さんも同じらしい。俺と顔を真正面から合わせて、しっかりした声で。

「あの……高宮先生。私にも、何か出来る事はありますか？」

「え？」

「先生に元気づけられてばかりでなく、私にももう一度、何か出来る事があれば、と……」

　前向きに聞いてくる朝岡さんの言葉を嬉うれしく思いつつ、改めて考える。

　出来る事。どうしたら、今から上う手まくいくのか。或あるいは、どうして上手くいかないのか。

「うーん……！」

　朝岡さんの友達大作戦。単に不運が二度続いただけ、かもしれないけど……

　でもよく考えたら、上手くいかないのも不思議な気がしてきた。朝岡さんは最初から頑張ろうとしている。そして、みんなも朝岡さんと仲良くしたいと思っているはずなのだ。秋あき山やまさんの反応を見てもそうだし、男子は言うまでもない。ある意味、両りよう想おもいのように意識してるのに、どうして中々繋つながらないのか。知らない間に、自然とお互いを避さけてしまっている。そんな感じの……

　うん？

　待てよ？　自然に避さけている？　両りよう想おもい？

　……この状況って、よく考えたら。

　以前、診しん療りよう所じよに来た朝あさ岡おかさんと松まつ野の達の状況に、ちょっと似てるんじゃないか？

　だってさ。お互いに気き遣づかい、仲良しになりたいと思っている人がいて。前回は俺おれが朝岡さんの体質を隠そうと慌てていたが、結果的には三人をきちんと会わせて上う手まくいった。

　よく考えれば今だって、人数が多いだけでお互い仲良くなりたいと思っている……

　いやでも、人数が多いのは問題か。それに、二人の時は最初の相手が松野だから、体質の事も完全に隠しながら上手くいっただけで……

　でも根本的には、みんな仲良くしたいと思ってる。そこは同じ。なら──

「もっと上手い方法が、無い訳じゃない、のかも」

「え？」

　朝岡さんが顔を上げた。……俺としては正直、ちょっと怖いけど……

「うん。方法は、凄すごく簡単なんだけど……」

「ど、どんな方法ですか、高たか宮みや先生」

「それは……」

　一いつ瞬しゆん迷う、けど、

「朝岡さんが、みんなにドキドキ体質のことを、ちょっとだけ話せば」

「え……？」

「俺としては本当は、プールでみんなと打ち解けて、気楽に話が出来るようになった後の事かな、って思ってたんだ。だから、いきなりその話をするのは早過ぎるとは思う。飛び級みたいにさ。でも……もしかしたら、意外と上手くいくかもって」

　今になって考えを変えた理由は、夕食時の会話が大きい。というのも、

「多分だけど、さっき対面に座ってた秋あき山やまさんも、朝岡さんと仲良くしようと思ってくしゃみの話題を振ったと思うんだ」

「そう、ですか……？　私、焦あせっててよく分からなくて」

「それは仕方ないと思うけど……向こうも、朝岡さんと仲良くなりたい、っていう気は確かにある。そもそも、一緒にプールに来たんだしね」

　今回のプール旅行が朝岡さん歓迎会を兼ねてる事はみんな知っている。誰だれだって、朝岡さんと話をしたいと思ってるのは確かなのだ。

「……だけど、朝岡さんは緊きん張ちようしちゃうとドキドキ体質が出ちゃう」

　そう、これがこの体質の厄やつ介かいなところ。

「そうすると、朝あさ岡おかさんのくしゃみが気になる人は、やっぱりその話をすると思う。それを……ずーっと隠したまま仲良くなるのは難むずかしいかもしれない、って思って」

　さっきの食事での会話がその典型例だろう。あの時、もし朝岡さんのドキドキ体質の事を彼女が知っていれば、何の問題も無く会話は続いたはず。そう考えると……

　松まつ野の達に、病弱体質と伝えたように。みんなにも体質について少しは伝えた方が、コミュニケーションとしては上う手まくいくのでは……？

「どうかな？　朝岡さん」

　尋たずねると、朝岡さんは顔を俯うつむけ、その胸元に抱いたタオルをきゅっと握りしめる。

　……もちろん、それが簡単にいくなら苦労はしない。

「……お話は、分かります。けど……」

「うん。俺おれも、朝岡さんに絶対そうしろ、とは言わない」

　その体質の事を信じてくれない人がいたら、アウトだ。朝岡さんは変わった子、なんて思われたら今後の学校生活は容易に想像出来る。朝岡さんは以前、前の学校で色々あったみたいだから、簡単に口に出来るはずもない。

　失敗は誰だれだって怖いし、それで困るのは俺でなく朝岡さん……

　だったら最初は、オブラートに。

「機会があったら頑張って、ぐらいの気持ちで良いと思う。例えば……まず松野と夜に偶然二人きりになって、いまなら何となく話しても大丈夫かな、って雰囲気の時に。緊きん張ちようするとくしゃみが止まらないんです、ぐらいでも」

「え……それで良いんですか？　えっと、きちんと、みんなに話す訳ではなくて……？」

「うん。その位でいいと思う。こういうのは言いやすいタイミングとかあるしさ。本当は、そういうのも合わせて仲良くなるプール作戦だったんだけど……朝岡さんの気持ち次第で、頑張れば上手くいくかもしれない。まず地道で、確実な一歩から、ね」

「……はい……」

「あ、でも絶対やれって言うんじゃないからね？　これはあくまで非常手段で、もし信じて貰もらえなかったら朝岡さんも凄すごくショックだと思うからさ。今なら出来る！　って朝岡さんが思った時でいい。勝率で言うと二割ぐらいの気持ちで良いかなって」

「二割……でも？」

「一割でもいいかも」

「でも、せっかく旅行にまで来たのに」

「別にいいと思うよ。失敗しても。健診の時にも言ったけど、プチ成功でもいいんだし」

　本当は、大成功にしたいと思ってた。そのために健診のバイトも頑張ったけど、そこは秘密だ。やれる事からやる。出来る可能性を広げていく。医い療りようは魔ま法ほうではないので一足飛びのインチキは出来ない。医療もののドラマは『手術は成功しました』で終わるけど、現実は無事に退院しても定期的な通院とフォローアップを繰くり返かえし、年単位で見て最終的に完治とみなす──継続的かつ、長いスパンで見ていく必要がある。

　一進一退を繰くり返かえしながら、じりじり進む。それが、あるべき姿だ。

「それなら、出来る？　朝あさ岡おかさん」

　あえてにっこり笑うと、朝岡さんも応こたえる。

「……はい。それなら、私でも出来るかも、しれません」

「うん、じゃあ、そういう事で、頑張ろう」

　頷うなずきながらも、そう簡単にいくのか確信は持てない。

　正直、クラスの連中に悪い奴やつはいないと俺おれは思うけど……さすがに、転校してきてまだ一月も経たたない相手に打ち明けるのは勇気が要る。無理に押すのは難むずかしい。まあ、松まつ野のや藤ふじ田たさんなら大丈夫かな、と思うけど……

　それよりも、機会があれば頑張ろう、と彼女に意識して貰もらえるだけで前進だと考えよう。

　お互いにっこり笑って話は終了。よし、朝岡さんも若干元気が出たみたいだし、あとは……

　……どうしよう？

　真ま面じ目めな話をしたけど、俺達って何だかんだで肌を晒さらしたまま長話をしてた訳で……さらに言えば、心以上に身体からだも温まってきた。そろそろ上がらないと、のぼせそうな気も……いや朝岡さんのお姿を見ている時点でもう、のぼせそうなんですが！

　はたと意識した途と端たん、浸つかっている湯船の感触を思い出し、目の前の朝岡さんを意識してしまう。しっとりとお肌に張り付いた綺き麗れいなタオル。その胸元のふくらみを覆おおい隠かくした上には、綺麗に沿うような鎖さ骨こつと首筋のラインがあって……そして彼女自身の赤く染まった、なんとも恥ずかしがっている様子が……あ、あわわ。こ、これはっ。

「え、えと、じゃあ俺、そろそろ戻るね。朝岡さんも元気出たみたいだし、今後の方針も決まったし！　なんか、話してる間に体質も治まったみたいだから、そ、そういう事で！」

　そう告げて、慌てて温泉内から立ち上がろうとしたところで。

　ぐっ、とその手首を掴つかまれた。

「あの……ひ、一つだけ、先生にお伝えしたい事が……」

　白く柔らかい指先に手首を掴まれて振り向くと、彼女はちょっと寂しそうな眼まな差ざしで俺に、

「高たか宮みや先生。……もし、今回のプール作戦が、最後まで上う手まくいかなくても……」

　朝岡さんが、ぽおっと、頬ほおを染めて。

「こうして、高宮先生と一緒に、旅行に来れて良かった、って思います」

「ぐはあっ」

　その笑顔のなんと眩まぶしい事でしょう！

　思わず胸がずきゅーん、である。

　もちろん朝岡さんは、今後の指針を立てられた事へのお礼を言ったのだと思う。俺のアドバイスに対してありがとうございます、それ以上の意味は無いはずだ。けど、そこをあえて俺おれと一緒に、とか言われると勘かん違ちがいしてしまいそうに……！

　いやでも冷静に！　俺は主治医として彼女の言葉を、額面通りに捉とらえないと。

「お……俺も、そう言って貰もらえると嬉うれしいし、朝あさ岡おかさんの元気が出て良かったと思う。せっかくの旅行なのに暗い顔ばっかりだと、ね。それに、まだ今日も終わった訳じゃないから頑張って、まだ普通にみんなと……遊ぶ……と、か……？」

　上う手まく口に出来ず、言葉が零こぼれていく。柔らかに微ほほ笑えむ彼女の笑顔が天使過ぎて、俺の心臓が激はずしく高鳴るのだ。掴つかまれた腕から脈拍を知られるんじゃないかとすら思う。その一方で、俺を見つめる彼女の瞳ひとみを、その瞳どう孔こうの奥までじっと、じっと見つめていたくて……

　つい、暫しばらく見み惚とれてしまった。

　そんな微妙な間が、さらに厄やつ介かいな事態を招く。

　どぎまぎする俺の耳元に、小さく、カラカラッ……と。

　戸の開く音が。

　はたと我に返り、顔を見合わせて振り向くと。露ろ天てん風ぶ呂ろの白い湯気が漂ただよう奥に、うっすらと人ひと影かげが……

　はっ。

　ま、まさか！

「あ、た、高たか宮みや先生！　誰だれか来たみたいで……！」

「う、わ、分かった！　じゃあ後でね朝岡さん──」

　急いで立ち上がり、これはやばい！　と慌てて足首を捻ひねって背を向ける。

　その動作がまずかった！

「はうっ！」

「高宮先生!?」

「うおおっ……！」

　痛めてた足に、びきっと……！

　湯船から出たところで足首を抱えて床に尻しり餅もちをつき、痛みに呻うめくがそれどころじゃない。やっぱ入口で誰かの話し声が！　こ、ここで見つかってはせっかくのいい話が俺の現行犯逮捕で終了、しかも朝岡さんにも大迷惑、プール旅行が失敗どころか人生の大失敗とならん勢い──

「高宮先生、か、隠れてください！」

「か、隠れるって何ど処こに!?」

「ええと……あ、そこに岩陰があります！　その、お湯が出てる隣となりに！」

　言われて見ると、確かに温泉の片かた隅すみに、ぽこっと顔を出した腰かけ用の小さな岩が……って、

「ちっさ！」

　俺の顔の半分ぐらいしかないよこれ！　これに隠れるなら頭まで潜もぐらないと無理！　潜ってもいいけど息が無理！

「どど、どうしようごめん朝あさ岡おかさん、お、俺おれもう……！」

「えと……あ！　高たか宮みや先生！　と、とにかくこちらへ！」

「え!?　なにか閃ひらめいたの──」

　と慌てふためきながら湯船に戻る目の前で。

　朝岡さんが突然、温泉の中から立ち上がった！
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「ふおおっ！」

　改めてタオルを肌に付けただけの全身像が露あらわになり、その神こう々ごうしさに思わず鼻血が！　半なかば裸同然のお姿を前に、あ、あ、朝岡さん!?　もう俺の人生駄目だから最後に抱ほう擁ようしてくれるんですか!?　だったら俺もう死んでも良いですとか思っちゃう目の前で、彼女はこちらに背を向けて。

　ぽこっと出た小さな岩に腰かけた。

「これで大丈夫です！　高宮先生！　わ、私の後ろに隠れてください！」

「えっ……そ、そうか！」

　確かに岩と朝岡さん、その二つを壁かべにして背後に隠れる！　単純だけどナイスな案だ！

　賢かしこ過すぎるぜ朝岡さん、と彼女の背後に回り、身を潜ひそめるべく身体からだを下ろして、

「ぶほあっ！」

「ど、どうしましたか!?」

「い、いや……その……」

　言えない。確かに身体からだは隠れる。身を屈かがめれば。でも……

　そうすると眼前に丁度、朝あさ岡おかさんの……美しいお尻しりが！

　というか朝岡さん、前は小さなタオルでお隠しになられてますが、う、後ろは完全に！　色々うっかりし過ぎてます朝岡さん……！

　でも少しでも離れれば見つかるため必然的に密着姿勢。座る朝岡さんの腰元のラインはまさに美の象徴、そして間近に見るヒップは可愛かわいらしい桃のよう。視線を逸そらそうにも顔を出す訳にはいかず、ぽおっと身体を温める温泉の効能以上に身体がホットに！　って自分でも何言ってるか分からないけど朝岡さんごめんなさい、あなたのお尻を拝おがんでしまって本当に。しかも、

「高たか宮みや先生はそこに隠れていてください！　私、なんとしても死守します！　高宮先生には沢たく山さんお世話になってますから……！」

　と言ってくれる朝岡さんの心が優しくて嬉うれし過ぎる。俺おれを死守するとかもう感涙ものだ。その彼女の肌が間近にあると思うだけで俺マジ興奮……いや興奮したら駄目だろ！　人生懸かかってるんだ、決して見つかる訳には。もうプール作戦は失敗でもいい、せめて致命傷にならないでくれ。つーか、誰だれだか知らないが早くお風ふ呂ろを上がってくれ。頼む、神様！

　という俺の祈りは、

「……藤ふじ田たさん？　あ、松まつ野のさんも」

　朝岡さんの声に容赦なくぱっきりと折られた。

　神様の馬ば鹿か野や郎ろう！　人でなし！　よりによって松野と藤田さんが偶然来るとかうぼあっ。

　頭の中で散々神を罵ば倒とうしながら身を縮め、彼女達に見つからないでくれと祈る。全身が熱く感じるのは温泉に長く浸つかったせいか、二人に見つかりそうな緊きん張ちようのせいか、朝岡さんのお尻がお傍そばにあるせいかもう分からん。でも見つかったらプール作戦に挽ばん回かいの余地なし、そして俺と朝岡さんが築きずき上あげた二人との仲も終了だ。

　だから……頼む。本当にごめん、何事もなく過ぎてくれ……と願う耳元に「あ、いたいた朝岡さん」という二人の声が聞こえてくる。くっ……大丈夫か。見つからないか？

　心配になって、ほんの少しだけ……朝岡さんの脇わき、彼女の手首と腰元の合間から様子を見て、

「がふっ」

　一いつ瞬しゆんだけ窺うかがえたのは二人の裸でした。慌てて声を押し殺し頭を振るが、瞬時に焼き付いた二人の姿が瞼まぶたから離れない。藤田さんはお風呂でも眼鏡めがねをかけており、そのスレンダーな身体を無防備に晒さらして朝岡さんの下へと近づいてくる。湯船に浸かった下側は見えなかったが、上半身は、その……

　さらに隣となりの松野は、立ち上る湯気と藤田さんの背後で微妙に見えなかったものの、やっぱり大きな胸元だけは一瞬ちらりと、どうしても視線が向いてしまって……ごめんなさい、本当にごめんなさい。

　謝あやまりながら目を瞑つむり隠れる俺おれの耳に、彼女達が近づいてくる水音が響ひびく。うわわっ……くそ落ち着け、焦あせったらばれる！　というか湯船につけてる右足がじりじり痛む……！

「朝あさ岡おかさん、こんばんはー……って挨あい拶さつも変かな？」

　松まつ野のが気楽に声をかけ、続いて藤ふじ田たさん。

「朝岡さん、こっちのお風ふ呂ろに居たのね。……足だけでいいの？」

「ええと。大分長い事入っていたので、少し休きゆう憩けいを……」

「そう。のぼせないようにね」

　気き遣づかってくれる藤田さんは相変わらず優しい声をしている。バクバク跳ねる俺の心音を余よ所そに穏おだやかな時間が流れ、静まれ、俺の猛たける心よ静まれ、と祈り……

「ねえ、朝岡さん。……やっぱり、今回のプール旅行、その……苦にが手て、だった？」

「え……？」

　藤田さんの問いに朝岡さんが震え、その後ろで俺も密ひそかに、別の意味でドキリとする。……そ、それは苦手というか、理由が。体質を人に知られたくないという事情があって。

「一人でこっそりお風呂に入ってるから、どうしたのかな、と思ったんだけど……」

　という藤田さんの一言で気がついた。そうか。

　松野も藤田さんも神様の意地悪で来た訳ではなく……朝岡さんを探しに来た？

「そういう訳では……ごめんなさい、少しだけ一人になりたくて。すぐ戻りますから」

「ううん。怒ってる訳じゃないの。でも今日一日、ずっと緊きん張ちようしてるようだから、気になって。ほら、この前高たか宮みや君の家で一緒に泊まった時、プールは楽しみって言ってたし……」

「そそ。だから、どうしたものかねーと思って、ゆっきーと相談してさ」

「……何か、話しにくい事でもあるの？　もし私達で良かったら相談に乗るし……言いにくい事があったら遠回しに、私とまっつーからみんなに伝えても良いけれど」

「……えと……」

　朝岡さんが返事に戸と惑まどい、藤田さんの声が途切れる。やっぱりそうだ、二人は朝岡さんを気き遣づかって、様子を見にここまで来てくれたんだ。

　……なんつーか。その心意気は、とても嬉うれしいものがあった。

　やっぱり俺以外にも友達とか、仲間がいるのは凄すごくありがたい。特に二人は女の子だし、朝岡さんとしても気心許せる相手が増えると、健康にも良いし心理的にも……

　うん？

　あれ、待てよ。つーか、この状況……もしかして。

　チャンス、じゃないか？

　ほら、さっき俺が何気なく言った、松野と二人きりで、話せそうな状況……

　藤田さんも一緒だけど、状況的にはそう変わらない。いやむしろ藤田さんが心配してくれてる分、状況としてはもっと良いかもしれない。となれば、俺おれがついさっき朝あさ岡おかさんに伝えた……少しだけ打ち明ける、という状況でも悪くないのでは？

　そう気づいて、こっそり朝岡さんの横顔を窺うかがうと……

　彼女は迷っていた。朝岡さん自身も気づいている。俺がさっき告げた場面そのものだと。それを前に、彼女も悩んでいる。

「朝岡さん？」

「あ……えと、私……」

　口ごもる彼女の様子は、後ろから見ていて少し、辛つらい。そして……

　いざその場面に直面すると、当人でない俺ですら悩む気持ちはよく分かった。万が一、二人に信じて貰もらえず妙な顔をされたら、という恐怖。でも藤ふじ田たさんと松まつ野のなら九割方、くしゃみ体質というぐらいなら信じて貰える気もする。

　決めるのは朝岡さんだ。俺じゃない。だから、不用意な事は言えない、けれど……

　もし、俺なら。

　俺が朝岡さんの立場なら。

　いける、と思う。二人が相手なら。先日の一泊二日を過ごした友達相手なら、きっともう一歩踏ふみ出だしても──

「藤田さん。実は、私……その……ひ、人には少し、言いにくい、理由があって……」

　……言った。

　朝岡さんが否定しない。ということは。

　……藤田さんに言うつもりだ。頑張る気だ。

　朝岡さんの横顔を見上げて予想が確信に変わる。勝率一割と言ったけれど、でも相手は松野と藤田さん。彼女達相手なら八、九割──いや、この際もう勝率なんて関係ない。

　信じて貰えたら万々歳。そして万一信じて貰えなくても、彼女が勇気を出して誰だれかに告げた。その勇気をもって一歩前に進んだ、そう判断してもいい。朝岡さんは自分の体質に立ち向かおうとしてる。その勇気を、結果がどうあれ俺は全力で賞賛する。それが、頑張って、と彼女に言葉を伝えた俺に出来る最大の事だ。

「えと、あの……」

　朝岡さんが口ごもり、そっと腕を下ろして隠すように後ろで拳こぶしを握る。背中に隠れた俺の目の前に、彼女の綺き麗れいな指先が降りてくる。

　……言葉は、伝えられない。一言でも喋しやべれば二人にばれてしまう。でも、気持ちなら。

　湯船の中から手を伸ばし、背中に回していた彼女の手を軽く握った。朝岡さんが驚おどろいたが、それでも力強くしっかりと。──大丈夫。あなたの背中は俺が支える。

　もし二人が嫌いやな顔をしたら、その時は俺が怒ろう。逮捕されたって構かまわない、今は朝岡さんに頑張って欲しい。だから──

「私……」

　朝あさ岡おかさんが沈ちん黙もくを破り、

「藤ふじ田たさん。私、実は……い、以前から、ちょっと、変わった体質があるんです」

　ついに、閉ざされた扉を、ほんの少しだけ……

　押した。

「高たか宮みやさんには、前にお話しした事があるんですが……笑わないで、聞いて貰もらえますか？」

　朝岡さんの神妙な問いに。

　松まつ野のと藤田さんは、二人揃そろって顔を見合わせて……

「「うん」」

　頷うなずいた。

　その返事に、朝岡さんは声を震わせながら。

「わ、私………………実は緊きん張ちようすると、くしゃみが出てしまう、んです」

　まず最初に、おそらく最大の恐怖を感じていた事実を、一つ。

　そして、

「えと、あの……詳しくは、お風ふ呂ろを出てから、でも良いですか？　あの、その……た、高宮さんと、一緒に説明したいところもあるので……」

　そう続けたのは隠れている俺おれへの配慮だろう。いい加減身体からだも熱くなってきたし、朝岡さんもここで続けるのは大変だと感じたか。何はともあれ、今俺がいる最大のピンチは何とか抜けられそうで、そして──

　朝岡さんは失敗続きのプール作戦の中、ついに大きな一歩を、踏ふみ出だす。




　　　　＊




　火ほ照てった身体を冷まし、朝岡さんが二人と共に露ろ天てん風呂を出たのち俺も何とか脱出して、それとなく朝岡さんと合流する。再会した朝岡さんとの挨あい拶さつはぎこちなくなってしまったが、それはさておき。

「それで、朝岡さん……緊張すると、くしゃみが出る、んだよね？」

「はい」

　四人それぞれの浴衣ゆかたに着替えた後にホテルのロビーに集合する。

「仁じんも来たし……詳しい話、聞いてもいい？」

　改めて松野が催促し、朝岡さんは、はい、と頷いた。が、まだ少々気後れしているようだ。……まあ、いざ続きを言うとなると、朝岡さんは自分のトラウマに踏み込みつつ、でもドキドキ体質の本当のところは隠しながら……と中々難むずかしい説明になってしまう。頭の痛いところだが……

　そうだな。もし朝あさ岡おかさんが良いと言うなら。

「俺おれから代わりに話そうか？　朝岡さん」

「え？　でも……」

「大丈夫だって。さっき、どんなこと聞いても笑わない、って言ってくれたんだよね？　なら、事情を知ってる俺から話してもいいかな、って」

「……では、お願いします」

　朝岡さんの返事に頷うなずく。まずは俺からいこう。朝岡さんの勇気をサポートするのが俺の役目だし、相手が藤ふじ田たさんと松まつ野のなら問題無い。

「……朝岡さんの体質は、さっきも少しだけ聞いたと思うけど……緊きん張ちよう性せいのくしゃみ、みたいなものなんだ。実はうちの診しん療りよう所じよにもそれで受診に来たんだけど、まだきちんと原因は分かってない。以前も別の病院で検査はして、副ふく鼻び腔くう炎えんとかアレルギー性鼻炎とかそれっぽい病名は付いたらしいんだけど、本当はそういう症状とも違って説明がきちんと付いてなくて……でも緊張したり不安になったら、まずくしゃみが最初に出るのだけ分かってる」

「緊張して、くしゃみ……へぇ」

　松野が首を傾かしげるが、まあその気持ちは分かる。素人しろうと目めに見ても、ちょっと変だし。

「原因は不明だ。ただ朝岡さんが困ってるのは本当だし、そこは信じて欲しい。一応、俺と親おや父じの見立てもあるし、とりあえずアレルギー性鼻炎って診断名を付けても問題無いぐらい、症状はある。けど、その対処法が緊張の緩かん和わ、っていう感じでさ」

　ここまでは簡単な説明だ。ドキドキ体質については伏せつつ、それっぽく説明して……

　あとは。

「で、今回のプール旅行にも、それが絡んでる」

「そうなの？」

「うん。……原因は分からないけど、朝岡さんが緊張するとくしゃみが出るのは分かってる。だから対症療法的に俺から朝岡さんに提案したんだ。……教室のみんなと仲良くなれれば、緊張も大分和やわらぐんじゃないか、って」

「あー……」

　松野と藤田さんの瞳ひとみに、理解の色が広がる。

　……やっぱり、この二人なら大丈夫だ。きちんと話せば、茶化したりはしない。

「でも肝心のプールでは俺が怪け我がしたし、さっきのご飯の時も朝岡さんは緊張してくしゃみが出ちゃって……それで中々、みんなとの距離を縮められずにいる。ね、朝岡さん」

「はい……私、自分から話すのは、ちょっと苦にが手てなところも……それに、くしゃみが出てると気まずくなってしまって……」

「……そういう事だったの」

「なるほどねぇ」

　息をつく藤ふじ田たさんと、深く頷うなずく松まつ野の。その二人を遠慮がちに見上げる朝あさ岡おかさん。きょろきょろと不安げにロビー内を見渡し、自然と小声になる様子は怯おびえた猫のようだ。……でも。

　その胸には、ちっちゃな勇気。

「……や、やっぱり、変ですか？　緊きん張ちようすると、くしゃみが出るって……」

　その口調には、あからさまな不安が含まれていたが──

　二人は半なかば俺おれの予想通り、あっさりと。

「不思議には思うけれど、変だとは思わないかな」

「あたしもー。花粉症みたいなもんでしょ？」

「え、そ、そう、ですか？」

「「うん」」

　と答えてくれる二人の存在は、本当にありがたい。松野と藤田さんの性格の良さもあるんだろう。一泊二日のお泊まりもしっかり効きいてる。朝岡さんの人柄の良さが分かってる人なら、悪く言われる事はないんだ。

　そして……そんな二人だからこそ。

「それでさ、松野。藤田さん。折り入って、俺からお願いがある」

「ん？」

「うん。ずばり……俺と朝岡さんの友達作戦に、協力してくれ！」

　両手を合わせて頼み込んだ。

　この二人が協力してくれるのなら、今からでも遅くない──プール作戦を盛り返せる！　一度は諦あきらめかけたが、朝岡さんの小さな勇気をきっかけに二人と話が出来た。女子二人の明確な協力があれば、これからでも挽ばん回かい出来るかもしれない。そうだよな、松野。藤田さん──

「うん。あたしは良いよー。そういう事ならいくらでも協力するし。ゆっきーは？」

「そうね。あたしも基本は、賛成だけど……」

　が、俺の予想に反して藤田さんが返事を保留。あ、あれ……？

　焦あせる俺達の前で藤田さんが腰かけたソファーから身を乗り出し、朝岡さんに問う。

「朝岡さん。他ほかのみんなには、緊張するとくしゃみが出る事は話してもいいの？」

「え？」

「それ次第で、大分変わってくると思うけれど」

　眼鏡めがねの奥に見える藤田さんの目つきは、委員長らしく朝岡さんをしっかり捉とらえている。

「私には、詳しい事情までは推測しか出来ないけれど……他の人に知られたくないのよね？　朝岡さんのくしゃみの事は。……でも、もしそうして表向きは仲良くなっても、例えば毎回くしゃみが出る度たびに朝岡さんが誤ご魔ま化かしていたら、それは逆に、仲良くなるほど不思議に思われないかしら……？」

「あ……そ、そうか」

　唸うなったのは俺おれだ。仲良くなる、とはお互いの距離を詰める行為に等しい。

　親しくなれば、確かに朝あさ岡おかさんの体質を怪しまれる事は少なくなる。が、その分だけ心配されたり、興味を持たれる訳で……

　どちらにしろ、逃げられない。仲良くなれば誤ご魔ま化かしやすくなる訳ではないのだ。

「だから、もしその、友達大作戦？　をするなら、私はきちんと話したうえでの方がいい、と思うのだけど。病弱体質で、と言うだけで誤魔化すのも、やっぱり変な気もするし。……もちろん、朝岡さんが良いのなら、だけどね」

　藤ふじ田たさんの回答はごもっともだ。でも、その選択は……ドキドキ体質に苦にがい経験がある朝岡さん自身に、体質のことを打ち明けろと語っているのに同じ。

　まさに、壁かべだ。さらに、上へ進むための、大きな壁。

「……私は話した方が早いと思うし、自然な流れだと思う。でも私とまっつーに話すのに、朝岡さんも悩んでたみたいだから……それを、みんなに話すのか、どうするのか」

　藤田さんの指摘に朝岡さんは顔を俯うつむけ、考え込んでしまった。

　……そうだよな。さっき俺が言ったのは、朝岡さんが松まつ野のや藤田さんと仲良くなるための勇気だ。それをさらに上回り、皆に打ち明けるとなると。今の朝岡さんには荷が重い……？

　でも逆に考えれば、類たぐい希まれなるチャンスでも、ある。

「どうする？　朝岡さん」

　俺としては、二人に話せただけで大きな一歩。でも、さらにその上を目指す。本当の意味で、今回のプール作戦を成功に導みちびく──

　迷いながら朝岡さんを見れば、その顔には僅わずかな躊ちゆう躇ちよが見えたものの。

　……再び、静かに顔を上げたその表情は。

　覚悟を決めた、とても格好良い横顔で。こくり、と小さく頷うなずいた。

「……が……頑張って、みます」

「本当？　大丈夫？」

「はい。……今の藤田さんのお話を聞いて、私もそうかもしれない、と思います。……確かに、信じて貰もらえないかもしれない、とは思いますけど……怖いですし、この学校に来た時は、頑張って誤魔化そうとしてました。……で、でも」

　彼女が胸元に手を当て、大きく深呼吸。

「今はこうして高たか宮みやさんも聞いてくれますし、藤田さんも、松野さんも私の話を馬ば鹿かにしないで聞いてくれました。それに、こんな風に相談にまで乗ってくれて……だ、だから、少しだけでも。話せる事だけでも、話そうかな、って……怖いですけど、逃げてばかりもいられないかな、って」

　その言葉は文字通り、勇気、だと俺は思う。

　なんというか……朝岡さんって可愛かわいいけれど。その内面はとても勇ゆう敢かんだ。

　可愛かわいいだけじゃなくて心意気も美しい。なんつーか、格好良い。

「朝あさ岡おかさん、今まで大変だった？　その、くしゃみの事。……良かったら、少し聞いてもいい？」

　遠慮がちに松まつ野のが尋たずねると、朝岡さんは……少しだけ教えてくれた。

「はい。……酷ひどい時には、くしゃみすると朝岡が移る、とか……」

　……おぅ。それ、学校でもし言ってる奴やつが居たら俺おれがぶっ飛ばすレベルだわ。

　小さな告白をした彼女の肩を俺が何となく支えると、朝岡さんが小さく頭を振る。嫌いやな思い出が蘇よみがえったらしく彼女の身体からだが若干震え、それでも俺達三人を見つめ直して、きゅっと唇を堅く結んだ。そして、

「あの。……もし、失敗しても、その……み、皆さんは、わ、私の友達のまま……です、よね？」

　そんな質問。もちろん、返事は決まっている。

「ええ、もちろん」

「朝岡さん超いい人だしね」

　二人が気楽に答え、俺も頷うなずき返かえす。

　その一声で朝岡さんの心は、決まった。

「では私……少しだけ、言ってみようと、思います。が、頑張り、ます！　えと、それで、皆さんは──」

「んー。じゃあ、あたし後ろについててもいい？　いないとは思うけど、もし男子が茶々入れたらあたしが怒ってやるし」

　松野が気楽に答え、

「じゃあ私は、女子担当？　……でも私、あんまり怖い顔出来ないのよね……」

　藤ふじ田たさんがちょっと頼りなく笑う。二人がついてくれるなら心強い。

　大丈夫だよ、朝岡さん──

「で、高たか宮みや君は？」

「俺？　俺は、えっと……」

「高宮さん。……高宮さんは、私の後ろで、その……」

「ん？」

　朝岡さんが、そのくりっとした瞳ひとみで俺を見つめ、

「私の手を、後ろでぎゅーっと握っていて、ください。そうすれば私、また勇気が出せるような気がして」

「ゆ、勇気……」

「はい。それに……私が怖くなって、もし逃げようとしてしまった時に。高宮さんには、私を止めて欲しいんです」

「え……？」

「私、きちんと話すって決めました。だから……その時は、お願いします」

　その時の、朝あさ岡おかさんの。あまりに真すっ直すぐな眼まな差ざしを前に。ある意味で、気け圧おされて。

　俺おれはただ小さく、頷うなずくのみだった。

　主治医としては、本当はドクターストップをかけるべき場面が来るかもしれない。彼女が限界だ、そう感じた時に彼女を止める役目があるかもしれない。そう密ひそかに考えていた事を、彼女は良しとしなかった。

　本気で勝負に出るつもりなのだ、と彼女の覚悟を知らされる。それなら……

　俺は朝岡さんの判断に従うだけだ。

　患者の決断は、いつだって主治医のアドバイスを上回る。彼女がそうして欲しいと願うなら、あとは上う手まくいくように俺も朝岡さんのサポートをするしかない。

「分かった。……じゃあ、頑張って」

「……はい」

　頷いて朝岡さんが立ち上がり、その後に俺達三人も続く。

　だんだんと、今回のプール作戦が形を変えながら前を向き始め。さらに、先へ──







「た、ただいま、戻りました」

「あ、朝岡さん！　と藤ふじ田たさんとまっつーと高たか宮みや君も一緒？　みんなで何ど処こに行ってたのー？」

　寂しそうな声をあげる女子の前に、俺達四人揃そろってぞろぞろと部屋に入る。どうやら残りの女子達は部屋でトランプをめくりながら待ちぼうけ状態だったらしい。申し訳ない。

　でも、その間に大事な話がまとまった。

「せっかくなら高宮君も一緒に大富豪しようよ。隣となりの男子も呼ぶ？　これさ、トランプ二組使って超大富豪みたいにすると面おも白しろいかもって話でさ。あ、ＵＮＯもあるけど」

「あ、えっと、その前に……みんなに、ちょっと話があるんだ。な、朝岡さん。……あ、俺男子にも声かけてくるよ。せっかくなら一緒に聞いて貰もらった方がいいと思うし」

「え、どうかしたの？」

　女子達が尋たずね、藤田さんがやんわり濁にごしてる間に俺も男子部屋へ戻って山やま一いち達に声をかけた。女子部屋と聞いて意気揚々とやって来た山一達だが、とりあえず落ち着け、そこに座って欲しいと宥なだめて部屋の後ろ側に座って貰う。男女揃って俺達に向けられる眼差しは、これから何が始まるんだろう、という疑問……いや、どちらかと言えばサプライズに期待を寄せる形に近かった。

　改めて、今回のプール旅行は恵まれた環かん境きようだと思う。

　理解してくれない相手を説き伏せる訳でも、有識者を唸うならせる知恵勝負でもない。本当に最初の最初、朝あさ岡おかさんが必ずぶつかる壁かべ……誰だれかに話をするという、喩たとえるならレベル１の壁に向き合える機会なのだ。

　緊きん張ちようして正座をする朝岡さんの左右に、松まつ野のと藤ふじ田たさんが親しん衛えい隊たいのように腰かける。俺おれも朝岡さんの後ろに座り、彼女が後ろに回した手を小さく掴つかんだ。朝岡さんも、そっと握り返してきてくれる。大丈夫。いける。今は俺が背中を支え、松野が左隣どなり、藤田さんが右隣。

　朝岡さんが頷うなずき、それを見た藤田さんが頃合いを見て進行役のように説明する。

「みんなに集まって貰もらったのは、ちょっと大事な話があるからなの。……朝岡さんから、みんなに話したい事があるんだって。ね、朝岡さん？」

「は、はい」

「まあまあ、緊張しないで。でも、大事な話だから」

　松野の軽い口調に「おぅ！　朝岡さんの話なら超聞くぜ！」と男子が軽口を言いながらも居住まいを正す。……ああ。なんつーか。本当にこう、みんな真ま面じ目めに聞いてくれそうなのが、何とも嬉うれしい。何だかんだで皆良い奴やつらなのだ。山やま一いちだってそうだし、秋あき山やまさんもそうだし、他ほかの男子も女子だって。だから、きっと大丈夫……

「えと、あの……改めて、ごめんなさい。す、凄すごく真面目な雰囲気になってしまったんですが……私、色々考えて、高たか宮みやさんとか藤田さんとか、松野さんにも相談して、ようやく皆さんにお話ししようと決めた事があるんです」

　朝岡さんが丁てい寧ねいに言葉を繋つなぐ。その彼女の感じている今のドキドキは、半はん端ぱ無いはずだ。必死に隠していたものを、打ち明ける。彼女の頬ほおを流れる冷や汗を見れば、緊張のほどが窺うかがえる。

「えと……」

　朝岡さんが一いつ瞬しゆん怯ひるむが、その様子にぐっと彼女の手を握りしめた。頑張って。

「っ……！」

　彼女が小さく力を込めて俺の手を握り返す。そう、落ち着いて──

「私、実は……以前から、ちょっとだけ、変わった体質がありました。今まで皆さんには隠していて……それがばれると私、色々言われるんじゃないか、って、ずっと思っていて。だから今の今まで、本当は今日も黙だまったまま、でも皆さんとは仲良くしたいと思って過ごしていたんです。でも、きちんとお話しした方が良いかなって、そう思って……」

　朝岡さんが苦しい声で、話を続ける。自みずから事情を打ち明けるのは、彼女にとって辛つらい事のはずだ。見ている俺ですら肌で感じる。嫌いやな思い出が脳裏を過よぎるのかもしれない。でも。

　この部屋には今は誰も、その朝岡さんを責める人も、茶化す人もいない。今回のプール旅行に来てくれたみんなは、そういう人達ばかりだ。

　それに、言葉の意味が分からなくても、朝岡さんが一いつ生しよう懸けん命めい喋しやべっているのは、分かる。

　気持ちは、きっと伝わる！

「そ、その体質というのが、えと……わ、私、実は、あの……き、き、緊きん張ちようすると……！」

　朝あさ岡おかさんが目元を潤うるませ、言葉を絞り、その正体へ言及しようとして──

「へくちっ！」

　大きなくしゃみをした。

　彼女が反射的に身体からだを強こわ張ばらせ足を浮かせる。でも、

「……っ！」

　その腕を、背後からぐっと握って押さえた。逃げたら駄目！　と念を込めて。

　彼女がドキドキ体質について話す、そう誓った以上ここで逃げては駄目だ。この話をすれば絶対に緊張するし、くしゃみ状態には必ずぶつかる。でも、そこで逃げたら朝岡さんは一生話す事は出来ない。彼女の意志で勝負所と決めたのなら、ここが踏ふん張ばり所どころ！

　それを、俺おれが必ず支える！

「……大丈夫？　朝岡さん、くしゃみばっかりしてるけど、風か邪ぜなの？」

「あ、あの……いえ、違うんです。私──」

　朝岡さんが洟はなをすすり、もう一度小さなくしゃみを挟んでから、

「このくしゃみが、体質、なんです」

「体質？」

「はい……き、緊張すると、くしゃみが出てしまう、んです」

　なんとか言い切り、朝岡さんが大きく息をついた。背後で繋つないだ俺の手を強く握り返し、その動作に俺もまた彼女の手を、その体温まで伝えるようにしっかり握り返す。気づけば藤ふじ田たさんと松まつ野のも朝岡さんの肩を支えるように手を伸ばしており、三人で朝岡さんを支えている──そんな光景にすら見えた。

　俺は後ろにいるから、彼女の表情はきちんとは窺うかがえない。でも僅わずかに見える横顔は……

　決して引いては駄目だと、自みずからを鼓こ舞ぶする前向きな、一人の少女の姿だ。

「私……自分の体質を、よく馬ば鹿かにされた事があったんです。……やっぱり、緊張するとくしゃみが出たりするのって、自分でもちょっと変だ、って思うんです。だから、今まで人に話すのが苦にが手てで、それにくしゃみの話題が出たら、逃げていました。でも……」

　彼女がそっと、伏せ気味だった瞳ひとみを、上げる。

「お医者さんである高たか宮みやさんに相談したら、きちんと聞いてくれたんです。笑わないで、馬鹿にしないで、相談に乗ってくれて……それに、私の体質をきちんと病気と受け取って、一緒に治ち療りよう法ほうまで考えてくれたんです。そして、今は藤田さんや松野さんも、相談に乗ってくれて。だ、だから……だから、私」

　朝岡さんの声が上ずる。不安に身体が震え、それでも逃げずに朝岡さんは、前へ。

「だから私、みんなにも話してみよう、という気持ちに、なれたんです。……み、皆さんが本当に信じてくれるかは分かりませ……くしっ！　ううっ……わ、分からないんですけれど」

「頑張って、朝あさ岡おかさん」

「は、はいっ」

　隣となりから藤ふじ田たさんが肩を軽く叩たたく。

「でも、これが私の体質なんです。ちょっと変かもしれませんけど、でも私、だから嘘うそとかついてる訳じゃなくて、本当に困っていて……けど、それでも皆さんと仲良くしたいという気持ちは本当で、こうしてプール旅行にも誘われて嬉うれしかったですし、私、本当に楽しみにしてました！」

　朝岡さんの言葉に感情が混じり、崩くずれていく。でもこれが、今の朝岡さんの本心だ。論理的じゃない。理解しにくいかもしれない。けど紛まぎれもない、今まで隠していた彼女の絞り出すような言葉なんだ。だから頼む。

　伝わってくれ！

「で、ですから、時々、くしゃみとか、眩暈めまいとか出て色々迷惑をかけると思うんですけど、私、私……み、皆さんと是非、仲良く出来れば、と思います！　だから……」

　そこで言葉が切れると同時に、朝岡さんが大きく息を吸い、

「お、お願いします！」

　一礼。そして、

「へっくしゅん！」

　大きなくしゃみで、話を終えた。

　……一いつ瞬しゆんの、静寂。

　朝岡さんが洟はなをすすり、目元を僅わずかに潤うるませる。藤田さんが脇わきからそっと朝岡さんにティッシュを渡し、彼女が受け取って洟を擤かむ。言い切った。大丈夫だ朝岡さん。その勇気だけで、俺はもう彼女を抱きしめたいぐらい褒ほめてもいい。

　そう思いつつ、みんなの様子を窺うかがうと……

「そういう事、だったんだ」

　誰だれかが、小さく呟つぶやく。女子達が顔を見合わせ、その先頭の子がほんの少し、前に出て。

「朝岡さん」

「は、はいっ」

「……実はね、私達……朝岡さんに避さけられてるのかも、って思ったの」

「へ？」

「朝岡さんは都会育ちだし凄すごく綺き麗れいで穏おだやかな人だから、気づかないうちに粗相をしちゃったかも、とか思ってて……さっき、実は秋あき山やまさんにもそう聞かれて」

「そそ、そんな事ありません！　ただ、あの──」

「うん。だから、ごめんね。あたし達も今まで勘かん違ちがいしてて、上う手まく喋しやべれなかったところがあったと思う。でも、そういう理由があったなら……」

　彼女が続けた後、そっとこちらに、手を伸ばす。

　……その動作に一いつ瞬しゆん戸と惑まどった朝あさ岡おかさんだが、握手を求められてると気づく。おたおたしながら相手の目を見つめ、彼女ににこりと微ほほ笑えまれ……

「改めて、よろしくね。朝岡さん」

「……は、はい、よろしくお願いします！」

　その手をしっかりと、お互いに繋つなぐ。

　答えとしては、十分だった。

　何ど処こからともなく小さな拍手が響ひびき、ぼそりと「朝岡さんも緊きん張ちようしてたんだ……」と安あん堵どの呟つぶやきを漏もらしたのは秋あき山やまさんだ。後ろで大人しくしていた男子達もようやく緊張を解き、「そうだったのかー」と息をつく。

　……もしかしたら、みんなには朝岡さんの体質の事なんて大した問題じゃなかったのかもしれない。仲良くしたい、という気持ちは彼女達も俺達も、最初から皆同じ。それが今、ようやくお互いに結びついたという、それだけの事──

「よーし、という訳で今からみんなで遊ぼうぜ！　トランプだな！」

　山やま一いちの提案に松まつ野のが「おーっ！」と続き、朝岡さんは早さつ速そくみんなに促うながされ部屋の中央に座らされる。誰だれかが「朝岡さんをド真ん中に座らせてどんなトランプするのよ！」と言い出し、それに誰かが笑って応こたえる。藤ふじ田たさんが落ち着かせ、松野が茶化し、また笑い声が響く。

　それは、プール旅行の計画を立てた最初、俺おれがおぼろげに夢見た……

　朝岡さんが囲まれて、みんなが笑っている姿だ。

　その様子に、俺もようやく、

「良かったー……」

　安堵の息を、ついた。

　朝岡さんは馬ば鹿かにされたりしない。泣かされたりしない。これなら大丈夫。安心だ。朝岡さんは、山場さえ越えれば後は自然と仲良くなれる。これで、今回のプール作戦での、俺の役目は終了だ。

　そう判断して、もう一度だけ大きく息をついて……

　ほんの少し、時間が欲しくて。皆にばれないよう、そっと部屋から外に出た。

　何の事は無い。

　……俺自身が抱えていた不安と、胸のドキドキを一度落ち着かせたかったのだ。




　──もし失敗したら、どうしよう。

　そういう微かすかな不安が、無かった訳ではない。

　大丈夫、必ずいける。朝岡さんが誓った以上、俺もまた彼女を心底から信じて立ち向かう。そう誓う一方で──失敗したとき、その責任は全すべて朝岡さんが被かぶる事への不安もあった。

　そうならなくて、本当に良かった……という安あん堵ど感かん。

　それは、俺おれが主治医だからこそ感じていたプレッシャーかもしれない。

　……その気になれば、俺は主治医として彼女を止める事も出来たはずだ。最後の決断をしたのは朝あさ岡おかさんだが、本当は地道に時間をかけて治ち療りようする事も出来るだろうし、もっと調べれば別の治療法が見つかる可能性もある。選択肢は幾つかあった。その中で、彼女の意思を汲くんで告白をする道を選んで……上う手まくいった。

　本当の医者は、人の生命に対して緊きん張ちようを感じるのだろうけど。それによく似た、朝岡さんの今後の学校生活を左右する選択肢に主治医として責任を持つ、その独特の緊張感から解放されて……ほっとしたのかもしれない。そういう意味で、俺の主治医生活にとってもレベル１の壁かべだったのか。

　もう一度安堵の息をつく俺の背後で、室内からわいわいと騒さわぎ声ごえが聞こえてくる。松まつ野のが男子と何やら掛け合いをし、藤ふじ田たさんの制止する声が響ひびく。楽しそうな声に俺もそろそろ加わりたくなり、よし戻ろうと扉に手を伸ばした。ドアノブを回し、中に入ろうとしたところで──

　不意に扉が向こうから開き、朝岡さんが顔を覗のぞかせた。え、と戸と惑まどう俺の前で、彼女はまるで俺を見つけて嬉うれしい、とばかりに表情をにぱっと輝かせて、

「高たか宮みや先生！」

「は、はいっ」

「あの、えと。ほ……本当に色々、お世話になりました！」

　その流れる髪が広がるぐらい、丁てい寧ねいに頭を下げた。長い黒髪が浴衣ゆかたの背中を沿うようにさらさらと流れ、そして再び顔を上げた彼女の顔は……

　もう、なんと言えばいいのだろう。喜びに満ちた、としか喩たとえられないような、実にほっこりとした、温かい、俺が医者として待ち望んでいた笑顔そのものだった。

「私、こうして皆さんと仲良くなれたり、少しでも自分の体質について言えたのは……本当に、高宮先生のお陰です。な、なので私、きちんとお礼を言いたくて」

　そんな眩まぶしい顔をして、俺を見つめて、お礼を言う朝岡さんを見ていると……

　心の底から、彼女の主治医になって良かったな、と。今さらながら、噛かみしめるような実感が湧わいてきた。良かった、本当に良かった。そして、そんな笑顔の朝岡さんがいつも以上に可愛かわいくて……

「高宮先生？」

「あ、えと……ごめん。うん、朝岡さんが元気なら、俺はそれでいいかな、って」

　思わず見み惚とれてました、なんて言えません。

　照れて頭を掻かいたその向こうから、クラスメイト達の「朝岡さーん」と呼ぶ声が聞こえる。朝岡さんが少し慌てながら返事をして俺を見る。一緒に戻りましょう、というアイコンタクト。そうだな、あまり今日のメインを引きとめても。

「よし、じゃあとりあえず、戻ろうか。あとは遊ぶだけだし」

「はい！」

　そう答える朝あさ岡おかさんの表情に、もう陰りは無い。

　みんなの前で、朝岡さんは笑っていられる。よし行こう。俺おれも彼女達の和に加わって、そして俺もまた朝岡さんと仲良くなる！

　今からでも遅いだなんて、思わなかった。

　だって、これから行われるのは。

　プール作戦最後にして最高の、大トランプ大会なのだから──







　　　──エピローグ　高たか宮みや先生の致命的失敗──







　それから先の事については、とても素敵な時間を過ごせた、の一言で十分だろう。

　元々朝あさ岡おかさんは皆に愛される性格の人だ。確かにくしゃみはちょっと変わった体質だけど、そんなものはきちんと事情を話せば大きな障害ではない。むしろ朝岡さんの体質への気づかいや、彼女が遠慮してた事情を知ってか皆揃そろって今まで以上に積極的に喋しやべり出だし、朝岡さんを自然とリラックスさせてくれた。その後のトランプ大会がいかに楽しく有意義なものだったかは、特に語るまでも無いだろう。

　そんな感じで一泊二日のプール旅行は想像以上の大成功。もちろん、まだ体質の本当の事を全すべて語れた訳ではなく、治ち療りよう法ほうがドキドキして……なんて事までは言えないが、皆に事情を少しでも理解して貰もらったのは大きな収しゆう穫かくだ。これにてプール作戦は万事終了。朝岡さんの学校生活も、これで大きく前進する！

　……と、俺おれは思っていた。そして実際、前進したのだが。

　それは、つまり。朝岡さんがさらに皆に愛される、という事であって──







　まだまだ夏っぽさの残る九月半なかば、一泊二日のプール旅行翌日には多少の気だるさが残っていた。ちなみに俺の右足は検査の結果、骨折や靱じん帯たい損傷は疑われないとの事だが、未いまだに痛むのが何とも厄やつ介かいで仕方がない……

　が、気持ちのうえでは絶好調。なんせ今日から朝岡さんが少し楽に過ごせるのだ。ドキドキ体質の肝心な部分は秘密だが、着実な第一歩を踏ふみ出だせた。そう考えれば一安心どころか二安心──

　となれば、改めて！

　俺は今日から朝岡さんに格好良いところを見せる！

　そして、彼女ともっと仲良くなれる会話を、重ねる！

　よしやるぞ高宮仁じん。お医者様としてではなく、そろそろ男として朝岡さんの心を惹ひきつける時が来た。彼女が旅行の最中に見せた、過去を振り払い前に進むあの勇気！　あれを参考に俺も彼女に格好良く『一緒にお昼ご飯を食べませんか！』と声をかける程度は……いや待て、ご飯は時期尚しよう早そうか。まずは帰りに一緒に帰るところから……いや、その前に挨あい拶さつから……

　って、それじゃあいつもと変わんねーし！

　そうとも、朝岡さんが変わった以上、俺もまた変わる！　今度こそ男になる！

　そのためにはやっぱり第一印象、つまり朝の挨あい拶さつは大事だ。今日は朝あさ岡おかさんに元気にお声をかけ、そこから会話に弾はずみをつける！　さあ俺おれはやるぞ、進化するぞと気合いをこめて教室の扉を開き、いざ！

「おはようございます、朝岡……さ……ん？」

　勢いよく開いた扉の先、いつもの朝岡さんの席に、彼女の姿が……無い。

　あれ、と見渡すと朝岡さんは教室の前方、黒板の傍そばにて他ほかの生徒と親しげに話をしていた。見れば松まつ野のと藤ふじ田たさん、そして席に腰かけてるのは週末のプール旅行でご一緒した面々だ。さらにその横から別の女子も顔を出し、プールで何かあったのー？　と声をかけ、朝岡さんは少し緊きん張ちようしつつも、それらにきちんと受け答えをして……

　あ。そ、そうか。

　朝岡さんの緊張がほぐれ、皆と親しくなるという事は。朝岡さんと、みんながドンドン仲良しになっていく。つまり。

　必然的に、俺と朝岡さんの距離は離れてしまうのだった……

　……いやもちろん、主治医としては正しいぞ？　彼女が教室で皆と仲良くなればなるほどリラックス出来るはずだし、体質にも良く働く。対たい症しよう療りよう法ほうとしては上う手まく機能していて、まさに文句の付けどころが無い、のだけれど。

　それは……俺としては、少し寂しく感じてしまう事、だった。

　だって。朝岡さんと、会話する機会が減ってしまう、という意味にもなるから……

「い、いやでも、仕方ないよな。おぅ」

　頭を振って迷いを払う。

　こればかりは仕方がない。最初から分かっていた。クラスで人気が出れば、医学以外は平凡の域を出ない俺と朝岡さんの間に距離が出来る事ぐらい。

　それに……

　朝岡さんが俺の傍を離れていくのは、ある意味で宿命ともいえた。

　彼女の病気が良くなれば良くなるほど、彼女は病院に来る必要も無くなる。つまり……

　主治医の下を、次第に離れていく。それは、彼女が良くなっている証あかしそのもの、なんだ。

　そう考えれば、これこそ朝岡さんにとって良い事なはず。

　……でも。俺としては、それは何だかちょっと、寂しい──

「……先生。高たか宮みや先生？」

「え？」

　呼ばれて顔を上げると、いつの間にか朝岡さんが目の前に立っていた。困ったように目め尻じりを下げ、しょんぼりした様子で見つめている。え、えと？

「え、ど、どうしたの？　朝岡さん」

「えと、その……」

　と呟つぶやきながら鼻を押さえる朝あさ岡おかさん。うん？

　……あれ。

「もしかして」

「はい。そ、その……皆さん大変仲良くしてくれるのは嬉うれしいのですが、い、いつも以上に声をかけられて、ち、ちょっと緊きん張ちようし過ぎてしまって……」

　と鼻を押さえながら俺にお願いしてくる朝岡さんは、どう見てもくしゃみを我慢している、普段の朝岡さんだった。

　そんな、彼女の姿に。

　……本当は駄目だ、と知りながらも……ほんの少しだけ、安あん堵どしてしまった。

　分かってる。朝岡さんは変わらなきゃいけないのに、いつもと変わらない事に喜んでいては……駄目だと、思う。主治医としては失格だ。でも……

　今はまだ、もう少し先延ばしにしても大丈夫。そう思えた気がして。

「……高たか宮みや先生？」

「え!?　あ、いや、なんでも……えと、ま、まずはドキドキ体質を抑えようか」

「は、はい、お願いします！」

　そう伝えて出て行く俺と朝岡さんの背中に、クラスメイト達の声が聞こえる。「朝岡さんと高宮君って仲が良いよね？」「プールの時も良さそうだったしねー」「くそぅ、高宮めいつの間に朝岡さんと……！」と茶化す声やら嫉しつ妬とらしき声。

　でも残念ながら、俺と朝岡さんはそんな関係じゃない。今の俺と朝岡さんは、主治医と患者。このままでは、俺達はいつか必ず離れてしまう。

　──そうならないためにも。朝岡さんの治ち療りようをしながら、俺は……

　まだ、時間があるうちに。

　主治医を終えるその時までに、男を磨みがく！

　そしていつか、朝岡さんに相応ふさわしい男になってみせる！

　廊下を出て踊り場まで降りたところで朝岡さんに向き直る。俺は正直、まだまだ色々な意味でへたれかもしれない。彼女に嘘うそもついてるし、体質が出たのを見てつい安堵してしまう、そんな弱っちい男かもしれないけど、でも！

「朝岡さん！」

「はい！」

「俺さ、い、今まで以上に頑張るから！　その……これからも、よろしく！」

　両手を合わせて、彼女に全力で頼み込んだ。

　もちろん話の流れが伝わってない朝岡さんには意味が分からないと思う。けど、これは俺なりの決意表明だ。朝岡さんの主治医であると同時に、彼女と個人的に仲良くなりたい。いや、なってみせる！　そう誓う俺の、改めての御ご挨あい拶さつ──

「……あ、えと、高たか宮みや先生。わ……私も、いつもありがとうございます！」

「え？」

「私の方こそ、いつもお世話になっていて……こ、こちらこそ、よろしくお願いします！　まだご迷惑をおかけすると思いますし、治るまでまだ時間がかかるかもしれませんが……ち、治ち療りようも、頑張りますので！」

　そんな俺おれの言葉を、朝あさ岡おかさんはやっぱり主治医と患者としてのものだと勘かん違ちがいして頭を下げた。……まあそう取られても仕方ないし、俺の決意とか、朝岡さんへの好意とか。きっと分かって貰もらえないものも沢たく山さんある、そう思いながらもお礼を言われたことは嬉うれしくて……

「う、うん。頑張ろう、朝岡さん」

「はい！　そ、それに私も、高宮先生と一緒に居られると、凄すごく楽し……」

「え？」

「へくしっ！」

「ふおおっ!?」

　朝岡さんが何かを言いかけ、突然大きなくしゃみをした。い、いかん、彼女の体調が。

　となれば、今の俺が出来る事はただ一つ。朝岡さんを、ドキドキさせる！

　……で、でもどうやって？

　つーか俺、このドキドキ体質を抑える方法って、結局エロい事しか無いんですけど……！

　そう。結局のところ、皆にくしゃみの事を告白したと言っても体質を抑える方法はドキドキしかない。鼻炎薬の効果も怪しい時が多々あるし、まさかみんなにエロ本読んで抑えてます、とも語れない。俺と朝岡さん、二人だけが知る体質の本当の秘密はまだまだ続く──

「と、とにかく保健室へ」

　おたおた慌てながらも朝岡さんと共に走り出す。困った時の保健室。それで駄目なら女子トイレ。その場しのぎだなんて事も分かっているし、この先本当にどうなるかなんて俺には全然分からない。けれど。

　今はただ、やれるべき事を頑張るしかない。出来る事から一歩ずつ。それがたとえ、ちょっと変な体質と、ちょっと怪しいえっちな秘密だとしても──彼女のために。

　そう思いながら俺は朝岡さんと一緒に、今日も階段を駆かけ下おりるのだった。

　主治医と患者、その手を互いに、力強く握りながら。







　あとがき







　本書はもちろんフィクションです。実在する人物や団体に一いつ切さい関係ないとか以前に、高校生が診しん療りよう行為をするのはバッチリ医師法違反です。都会とか田舎いなかとか関係なく勝手に医者を名乗って女の子とイチャイチャするのは法律違反かつセクハラですのでご了承ください。あ、もちろん本編内に登場する体質も架空のものです。実在しませんし、低血圧とくしゃみについては本編中でも記載がある通り本来まったく関連性がありません。




　とまあ一応の注意事項を述べたところであとがき本編。

　本書は医療ものというかエ療ものというか怪しいですが、そもそも医療とエロは紙かみ一ひと重えです。人体に対する学問（？）という意味で共通性がありますし、医療もエロい事もどっちだって衣服は邪じや魔まな訳ですよ。何かにつけて着替えたり脱いだり触ったりしなきゃいけない訳ですよ。

　……こんな便利な話があるなら是非使わねば！　と思ったところより物語の概要が決まりました。

　それにほら『いりょう』の文字を短縮すると、あら不思議！　『いりょう→いろう→えろう→えろ』と、短くしていく間に近づいて……

　ませんよね、そうですよね。すいません時とき田た唯ゆいの頭こそ治療が必要なのかもしれません。

　でも、もし次回があれば是非ともナース服を……！

　いやしかし、女医さんも捨すて難がたいですか!?

　もし次回作が出るなら、可能な限り男の夢とロマンを詰め込んでいきたいと思います。どうやら付ける薬は見当たらないようで。




　ではでは、恒例の謝しや辞じを。

　まずは本書を書くうえで『医療もの』という最初の閃ひらめきを頂きました某作家の皆様方。最初は大まじめな病院ものを書こうと思っていたのですが、気がついたらこのような変態仕様になっておりました。この場を借りて色々と頭を下げておこうと思います。

　エロコメディに関しては随ずい一いちの性能を誇る和わ田ださん、及び吉よし岡おかさん。可愛かわいいイラストを描いてくださったタケイオーキさん。その他ほか、校こう閲えつさんをはじめ本書作成に関かかわった皆様方と、本書を手にとってくださった読者様方。本当にありがとうございます。本書を読んでくださった皆様にささやかな笑いと心の潤うるおいが届けば、本書を通じて心の治療に貢献出来たという事かもしれません。

　それでは、またの機会に。


時田　唯
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時とき田た 唯ゆい

時田唯（ときたゆい）とは、人間によく似た架空の生物。健康診断はいつもコレステロールが高いと言われます。でも運動は苦手で、動くとすぐ心臓がドキドキします。体質ではなくただの歳。

著者近影は聴診器。自分の心音を聞きました。
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タケイオーキ

埼玉出身のイラストレーター。

お医者さんごっこいいですね。男の夢ですね。

するのもいいですがされるのもいいと思います。ます。
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朝あさ岡おかひよりのドキドキカルテ








時とき田た 唯ゆい
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